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CLIP STUDIO 
PAINT EX の 使い 方 


ここ で は CLIP STUDIO PAINT EX で マン ガ を 制作 する た め の 、 
基本 的 な 使い 方 を 解説 する 。 
特に 、 画 面 の 名 称 は この あと の 解説 ペー ジ で も 頻繁 に 使わ れる の で 、 


第 | 
2 
事 


し っ か り 覚 えて お こう 。 ぐう 
] 画面 の 名 称 を 覚え よう 
| CLIP STUDIO PAINT EX で Se ーー 
; 作業 を し て いく に あたり 、 ま ず は ワー 9 メニ ュー バー @ カ ラー 系 パレ バ 
第 ! クス ペー ス 内 の 名 称 を 覚え まし ょ @ コ マン ド バ ー ⑨ キ ャ ン バ パス 
3 う 。 ちな み に 、 現在 表示 され て いる © ツー ル パ バレット © 素材 パレ ッ ト 
dl パレ ッ ト は 、 メニ ュー バー の 「 ウ ィ ン ド ⑥ サブ ツー ル パ レ ッ ト ⑩ ナビ ゲー ター パレ ッ ト 
ウ 」 で 表示 と 非 表示 を 切り 替え る こ ⑥ ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト  ⑪ レ イヤ ー プ ロ パ ティ パレ ッ ト 
と が で き 、 自分 が 使い や すい よう カ ⑬ ブ ラ シ サ イズ パレ ッ ト レイ ヤー パレ ッ ト 
スタ マイ ズ す る こと る 可能 で す 。 
第 ! 
5: 
章 ! 
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キャ ン バ ス の 拡大 と 縮小 を す 
る に は 、 メニ ュー バー の 「 表 示 」 メ 
ニュ ーー [ズー ムイ ン ] と [ズーム 
アウ ト 」、 も し く は 「 ナ ビ ゲ ー タ ー パ 
レッ ト 」 や 、 キャ ン バ ス の 左下 に あ 
る 数 値 を 変更 し ます 。 また 、 キャ ン 
バス の 右 下 に ある スク ロー ル バ ー 
や 、 ツ ー ル パレ ッ ト の 「 移 動 ] ツー 
ル で も 移動 や キャ ン バ パス の 向き を 
変え る こと が で きま す 。 


動 で きま す 。 が きま す 。 


キャ ン パ ス を クリ ッ ク し 、 キャ ン パ ス を クリ ッ ク し 、 
ドラ ッ グ する こと で キャ ドラ ッ グ する こと で キャ 
ン バ パス を 好き な 位置 に 移 ン パ ス を 回 転 させ る こと 


キャ ン バ ス を 使い こ な そ う 


スク ロー ル バ パー で キャ 
ン バ ス を 移動 で きま す 。 


に 


管理 ファ イル 
CLIP STUDIO PAINT EX に は 、 複 数 ペー ジ を ひと つの マン ガ 
と し て 管理 する 「 管 理 フ ァイル 」 と いう 機能 が 実装 され て いま す 。 メ 
ニュ ー バ ー の 「 フ ァイル 」 メ ニュ ーー「 新 規 」 を 選択 し 、「 作 品 の 用 途 
を マン ガ に する と 、「 複 数 ベ ページ 」 と いう 項目 が ある の で 、 こ こ に 希望 : 
の ペー ジ 数 を 記入 すれ ば 、 管 理 フ ァイル と 設定 し た 枚数 分 の 原稿 用 : 
1 紙 を 格納 し た フォ ル ダ が 自動 生成 され ます 。 そ の 管理 ファ イル を 開く : 
| と 「 ペ ー ジ 管理 」 ウ ィ ン ド = 
| ウ が 表示 され 、 と と で は 
フォ ル ダ 内 の ペー ジ の 入 
| れ 替 え や 追加 削除 、 見 開 
き と 単 ペ ー ジ の 変更 な ど 


EE: 


レイ ヤー を 作ろ う 


マン ガ を 描く に あたり 、 まず は レイ ヤー を 作 
成 し ま す が 、 レイ ヤー に も 種類 が あり ます 。 
基本 的 に イラ スト を 描く 場合 は 、「 ラ スタ ー レ イ 
ヤー] を 使用 し ます 。 こ の レイ ヤー は 、 紙 に 線 を 
描い た り 色 を 塗っ た りす る 感触 に 近く 、 また フィ 
ルター な ど で 加 工 し や すい の が 特徴 で す 。 ま ピン 
た 、「 ベ ペク ター レイ ヤー」 は 、 線 画 の 軌跡 を 記録 
する こと が で き 、 この レイ ヤー で 描い た 線 は 、 あ 
と か ら 編 集 す る こと が で きま す 。 た だ 、 「 塗 りつ 


i 


ぶし 」 ツ ー ル な ど で 色 を 塗る こと は で きま せん 。 | ta 上 


ーーーー CLIP STUDIO PAINT EX の 使い 方 
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マン ガ に 使用 する 主 な ペン 


1 マン ガ を 描き 始め る 前 に 、 ペン に つい て 知っ て お き 
i まし ょ う 。 マン ガ を 描く の に 使用 する 主 な ペン は 、「G ペ 
1 ン 」、 「 丸 ペン ]、 「 カ ブラ ベン 」、 [ミリ ペン] で す 。 各 ペン 
に 決ま っ た 使い どこ ろ が ある わけ で は あり ませ ん が 、 自 分 
の イメ ー ジ する 作品 に する た め に は 、 それ ぞ れ の 特徴 を 


知っ て お く こ と が 重要 で す 。 


G ペ ン 
ーー 


筆 圧 次 第 で 細い 線 か ら 太 い 線 まで 描く こ 
と が で き 、 強 弱 を つけ や すい 。 主 に キャ ラク 
ター の 輪郭 な ど で 使用 され る こと が 多い 。 


カブ ラベ ン 
ーー ニー テー 
カプ ラパン 
G ベ ン よ り も 固い ベン 先 で 、 抑 揚 が 付 き に 
くい 代わ り に 一 定 の 太 さ で 線 が 描く こと が 


で きる 。 主 に 背景 を 描く と き に 使う 。 枠 や フキ ダシ に 使用 する 。 
ブラ シ サ イズ 筆 圧 設定 
ブラ シ サ イズ は 「 ブ ラ シ サ イズ パレ ッ ト 」 か 、「 ペ ン 」 ツ ー ル を 選 イス 
択 し て いる 状態 で [ツール プロ パテ ィ 」 一 「 ブ ラ シ サイ ズ 」 の 数 値 
を 変更 する こと で 、 調 整 で きま す 。 プラ ジッ サイ ズ 腺 才 元 放 定 
ED | ブラ シ サ イズ に 影響 させ る 入力 
を 7 律 圧 最小 値 | os 
プラッ サ イス SR 
Pao 080 ま を 
不 聞 明度 i = 
ーー 筆 圧 の 設定 は 、「 ベ ン 」 
es ツー ル を 選択 し て いる 
= = 状態 で 、 ブ ラ シ サ イズ 
手 ル 補正 [| Lb の 横 に ある 「 影 響 元 」 
8 = ボタ ン を クリ ッ ク し ま 
“の 5 中 着 TT す .「 ブ ラ シ サ イズ 昧 響 
元 設定 」 オ ブシ ョ ン の 
「 筆 圧 設定 ]」 の グラ フ 0% 
宙 補 で 、 筆 圧 感知 レベ ル を 水平 傾き 重 直 
ご 調整 で きま す 。 


3 
2 


丸 ベ ペン 


や 


ペン 
細い 線 を 描く こと と が で きる ベン で 、 筆 圧 
で 強弱 を つけ る こと も 可能 。 主 に キャ ラク 
ター の 顔 や 髪の毛 へ の 使用 に 適し て いる 。 


US の 
先端 が 棒状 に な つて お り 、 筆 圧 で 太 さ が 変 
わら ず 一 定 し た 線 を 描き や すい 。 主 に コマ 


ーー 


消去 と 取り 消し 


マン ガ を 描い て いて 、 任意 の 描画 部 分 を 消去 し た い 
場合 は 「 消 し ゴム ] ツー ル を 、 ひ と つ 前 の 作業 状態 に 戻り 
た い 場 合 は 「 取 り 消し ] コ マン ド を 使用 し ます 。「 消 し ゴム ] 
ツー ル を 使用 し た い 場合 は 「 ツ ー ル 」 パレ ッ ト に ある アイ コ 
ン を クリ ッ ク し ます 。 「 取 り 消し ] コ マン ド は 、 メ ニュ ー バ ー の 


「 消 し ゴム 」 ツ ー ル を 使用 する 
Wi mA 


S 
g 
当 
® 
き | 


+ 史 ラク | いか 0T 朋 ら の 


| る こと が で きま す 。 


<[ 
ブラ シ 濃度 
t | 


[ 記 覚え て お く と 便利 な ショ ー ト カッ トキ ー 


「 編 集 ] メ ニュ ーー 「 取 り 消 し ] か 、 コマ ンド バー に ある 「 取 
り 消し ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 加え て 、 ショ ー ト カッ トキ ー 
「CtrlZ] (Mac の 場合 は 「Command+Z」) で も 「 取 


り 消 し 」] は 可能 で す 。 


「 取 


「 消 し ゴム 」 ツ ー ル は 「 サ ブツ ー ル 」 バ レッ ト 
で 、 消 し 具合 の 違う 消し ゴム や 、 別 レイ ヤー 
の 描画 部 分 まで 消去 する 消し ゴム を 選択 す 


| 
「 取 り 消し 」 コ マン ド は 、 1 | 
200 回 の 中 で 、 設 定 し た 回 数 | 
分 取り 消す こと が で きま す 。 取 | 
り 消し 回 数 の 変更 は メニ ュー | 


バー の 「 フ ァイル 」 メ ニュ ーー | cits 2 
「 環 境 設定 ] の 「 バ パフォー マン | 下 の 人 を 取 (<)… 

ス 」 の 項目 で 変更 で きま す 。 ウイ ンド つ を 因 し て 箇 面 の 色 を 取 福 (Y) 

の 双 N a 革 CLIP ホー ムペ ー シ 


EP) 
ECEWO) 
や り 十 し (6) 
9 取ら (T) 
っ ピー-(⑨ 


ECE) pm 
まり つぶ い (P 

本 要 な 当り つぶ し (1) 
双 の 名 本 色 に 間 (H) 
を 導 剛 衣 に 変換 (B) 
主人 を 吉 計 と し て 華 (E)。 
レイ ヤー を デン プレ ー ト 庄村 と し て 四 (L)。 
0】 

RA) 

FER TERE) 

キャ ン バ ス サイ ズ を 実現 (S) 

キャ REE RCN) 

キャ ン パ スキ 3 定 を 変更 (V)。 


ン (4) レイ 


コマ ンド (Win Mac) 


説明 


Ctrl+N / Command +N 


新規 キャ ン バ ス を 作成 


り 消し 」 コ マン ド を 使用 する 


Ctrl+S / Command+S 


上 書き 保存 


別名 で 保存 Shift 十 Alt 十 S / Shift 十 opt 二 S 


別名 で 保存 


Cti+P ノ Command+P 


印刷 


取り 消し Ctrl+Z Command 十 Z 


アン ドゥ (ひと つ 前 に 戻る ) 


や り 直 し Ctrl+Y / Command+Y 


リド ゥ (ひと つ 進 む ) 


択 を 解除 Ctrl+D / Command+D 


選択 を 解除 


すべ て の パ バレット を 表示 する . Tab 


すべ て の パレ ッ ト の 表示 と 非 表 示 を 切り 替え る 


Shift+Tab 


押す ご と に 、「 タ イト ル バ ー を 隠す … 
メニ ュー バー を 隠す 一 元 に 戻す ] を 繰り 返す 


Ctrl+0( セ ゼロ )/Command 寺 0 (ゼロ ) 


ウィ ンド ウサ イズ に 合わ せ て 全体 を 表示 


ーー- 
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第 全音 
マン ガ の 描き 方 [基本 ] 編 


NUN///2 
yu/ 


第 1 章 で は 、 お り は ら さ ちこ 氏 が 基本 的 な マン ガ 制 作 の 流れ に 沿っ て 、 
CLIP STUDIO PAINT EX で マン ガ を 制作 する 際 に 必要 と な る 知識 を 解説 。 
まず は 、CLIP STUDIO PAINT EX で 実現 で きる 機能 を し っ か り 覚 えて いこ う 。 
また 、 本 章 で は お り は ら さ ちこ 氏 の 考え 方 も 随所 に 盛り 込ま れ て いる の で 、 
これ か ら マ ン ガ を 制作 し よう と 考え て いる 読者 は ぜひ 参考 に し て みよ う 。 


ーー 


どん な マン ガ を 描く に も 、 ま ず は 
ネタ が 必要 で す 。 普段 か ら 周囲 の 
小さ な 出来 事 や 人 の 動き に 目 を 配 
り 、 さま ざま な シー ン を 記憶 に スト ッ 
ク し て お く ク セ を つけ まし ょ う 。 


る 


ネタ 探し を し よう 


「 マ ン ガ を 描こ う !」 と 思っ て も 、 ネ タ が な いこ と に は マン ガ は 描け ませ ん 。 
そこ と で 、 こ と で は ネタ 出し の ヒン ト を いく つか ご 紹介 いた し ます 。 
も し 行き 詰まっ た 際 は 、 ぜ ひ 参 考 に し て みて くだ さい 。 


Lesson 


自分 は 人 見 知り だ か ら と 部 屋 に こも ら ず 、 
誘わ れ た イペ ント は 「 チ ャ ンス 」 と 思っ 
て 、 積 極 的 に 参加 し て み ま し ょ う 。 知 ら な 
か っ た 世界 や 自分 が 見 つか る か も 。 


で す 。 


笑顔 ば か り で な く 、 怒 り 
顔 : 泣 き 顔 な ど 、 キ ャ ラ の 
さま ざま な 表情 を 描い て 
み ま し ょ う 。 


部 活 の 経験 な ど を 活か 
し 、 ま ず は 自分 の 得意 
な テー マ で 1 作 描き 上 
げ る と 自信 が つき ます 。 G 


ジ 


壮大 な テー マ も 良い で す が 、「 自 分 が 描 
いて て 楽し い ] と いう 点 も 重要 な 要素 


ふわ っ と し た イメ ー ジ より 、 作 品 の 軸 
に な る よう な も の を 定め る と 話 が 描き 
や すく な り ま す 。 


マン ガ の 描き 方 [基本 ] 編 


章 
し し 1 
ゃ $$ 
プロ ッ ト を 考え よう 
テー マ が 定まっ た ら 、 次 は 具体 的 に お 話 を どの よう に 展開 させ て いく か と いう 
骨組 み ( プ ロット) を 考え て いき まし ょ う 。 こ と こ で は 代表 的 な 組み 立て 方 と 、 
私 の 場合 は どう 決め て いる の か と いう こと を 紹介 し ます 。 
第 | 
2 : 
革 
ざっ くり し た 流れ を 考え よう | 
i 同人 誌 や 自分 の ホー 
第 ムペ ー ジ に アッ プ す る 場 
3 合 は 別 と し て 、 新人 賞 や 
章 ! 持ち 込み な ど を 行う 場 
合 、 規定 の ペー ジ 数 が 
あり ます 。 その 中 で スト ー 


リー の 起伏 や オチ を 考 
え 、 ざっ くり と 配分 し て い 
きま し ょ う 。 


プロ ッ ト の 作り 方 は 人 
それ ぞ れ 、 や りや すい 方 
法 を 選び まし ょ う 。 要素 を 
付箋 に 書き 出す 人 、 テキ 
スト に 打ち 出す 人 、 頭 の 
な か で 一 気 に ネ ー ム に 書 
き 出 す 人 も いま す 。 


私 の 場合 、 頭 の な か で 一 度 組 
み 立 て た あと 、 裏 紙 に 「 ネ ー 
ム の ネー ム 」 の よう な 形 で 一 
度 描き だ し て 、 そ れ を 推 鼓 す 
る 形 を と っ て いま す 。 


付箋 に 書き 出す 頭 の な か で 考え る 


ーー 


キャ ラク ター を 作成 し よう 


ネー ム に 入る 前 に 、 登 場 させ る キャ ラク ター を 作り まし よう 。 
と こ で は メイ ン と サブ の キャ ラク ター を 作成 する ちょ っ と し た コツ と 、 
画面 が 引き 立つ 要素 に つい て 紹介 を し て いき ます 。 


キャ ラク ター を 作成 し よう 1| 


特別 な 理由 が な い 場 合 、 キャ ラ 
クタ ー は 作品 の 「 世 界 観 ] か ら 浮 き 
過ぎ な いよ うに し まし ょ う 。 メイ ン キ ャ 
ラク ター は 何 か ひ と つ 記 号 的 な 特 
徴 が ある 良い で す 。 今回 の 場合 、 ヒ 
ロイ ン の 前 髪 を くる っ と カー ル さ せ | 
て ワン ボイン ト 加 えて み ま し た 。 と | 


悪人 加 昌 ちゃ ん 高校 1 年 生 お 兄ちゃん 高校 3 年 生 
ブラ コン 気質 の 低 力 少女 妹 に 振り 回 され っ ぱな し 。 で も 面倒 見 が 良い 。 
ーー ンー た ご ちこ ゆー ジー 
パラ ンス を 考え て 脇役 を 作成 し よう タ | 


「 読 者 視点 ]」 の キャ ラク ター を 用 
意 する と ベタ ー で す 。 ま た 、 髪 の 色 
は 同色 で 固まり すぎ な いよ うに し ま 
し ょ う 。 で す が 、 黒髪 を 用 意 する と 
画面 が 引き 締まる の で ひと り は 黒 
髪 要員 を 用 意 す る と ベス ト で す 。 


4 ① 


rl か ンー 池 
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。 幸 mp 天 § 


清和 靖 


キャ ラク ター の 内 面 を 作成 し よう 3| 


キャ ラク ター の 性 格 や 内 面 は 、 
深く 掘り 下げ て お きま し ょ う 。 こう し 
て お く と 、 その キャ ラク ター が と る で 
あろ う 行 動 が 自然 と シミ ュ レ ー ト で 
きる の で 、 ネー ム を 描く 際 に 悩む こ 
と が 少な く な り ま す 。 


キャ ラク ター の 日 常 的 な タイ ム テ ー ブ 
ル を 考え て みる と 、 当 初 は 思い つか な 
か っ た 新た な 発見 が ある か も 。 


「 兄 は 主人 公 を どう 見 て いる の か 周囲 か ら 兄妹 今回 の スト ー リ ー の 場合 、「 な ぜ 主 人 公 
は どう 思わ れ て いる の か 」 と いっ た キャ ラク ター は 兄 が 好き な の か 」 と いう 点 が 一 番 所 


の 関係 性 も 掘り 下げ て み ま し ょ う 。 


り 下げ て お くべ き ポ イン ト 。 そ れ に よ 
り 兄 へ の 態度 が 変わ っ て くる で し よう 。 


COLUMN いろ いろ な 側面 を 持た せよ う 


キャ ラク ター を 設定 する 場 
合 、 紋 切り 型 に [て の キャ ラ 
は こん な 性 格 」 と 決め て し 
まう より も 、 い ろ い ろ な 表情 
を 描い て 多様 な 側面 を 引き 
出し て あげ まし ょ う 。 す る と 、 
キャ ラク ター に 人 間 性 が 出 


て 親しみ や すい 感じ に な り 


Lesson 


O4 


原稿 用 紙 の 決ま り を 知 ろ う 


マン ガ の 原稿 用 紙 に は 、 白 紙 と は 違い さま ざま な ガイ ド 線 が 入 つて いま す 。 
ごと で は 、 そ の ガイ ド 線 の 名 称 や 意味 を 学び まし よう 。 


っ 
て ア 


原稿 用 紙 の 「 枠 」 を 知 ろう 1| 


まず は マン ガ 用 原稿 用 
紙 の 枠 線 を 知り まし ょ う 。 こ 
れ ら は 、 基 本 的 に は 印刷 の 
位置 合わ せ や 製本 を する 
際 の 目安 と し て 使わ れる 線 
に な り ま す 。 その た め 、 描く 
側 は この 線 を 意識 し て キャ 
ラク ター や セリ フ を 配置 す 
る 必要 が あり ます 。 


「 内 枠 」「 内 線 ]」 と も 呼ば れ て いま す 。 と の 線 より 内 側 
に ある 絵 は 、 栽 ち 切れ て し まう こと は な く な り ま す 。 


仕上 が り 枠 


基本 的 に は 製本 時 に は とこ の 枠 ま で 表示 され ます 。 た 
だ 、 裁 断 の 際 に は ブレ が ある の で 、 あ くま で も 目安 で す 。 


製本 の 際 は ミリ 単位 で ズレ が 発生 し て し まう た め 、 
予備 範囲 と し て 定め られ て いる 枠 で す 。 


© 断裁 する と き の 目 安 と し て 使わ れ ます 。 意 図 し な い 


仕上 が り を 防ぐ た め に も 、 こ こ を 塗り つぶ し て し ま 


う の は 避け て 下さ い 。 


COLUMN 製本 時 の 注意 点 


本 は 裁断 機 を 用 いて 作ら れる た め 、 ど うし 
て も ミリ 単位 で ズレ が 出 ます 。 意 図 し な い 
隙間 が で き て し まう の を 防ぐ た め 、 コ マー 
杯 に 表示 し た い 絵 は 裁 ち 切り 幅 まで 描い 
て お きま し ょ う 。 た だ し 、 ペ ー ジ を 閉じ る 部 
分 は 仕上 が り 枠 ギ リ ギリ まで 描い し まう と 、 
読み づら く な る 場合 が ある の で 注意 し ま 
| し ょ う 。 
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= = 


CLIP STUDIO PAINT EX で ネー ム を 作っ て みよ う 


今回 は ネー ム か ら CLIP STUDIO 


PAINT EX を 使用 し ます 。 用 紙 設 定 
は 公式 サイ ト 推 奨 の 右 図 の よう な 形 
で す 。 まず 、 用 紙 設 定 は 「 フ ァイル 」 一 
「 新 規 ] と 選ん だ あと 、W を 「 コ ミッ ク ] 
に し 、@ を 「A4 判 モノ クロ (600dpi)」 
に し ます 。 


きま 2fk299 Nm 月 


し ょ う 。 そ し て 、 開 始 ペー ジ と 閉じ る 位置 を 指定 すれ ば 完了 で す 。 で 指定 する 「 緩 じ 」 と 
「 開 始 ペ ー ジ 」 に つい て 、 マ ン ガ は 基本 的 に 右 線 じ で 左 ベ ペー ジ 始 まり に な り ます 。 


Meouumn 


同人 誌 用 の 設定 を し て みよ う 
| Es aar io ーー * me 


最初 の 設定 を 行う 際 、 の の 欄 を 「 同 人 誌 入 
稿 」 に する こと で 同人 誌 用 の 用 紙 設定 も で 
きま す 。 表 紙 の 構成 や 印刷 所 の 設定 ノン ブ 
ル ( ペ ー ジ 番号 ) が 入る 位置 の 設定 を する の 
が 「 コ ミッ ク 」 の 設定 と の 違い で す 。 


EE = 
smc 


PET で 1 


設定 を し た あと で も ペー ジ の 追加 や 
削除 、 見 開き バージ へ の 変更 は 可能 で 
す 。「 ペ ー ジ 管理 ]」 メ ニュ ー を 開い た あ 
と 、 追 加 し た い 場 合 は を 、 削 除 し た い 
場合 は @ を 、 見 開き に し た い 場 合 は ⑯ 


0| を クリ ッ ク し まし ょ う 。 
@ 
@ 
LES に 
3 フラ EX-2 上 WCL て 村 を し ます 。 ビエ * コ 
EFD 
0】 
mo 
WY ascent 
見 開き ペー ジ に 変 
更 し た 場合 、「 取 り 
消し 」 で は 単 ペ ー 
ジ へ 戻す こと は で 
きま せん 。 単 ペー 
ジ に 戻し た いと 
き は 「 ベ ペー ジ を 単 
ペー ジ に する 」 を 
= ーー 選び まし よう 。 


Lesson 


05 


ネー ム 時 の ペン と 
レイ ヤー を 設定 し よう 


実際 に ネー ム を 切っ て いく 前 に ベン と レイ ヤー に つい て 学ん で お きま し ょ う 。 


と こと で ベン と レイ ヤー を 勉強 し て お く と 、 後 々 の 作業 に 役に立つ の で 、 
ネー ム を 描き た い 気持 ち を 抑え て 学び まし よう 。 


っ 
て ア 


ペン を 設定 し よう 1| 


自分 の 好み に あっ ロン イラ で ーー 7 期 設定 で は 描画 色 は 
た ペン 先 は イラ スト 作 。 6 a 古 - || 時 に な っ て いま す . が 、 
業 を 促進 し ます 。 ま ず は ーー の の 
「 鉛 筆 ] の アイ コン を 3 1) ーー 本間 カラ ー パ レッ ト よ りほ 
クリ ッ ク し 、 サブ ツー ル 2 ーー 私 の 場合 、「 濃 い 鉛 筆 の y か の 色 に 変更 で きま す 。 
か ら 使 用 する ペン 先 を = サイ ズ は 描写 箇所 に よ ーー 
y | = り 30~80 の 間 、 硬 さ ーー 
a が A ーー は 「100」 に し て いま す 。 
ペン 先 の サイ ズ や 硬 | 
さ 、 手 ブレ の 補整 な ど 
も 調整 で きま す 。 で < 
レイ ヤー を 設定 し よう タ | 
後々 作品 が 完成 し た と き 、 い ちい ち 下 用 ミー マー ーー 
書き を 消し た り レ イヤ ー を 非 表 示 に する て に も じ や | mwu-g R 
ww の 。 ト 


の は と て も 面倒 で す 。 そこで 、「 下 書き レ 
イヤ ー] に 設定 する と 、 レイ ヤー を 表示 し 
て いて も 選択 や 塗り つぶ し の 際 の 照会 
先 か ら 除 外さ れ ま す 。 また 、 印刷 や 書き 


東レ イヤ ー フ ダー(O) 
Lr- taMO) 
Dr-ERT) 


rr-0 の 
WS 


し ば ヤ ー 表 (の 
出し の 際 に も 対象 か ら 外す こと が で きる ヤー 
の で 、 下 書き を 消す 手間 を 省け る の で す 。 eo. 
ヤー 遵 則 ビク セル を 0y(A) 
マ レイ ヤー 表示 (V) 
この 作業 は や ら な く て も 問 「 レ イヤ ー」 バ レッ ト 内 の レ car ヤー 名 (N) 
題 な い の で す が 、 や っ て お く イヤ ー 名 を ダブ ルク リッ ク mvr-teeo 
と 後々 便利 で す 。 する と 名 前 が 変更 で きま す 。 ae 


今回 は 「 ネ ー ム 」 と し まし た 。 
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“corumn 萬 
表現 色 を 知 ろう 


13 ペー ジ で は モノ クロ で 用 紙 設 叶 | レイヤー プロパ ティ 


ヤー 検索 | 
定 を し まし た が 、 実は 「 レ イヤ ー プ 効果 
ロバ パティ] を 使え ば あと か ら で も 設 e⑧ 療 還 > 
定 の 変更 が で きま す 。 この 機能 を 表現 色 ーー 
利用 すれ ば 、 カラ ー で 描い た 原 策 14 攻 区 順 sll 用 画 | 


の 5 
NN を モノ クロ 化す る こと も 可能 で す 。 画 ー- | 
6 全 グレー 
= 
- 画 | 単純 に 「 モ ノ ク ロ 」 に し 
i Ll | FT 


] た 場合 、 こ の よう に な り 
解像度 を 変え よう 


開 ます 。「 色 の 聞 値 」 を 変え 
二 果 
[ 
DP 
[RE SR fp-① RG 


る こと と で モノ クロ の 境 
界 値 を 調整 可能 で す 。 


PA 


ox 
er | CE i 
| We( フ LE ュ -UCO ま ず 


= ロ g2o < 
ol 


Ee a 


「 ト ー ン 」 に する こと で 、 
より 精 級 な モノ クロ の 
表現 を する こと が で き 

| ます 。 


| PP 


CE IE 

CTE 
男色 を 用 。 < 
円 | 前 


名 を | ライ ン の 幅 や フチ ドリ 
の 検出 方 向 な ど を 細か 
く 調 整 する こと も 可能 
で す 。 


キャ 由枝 所 R 


ョ レー 


基本 的 に カラ ー 原 稿 は 300 ~ 350dpi で 描き 
ます 。 こ れ も 後 か ら 「 編 集 」] 一 「 解 像 度 の 変更 ] で 
変更 で きま す 。 
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ネー ム を 作ろ う 


それ で は 実際 に ネー ム を 作っ て いき まし ょ う 。 
プロ ッ ト を 元 に コマ を 配置 し 、 コ マ ご と に 
構図 、 セ リフ 、 キ ャ ラ の 配置 を 大 ま か に 決め て いき ます 。 


ネー ム の コツ 


Lesson 


O6 


今回 は 超 短 編 と いう こと も あり 、 分 か りや す 
い 展 開 と オチ に し て み ま し た 。 また 、 ラブ コメ 作 
品 な の で 、 女の子 の 魅力 は 最大 限 に 見 せ て い 
きま し ょ う 。 セリ フ は 全体 的 に 簡潔 で 分 か りや す 
くす る と 良い で し ょ う 。 


主役 の 関係 を 説明 


具体 的 に は 1 コマ 目 か ら ド ドン と 
立ち 絵 を ま 入れ て 「 つ か み 」 を 入れ ま 
す 。 最 初 に 「 お 兄ちゃん 」 と 言わ せ 
る と と で キャ ラク ター ふた り の 関 
係 性 を 説明 し まし ょ う 。 


「 が か え 」「 し て 」「 よ ぉ ぉ 」 と セリ フ を 
分 割 し て テン ボ を アッ プ 


視点 は 縦横 無尽 に 


動き 回 ろう 


ヒロ イン が 物 を 投げ 
る コマ は 裁 ち 切り 枠 
以上 に 描い た 横長 の 
コマ で スピ ー ド 感 を 
アッ プ さ せま し た 。 


今回 は 使用 し て いま せん が 、 
「 セ リフ 多め 」 や 「 淡 々 と し 
た 構図 ] も マン ガ の 手法 の 
ひと つ で す 。 こ こ ぞ と いう 
と き に 使う と 効果 的 で す よ 。 
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フキ ダシ を 作ろ う 


CLIP STUDIO PAINT EX で 
は 、 手 書き で も 、 ツ ー ル を 用 いて も フ 
キダ シ を 描く こと が で きま す 。 手書き 
は 手書き で メリ ッ ト が あり ます が 、 ここ 
で は クリ ッ プ スタ ジオ の 機能 を 使っ 
て フキ ダシ を 描い て み ま し ょ う 。 


[mw ツー ルプ ロバ ティ ( 頂 円 フキ | 


線 党 り | 還 | 回 ・ 
線 の 色男 
00 色 較 『] > 

追加 方 法 選択 中 の レイ マミ 


を こ 
用 ち 
キ て 
是 レ 作 ク 
に イ だ り 
統 な ラッ 
感 キ ブ 
が な る える 
出 う る 
ま て ": 
境 。 9 
た 
ぬ 


⑩ 最 初 に カラ ー バ レッ ト の 黒色 を 選 
択 し し メイ ンカ ラー を 黒 に し ます 。 
@ ツ ー ル パレット か ら テ キス ト を 選び 

ます 。 


| ⑥ 椿 円 フキ ダシ を 選択 し ます 。 


ブラ シ を 調整 し ます 。 

人 ⑬ 細 い 線 で フキ ダシ を 描く た め 、 今 回 
は アン チエ イリ アス は な し に し て あ 
り ま す 。 


フキ タン を 人 大 する 院宣 (ます 。 


Cn rT 
還 oe [ 画 "、 画 < 
属 』 anoe | 画 テ 


計 :am 法 選択 や の レイ Y- に 館 加 < 
Ey Ot 
1 FEREDOFFAHES 


(Da 
dst8 で 生ずる か 中 を 0 っ な し て 入 
計る か 選択 し ます 。 


と 叶 さこ 


の に なべ) 
過 湊 計 若 異 Oc 届 る 削 届 S 問 
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eopag ee* 点線 
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ブラ シ 形 状 は 豊富 に あり ます 。 こ れ ら は フ 
キダ シ の 作成 以外 に も 、「 図 形 ] か ら 直 線 を 
描く と き に も 使用 で きま す 。 
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フキ ダシ を 作ろ う その ② 


前 ペー ジ で は フキ ダシ を 作る 下 準備 を 行い 
まし た 。 今回 は いよ いよ フキ ダシ を 入れ て いき 
ます 。 まず 、 キャ ン パ ス 上 で マウ スカ ー ソ ル を 
の よう に ドラ ッ グ する と 、 フキ ダシ の 椅 円 形 
が 描か れ ま す 。 また 、 すでに 描画 し た フキ ダシ 
に 重ね る よう に フキ ダシ を 描く と 、 の よう に 自 
動 的 に 線 を 繋げ て くれ ます 。 最後 に フキ ダシ に 
し っ ぽ を 付け て み ま し ょ う 。 「 ツ ー ル パレ ッ ト 」 か ら 
「 テ キス ト 」 一 「 フ キダ シ し っ ぽ 」 を 選び ます 。 
その 後 、 フ キダ シ の 内 側 か ら 外側 ヘ へ ドラ ッ グ す 
る と し っ ぽ を つけ る こと が で きま す 。 


自動 的 に フキ ダシ レイ ヤー 
作成 され ます 。 


モノ ロー グ な ど に よく 使わ れる 四角 
形 の フキ ダシ は 「 ツ ー ル プロ バテ ィ 」 
内 の 「 図 形 ] か ら 四 角 を 選ぶ こと で 描 
画 で きま す 。 


フキ ダシ と 同様 、 し つ 
ぼ ぽ も 「 オ ブ ジ ェクト 」 
で 個別 に 大 き さ や 角 
度 の 調整 が 可能 で す 。 


作成 し た フキ ダシ は [「 操 作 」「 オ ブ ジ ェ ク 
ト 」 で キャ ン バ ス 上 の フキ ダシ を 選択 し 、⑥ 
の よう に 大 き さ を 変更 し た り 、 移 動 させ る こ 
と も 可能 で す 。 


重ね た フキ ダシ も 「 オ ブ ジ ェクト ]」 
で 後 か ら 切り 離す こと が で きま す 。 
不要 な フキ ダシ は 選択 され て いる 
状態 で 【5asxj キ ー を 押し て 消し て 
し まい まし ょ う 。 


@ の ゴミ 箱 の アイ コ 
ン を クリ ッ ク し て も 
削除 で きま す 。 
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第 
1 


最後 に セリ フ を 入力 し まし ょ う 。 
ツー ル パ レ ッ ト か ら 「 テ キス ト ] 一 
「 テ キス ト 」 を 選択 し ツー ルプ ロ 
パテ ィ か ら フ ォ ン ト の サイ ズ や 横 書 
き ・ 縦 書き を 指定 し ます 。 あま り フ 
キダ シギ リ ギ リ に な ら な いよ う 、 調 
整 すれ ば 作業 完了 で す 。 


ント ぇ 


、 間 N 吾 1 
DE Se 
] [ 


(180 7 180) 


フォ ント 一 覧 に は 、 自 分 の パソ 
コン に イン スト ー ル され て いる 
フォ ント が すべ て 表示 され ます 。 


© 


入力 し た テキ スト は 「 オ ブ 
ジェ クト 」 ツー ル で 大 き さ や 
位置 の 変更 が で きま す 。 


キャ ン バ パス 上 の フキ ダシ の 
中 を クリ ッ ク し 、 カ ー ソ ル を 
表示 させ て セリ フ を 入力 し 
ます 。 そ の 後 、 テ キス ト エリ ア 
外 を クリ ッ ク し て 入力 内 容 
を 確定 させ まし ょ よう 。 


© 


ルビ を 振る に は 「 テ キス ト 」 
ツー ル で 、 ル ビ を 振り た い 箇 
所 を 選択 し 「 サ ブツ ー ル 詳細 
パレ ッ ト 」ー「 ル ビ 」 で 入れ た 
い ル ビ を 入力 し ます 。 


Lesson 


い ア / 


下 描 き を し よう 


ネー ム が 定まっ て 話 の 流れ が 確定 し た ら 、 次 は 下 描き を し まし よう 。 
こと で は 次 の ペン 入れ に 向け 、 細 か い パ ラン ス を 取る 方 法 や 、 
実際 に 絵 が 収まる コマ の 描き 方 を ご 紹介 し ます 。 


下 描き を し よう 


下 描き に 入る 前 に 、 ま ず は レイ ヤー の 設定 を し て お き Co 二 
まし ょ う 。 「 新 規 ラ スタ ー レ イヤ ー] を 作成 し 、 表現 色 を | 。  *@ 門 島 :| < i 
グレ ー に し ます 。 レ イヤ ー を P14 の 「 ネ ー ム ] 同様 「 レ イ | 5 < 生 ロ < EET 
ヤー メニ ュー」 か ら 「 レ イヤ ー 設 定 」>「 下 書き レイ ヤー」 lee ニニ ゴト ーー 
に し 、 レイ ヤー 名 自体 も 「 下 書き ] に 変更 し まし た 。 こ の 5 me 図 思 "や 
レイ ヤー に 「 え ん ぴ つ 」 と 「 消 し ゴム 」 ツー ル を 用 いて Pi ml 旧 較 ! 


下書き を し て いき まし ょ う 。 Fe" 


閣 に 

表現 色 や ベン の 種類 は 、 自 分 が 使い や | |。 間 P14 で 触れ た 内 容 に な り ま す が 、「 下 書き レ 
すい も の を 選ん で OK で す ! イヤ ー」 に 設定 する と 、 選 択 や 塗り つぶ し の 
際 に 照会 先 か ら 除 外さ れる の で 、 ひ と 通り 


| 描き 終わ っ た の ち 、 下 描き を 消す 手間 を 省 
ま __IMBE ら = を ロロ =@| く こ と が で きま す 。 


セリ フ を 傾け て みよ う 


テキ スト レイ ヤー は 「 ラ ス 生き 
タラ イズ 」 する こと で 描画 絵 = =ia 3 
同様 、 自由 に 加工 を 加え る こ 2: 間 計 寺 | 
と が 可能 に な り ま す 。 こ こ で は |* 

「 よ ぉ ぉ ぉ ぉ ] の セリ フ を ラス |・ 回 上 昌 
タラ イズ し 、「 選 択 範囲 ] で 囲 ・ [1 計 " ! 
ん で 傾け て み ま し た 。 た だ し 、 ・[ 修 
ラス タラ イズ し た テキ スト は テキ 

スト レイ ヤー か ら 独 立 し た 「 ラ ス 

ター レイ ヤー」 と な り ま す の で 、 Sa に デー 

4 常に 大 雑 把 に 説明 する ROE 

セリ フ の 編集 時 に は 注意 し て く ニー タ を イラ スト 化 | mem 


よ 
お 

お 
お 
お 
お 
お 
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Ter ィ r-cmeew) re 


だ さい 。 する こと で す 。 Rt ’ 
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a 


第 細か い パ ラン ス を 整え よう 
章 
ひと と お り 下 書き と セリ フ を 入れ I 
る 作業 が 終わ っ た ら 、 イ ラス ト の バラ 
ンス を と っ て いき まし ょ う 。 「 ナ ビ ゲ ー も 
ター」 パレ ッ ト 内 の 「 左 右 反転 ] ボタ SG ある 分 + 
ン を 押し て 、 現在 の キャ ン パ ス を そ |" a の に ga 
の まま 左右 反転 きせ 、 微 調整 を 行っ |* フ 記紀 NN 
て いき まし ょ う 。 回 一 見 パラ ンス が 取れ て 
ーー いる よう に 見 えて も 、 左 
「 ネ ー ム レイ ヤー」 の 透明 度 を 下げ る と 表示 が 次 右 を 反転 させ た りす る 
く な り ま す の で 、 描 きやすい レベ ル ま で 表示 を 薄 と 思わ ぬ 歪 み が あ る 場 
くし て か ら 細 か い パ ラン ス を 整え まし ょ よう 。 合 が あり ます 。 
プロ CE 
* ー な お 、「 投 げ な わ 」 ツ ー ル な ど で 範 
マ 囲 指定 を し て 、 パ ー ツ の 大 き さ や 
で 位置 を 細か く 調 整 で きま す 。 
投げ な わ で 形 を 変更 し た い 部 NTW ヤ 7 
分 を 囲っ て 範囲 指定 を し 、 図 形 mi M 
を 変更 し た あと は 「 ツ ー ル プロ |] 1 
パテ ィ 」 の 「 現 在 の 変形 を 確定 ] a 
ボタ ン を 押す と と で 変更 を 確 a 
定 で きま す 。 【 ol 


コマ を 作ろ う その ① 


下 描き が 描き 終わ っ た ら 、 次 は それ が 収まる 【 1) @② ーー 一 
コマ を 作り まし ょ う 。 今回 は 最終 的 な レイ ヤー ーー sena A TE Me 
数 が 少な く な り レ イヤ 一 管理 が 簡単 に な る [コー 中 較 に ーー PC 


が 01 


マ 枠 フォ ル ダ ー」 に 収め る 方 法 で コマ を 作っ て | 語 uy” = 線 の 大 さ を 指定 し て 、 名 前 に 
いき ます 。 レイ ヤー パレ ッ ト に 「 枠 線 ] レ イヤ ー が | 生計 es A 
作成 され た あと は 、 フキ ダシ の レイ ヤー の 下 へ od し で 設定 し て あり ます が 、 原 稿 の 
移動 させ まし ょ う 。 する と 、 の よう に キャ ン パ ス nooo 大 き さ や 好み に 応じ て 線 の 太 
の 周囲 が 青く な り ます 。 こ れ で 下 準備 は 整い ま 人 さ は 変え て くだ さい 。 

し た の で 、 次 は コマ 枠 を 分 割 し て いき まし ょ う 。 = に | 


「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー か ら > 
[新規 レイ ヤー」ー「 コ マ 要 


MAR 


フォ ルター」 を 選択 し ます 。 oohtearaS 


と の 青い 部 分 は マス ク さ れ た 状態 で す 。 マ スク と 
は 「 指 定 の 範囲 を 見 えな くす る 」 機 能 の こと で す 。 
今回 の 場合 、 枠 線 の 外側 に は み 出 る よう に 描い て 
も 、 は み 出 し た 部 分 は 表示 され な く な り ま す 。 


021 ーーーー 


コマ を 作ろ う その ② 


「 図 形 ] ツール ー@ 「 コ マ 枠 ] 一 @「 枠 線 分 割 」 と 選択 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ ] で 
枠 線 を 分 割 する 間隔 を 設定 し ます 。 その 後 、 ネ ー ム で 描い た 枠 線 に 沿っ て ドラ ッ グ す 
る と 、 コ マ 枠 が 分 割 さ れ ま す 。 


水平 や 垂直 、45 度 間 
隔 で 分 割 す る に は ( 避 
キー を 押し な が ら ド 


ma 


三角 の ハン ドル を クリ ッ ク す る と 、 枠 線 が 広がり 裁 ち 切り の コマ に で きま す 。 


[CE バー>WE(P) レイ ヤー(L) 途 択 
取り 消し (U) Ctr+Z 
や のり 直 し (R) Ctri+Y 
切り 取り (T) Ctr+X 
ゴー-(C) Ctr+ て 
忠 り 付け (P) Ctrl+V 
選 清 去 (! Shift+Del 
Alt+Del 
高度 な 塗り つぶ し (1)-. 
不要 な コマ 枠 を 消す に は 、「 オ ブ ジ ェクト 」 ツ ー ル で 
不要 な コマ の 枠 線 を クリ ッ ク し て 選択 し 、「 編 集 」 メ 


実際 に コマ を 分 割 し た 状態 が @、 マ スク を 非 表 示 に する と の よう な 状態 に ニュ ーー「 消 去 」 か 選択 後に [Ease) キ ー を 押す と 消去 


な り ま す 。 で きま す 。 


ーー 


マン ガ の 描き 方 [基本 ] 編 


coLumn 呑 
アナ ログ の 線画 を スキ ャ ン し よう 


⑥ スキ ャ ン を し よう 


本 で ] a 0 | 
線画 まで は アナ ログ で 描き た 間 e a eNO I RR 
い ! と いう 場合 、「 フ ァイル 」 っ ドラ ァ ィ の + WMELAT 0) > 
メニ ューー [読み 込み |ー「 ス | | 2 5 2 
キャ ン 」 を 選択 する と スキ ャ me aren 
ナー を 用 いて 線画 を 読み 込 es > Pf te > 
むこ と が で きま す 。 そ の 際 、「 モ eo 2 ; 
ノ ク ロ 設定 ] で 線画 を 読み 込 に - 
むように し まし ょ う 。 eg it EEE 

ame ex 

ショ ー ト カッ ト 投 (40 Cie SnoARer し y es es 
Warm. mr | rrzemommo 読み 込ん だ 線画 は 「 画 像 レイ 
orr | ヤー」 と し て 扱わ れ 、 そ の まま で 
eC | は 描画 や 修正 が で きま せん 。 線 画 
eeeow の 画像 レイ ヤー」 を 選択 し [レイ 
mets ヤー」ー「 ラ スタ ライ ズ 」 と する とこ 

en a 


と で 編集 が 可能 に な り ま す 。 


@ ゴ ミ 取 り を し よう 


アナ ログ と デジ タル 、 そ れ ぞ れ 


アナ ログ で 読み 込ん だ 線画 は 、 ホ コリ や 消し 忘れ な ど 


= の 細か い ゴ ミ が 一 緒 に 読み 込ま れ て し まっ て いま す 。 
シャ ー プ ⑮) !| そん な 時 は 線画 レイ ヤー を 選択 後 「 フ ィ ル ター」ー「 線 
Ne | 画 修正 」ー「 ご み 取 り 」 で 簡単 に 細か い ゴミ を 一 提 す る 
aso) ぃ | こと が で きま す 。 
杜 本 EE し ) 70 

衝 震 は 正 (W) | 


⑥ モノ クロ の 部 分 を 抽出 し よう 


に 線画 の 持ち 味 が 違い ます 。 
自分 の 作風 に 合う も の や 、 作 


中 | 4 グ レイ ヤー フ ロバ ティ | 証 


[EEN ペー ジ Wi(e) レイ ヤー(U) mCS)| 


業 が スム ー ズ に 進む も の を 選 FPPYO) Gez 
びましょう 。 切り 取り (T) に 
コビー() Cec | 
ee aa 前 | 
表現 色 の [表現 色 の 変更 」 か ら 白 の | go っ zum i 
アイ コン を オフ に する か 、「 編 集 」 | =msss っ ru 
ー「 彩 度 を 透明 度 に 変換 ] を 選ぶ こ EE | 
で ラ スタ ライ ズレ た 生還 のり | 
部 分 の み を 抽出 で きま す 。 し ace 


ーー 


ベン 入れ を し よう 


性 が 異な っ て きま す の で 、 注 意 し つつ 描写 を 進め て いき まし よう 。 


今回 は 「 コ マ を また ぐ キ ャ ラク ター」 「 コ マ に 収まる キャ ラク ター」 「 背 景 」「 効 果 線 」 
の 4 ステ ッ プ に 分 け て ペン 入れ を し て いき まし ょ う 。 そ れ ぞ れ の ステ ッ プ ご と に 特 


Lesson 


OS 


きつ 


© 
METIEPZZSYG21 
る 
最初 に 「 コ マ を また ぐ キ ャ ラク ター」 か ら ペ ン 入 れ を し て いき 4 
まし ょ う 。 まず は 「 新 規 ラス ター レイ ヤー] を 作成 し 、 レ イヤ ー 名 を | 
「 人 物 1] と し た あと 、 「 枠 線 ] レイ ヤー の 上 に 置き 、 描画 し て い 回 
きま す 。 な お 、 ペ ン 入 れ 時 に 違う 色 で 描い て し まわ な いよ う 、 メ を | 
イン カラ ー が 黒 に な っ て いる こと を 確認 し まし ょ う 。 IN EE [を 1] 
本 t 。 
= [NT 7s 
me we 
nse.- 
| め | 和 お ua 
描画 時 に 邪魔 な レイ ヤー | 上 - 
は 、 還 を クリ ッ ク し て 非 表 | | 語 | a 
示 に し て し まい まし ょ う 。 | | | 
日 に 
A 
q 赤 


に 


| 四 | ロナ ゼタ ー タ ー 


Et 


描き に くい と ころ は キャ ン バ ス を 傾け な が 
ら 描き まし よう 。 


1 コマ 目 の キ ャ ラク ター や フキ ダシ な ど 、 赤 く な っ て い 
る 部 分 が 今回 ベン 入れ を する 部 分 で す 。 


ーー 


マン ガ の 描き 方 [基本 
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コマ に 収まる 描画 用 レイ ヤー を 作ろ う 


続い て 「 コ マ の 中 に 収まる キャ ラク ター」 Ea 1 本 ミヤ -e 記 
i si に: | し 3 <] | 100 < 


に ペン 入れ を し ます 。 新規 ラ スタ ー レ イ 遂 。 < 

ャ ー」 を 作成 し [人 物 2| と 名 付け まれ: こ | コ < ei CT 
の レイ ヤー を 枠 線 レイ ヤー の 下 に 赤い 線 が | ぁ A - 属 1 
短く < 表示 され る 部 分 に ドロ ッ プ し 、「 柏 線 レ ーー 人 

イヤ ー の 下 | に 移動 し ます 。 こ れ で [人 物 2| |"| 中 回 間 脱 WW 

レイ ヤー は 「 枠 線 フ ォ ル ダー] 内 に 入り まし 100% 通 
た 。 こ れ に より 、 人 物 2] レイ ヤー に 描い た | ぽ うさ | - 純 回 " 


描写 は 枠 線 の 外 に は み 出 さ な く な り ま す 。 に 2 


ルイ ヤー1 
国見 通 a CE) 
ネー ム に ご 1 ネム H 
0 meS き DUB と る 加 人 
人 物 の ペン 入れ を し よう 
「 人 物 2] レイ ヤー を 設定 し た ら 、 ペ ン 入 れ を し ま 人 物 の ベン 入れ 後 


し ょ う 。 今回 は 2 コマ 目 一 4 コマ 目 ま で を この 方 法 
で ペン 入れ を し て いま す 。 青く マス ク さ れ て いる 部 
分 を 確認 する と 、 は み 出し の 線 が 一 切な いこ と が 
確認 で きま す 。 


3 コ で 目 を 拡大 する と 、 枠 線 か ら は み 出 て いる 髪の毛 に は 
ペン が 入っ て いな い の が わか り ま す 。 


ーー 


パー ス 定 規 を 使っ て 背景 を 描こ う その 


ここ で は 「 パ ー ス 定規 ] 機能 
を 使っ て 背景 を 描い て いき ます 。 
「 レ イヤ ー」 メニ ュー か ら 「 定 規 ・ 
コマ 枠 」 一 「 パ ー ス 定規 の 作 
成 ] を 選択 し ます 。 する と キャ ン 
パス に パー フス 定規 が 作成 され 、 
自動 的 に 「 パ ー ス 定規 ] レ イヤ ー 
が 作成 され まし た 。 これ を 「 操 
作 ] ツ ー ル ー「 オ ブ ジ ェクト 」 ツー 
ル と 選択 し 、 下書き を 元 に パー 
ス 定 規 の 消失 点 と ガイ ド 線 を 
調節 し て いき まし ょ う 。 


今回 の 描画 コマ も 枠 線 内 に 収 
まる も の で す の で 、「 バ パー ス 定 
規 ] レ イヤ ー は 「 枠 線 フ ォ ル ダ 」 
の 中 に 入れ て お きま し た 。 


作成 され た ば か り の 「 バ パー スズ 定規 」 レ イヤ ー が 上 
図 で す 。「 操 作 」 ツ ー ル を 用 いて 、 画 面 中 央 の 消失 


レイ ヤー と 8(W) 
RE DAY- tiEC) 
表示 レイ ヤー も 引き (の 
表示 レイ ヤー の ピー を 絡 (X) 


ラメ ジー レイ ヤー(N) 【 1 】 
新規 レイ ヤー(5) い 


Et ssa RRS) 
ERRCE) 


今回 の 描画 コマ も 株 線 内 に 収まる 
も の で す の で 、「 バ ー ス 定規 」 レ イ 
ヤー は 「 枠 線 フ ォ ル ダ 」 の 中 に 入れ 
て お きま し た 。 


点 と ガイ ド 線 を 移動 し ます 。 


と の ダイ アロ グ で 透視 図法 を 設定 
し ます 。 今 回 は 「1 点 透視 」 に し まし 
た 。 一 口 に 説明 する と 、1 点 透視 と 
は ある 一 点 へ 向け て 奥行 き が 出る 
よう に 描く 技法 で す 。 


実際 に 消失 点 と ガイ ド 線 を ドラ ッ グ し まし た 。 下 
描き を 元 に ガイ ド 線 を 合わ せる よう に する と 消 
失点 を 定め や すく な り ま す 。 


ーー 


マン カ の 描き 方 [基本 ] 編 


パー スプ 定規 を 使っ て 背景 を 描こ と う その ② 


パー フス 定規 の アイ レベ ル (水平 
方 向 ) の 角度 も 「 オ ブ ジ ェクト ] ツー 
ル を 選択 し 、 ハ ンド ル 国 を ドラ ッ グ 
すれ ば 調整 で きま す 。 ま た 、 実 際 に 
線 を 描く 前 に 「 特 殊 定規 に スナ ッ 
プ 」 アイ コン が オン に な っ て いる か 
を 確認 し まし ょ う 。 これ が オン に な っ 
て いな いと 定規 に 沿っ た 線 を 描く 
こと が で きま せん 。 


アイ レベ ル の 角度 を 調整 し まし た 。P26 の 図 と 比較 する と 、 ア イレ ベル が 右上 が り に な っ 
た こと で 、 消 失点 の 位置 が 右上 に 移動 し た こと が わか り ます 。 


「 特 殊 定規 スナ ッ プ 」 ア イコ ン が 


と ちら 。 上 部 コマ ンド バー に あり 
ます 。 


伝 レイ ヤー 
半 科 て ーーー | ペン 入れ を し まし た 。 木 の 描写 や 細部 の 調整 な ど を する 際 は 、 定 規 に 線 が 
= ご 』 仙人 。-| 区 <| 引っ 湖 ら れ な いよ う 、「 特 珠 赴 規 に スナ ッ プ 」 ア イコ ン を オフ に し まし ょ う 。 


ロ 阿 同 - カル ダー 内 で 表示 
| | 中 誠人 対象 0E き のみ 表示 


ss 
に 2 
バース 定規 は 「 レ イヤ ー」 パ レッ トー「 定 規 の 表示 
範囲 を 設定 」 を 選択 し 、 チ ェ ッ クボ ックス を 「 オ フ 」 
侍 に する と 非 表示 に で きま す 。 


集中 線 を 入れ よう その ① | 


CLIP STUDIO PAINT EX の 機能 


を 使え ば 、 い ちい ち ペ ン ツ ー ル を 使わ な 

く て も 簡単 に 効果 線 が 描け ます 。 描い 

た 集中 線 は ⑲ の よう に 「 オ ブ ジェ クト ] 

ツー ル を 使う こと で 、 あと か ら 調 整 が で 

きま す 。 その ほか の 集中 線 は 4 の よう に 

円 形 の 指定 範囲 ドラッグ する こと で 、 | 半 

描画 で きま す 。 が 
へ 
S ぐ 
¢ 
= 曲線 化 hb イ / 7 ] 
| フジ 9 人 ズ amm<al 図形 ] ツ ー ル ー「 集 中 線 」 一 「 濃 い 集中 線 (曲線 指 
時 = 本 の の 
gp 00$ いき 、 曲 線 の 指定 範囲 を 作成 し ます 。 
の 演 


「 集 中 線 」 ツ ー ル で 作成 し た 集 
中 線 は 「 オ ブ ジ ェクト 」 ツ ー ル の 
「 ツ ー ル プロ バテ ィ 」 か ら 線 の 間 
隔 や 太 さ の 変更 が で きま す の で 、 
狙い 通り の 線 に な る よう 微 調 整 
を し て いき まし ょ う 。 ま た 、「 ツ ー 
ルプ ロバ パテ ィ 」 バ レッ ト や 「 レ イ 
ヤー プロ バ パティ 」 バ レット の 「+」 
マー ク を クリ ッ ク す る と 、 さ ら に 
細か い 調整 が 可能 に な り ま す 。 


ーー ーー マン ガ の 描き 方 [基本 ] 編 | 028 


= 


集中 線 を 入れ よう その ② 


「 集 中 線 」 で 作成 し た レイ ヤー は 「 ペ ン ] や 陸生 


「 消 し ゴム ] ツー ル で は 描画 で き な い た め 、 = = 5 
[レイ ヤー マス ク ] の 機能 を 使っ て 修正 する |。 ] 司 旧 
必要 が あり ます 。 マス ク と は 、 描画 を 一 部 非 に mx ine | 
表示 に する こと で す 。 不要 な 集中 線 に マス | ーーー 
ク を か け て いき ます 。 EE 
トロ 回 店 
” 関す | 
100% 寺 党 


「 集 中 線 ] レ イヤ ー を 選択 し た 状態 で 「 レ イヤ ー」 の 
バ パレット 下 の 「 レ イヤ ー マ ス ク を 作成 」 を クリ ッ ク し 、 
消し ゴム な どの ツー ル を 使っ て 消し て いき まし ょ う 。 


流 線 を 描こ とう 


横長 の コマ に 特殊 定規 を 用 いて 、 流 線 (スピ ー ド 線 ) を 書い て いき ます 。「 レ イヤ ー] 
パレ ッ ト で 「 コ マ 枠 フォ ル ダ 」 を 選択 し 、「 流 線 」 と 名 付け た ラス ター レイ ヤー を 作り ます 。 
その 後 、⑲ の よう に 「 図 形 ] ツー ルー 「 定 規 作成 ] 一 「 特 殊 定規 ] を 選択 し 、「 ツ ー ル 
プロ パテ ィ 」 パレ ッ ト の 「 特 殊 定規 ] から 「 平 行 線 ] を 選び まし ょ う 。 その 後 、 キ ャ ン パ ス 
上 を クリ ッ ク す る と 、 の よう に 「 平 行 線 定規 ] が 作成 され ます 。 定規 が 設定 され た 状 
態 で 「 ペ ン ] ツー ル を 用 いる と の よう に 自動 的 に 定規 に 沿っ た 描画 に な り ま す 。 ま 
た 、 定 規 も 「 オ ブ ジェ クト 」 ツー ル か ら 必 要 に 応じ て 角度 を 変え る こと が で きま す 。 


定規 で 描い た 描画 は 、 不 要 な 部 分 を 消 
し ゴム で 消す こと が 可能 で す 。 定 規 の 一 デ i < トン 
非 表示 は 、P27 の 「 パ ー ツ 定規 」 の 非 表 ーー アメ ーー 
示方 法 を 参考 に し て くだ さい 。 計 < 


ウニ フキ ダシ を 入れ よう | 


心情 描写 を 行う の に よく 使 |「 ツマ 
われ る 「 ウ ニ フ キ ダシ 」 を 作っ て 
み ま し ょ う 。 「 テ キス ト 」 ツー ル を 
クリ ッ ク し 、 「 サ ブツ ー ル 」 パレ ッ 
ト の 「 フ ラッ シュ 」 一 「 ウ ニ フ ラ ッ 
シュ ] を 選択 し ます 。 その 後 、 フ 
キダ シ を 入れ た い 箇 所 を ドラ ッ 
グ す る と 、 ウニ フキ ダシ が 作成 さ 
れ ま す 。 


に ST 
マメ Tewanasy 
ょ カジ 91 ズ 53 
Pr 

a MT 。。。- 


+ CE 


は | UTEESYCS2P5* #5 


LOR < 


+ DOR IE 
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こちら も ほか の フキ ダシ 同様 、「 テ キス ト 還 き ーー 
レイ ヤー」 と な り 、 消 し ゴム な ど で 修 正 を に Bp 


で きま せん の で 、 マ スク を 作成 し (P29 の == コ |/) 大 き な 範囲 に マス 


集中 線 時 を 参照 )、 不 要 な 部 分 を 非 表示 に 上 * 国語 | ) ク を か ける と き は 、 
し ます 。 に 幅 本 村 ) 選択 範囲 で 囲ん で 
消す の も 有効 で す 。 
6 
問 是 Ra 
ee 


較 隊 ox 
員 
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に im c 
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べ ベタ と ホワ イト を 入れ よう 


背景 や 髪の毛 、 ハ イラ イト な ど 、 使 い ド コロ が 多い ベタ と ホワ イト 。 
と と で は 「 選 択 範囲 ] や 領域 拡 縮 ]、 レ イヤ ー の 上 下 な ど を 活用 し な が ら 、 
塗り 残し や ハミ 出し の な い キ レイ な 描画 を する 方 法 を ご 紹介 し て いき ます 。 


了 い | 


ベタ の 設定 を し よう | 


ベタ 用 の レイ ヤー を 作り 。 ) 還 ミ ーー 
ペン ツー ル や 塗り つぶ し 通常 ご | | 


ツー ル を 使う だ け で も ペタ 画 加 Ls era} ツー ルプ ロバ ティ は 9 の よう に 設 
塗り は で きる の で す が 、 ひ 貼 半 馬 日 通常 定 し て いま す 。 特 に 「 領 域 拡 縮 」 が ボ 
と 工夫 加え て み ま し ょ う 。 | 2 イン ト で す 。 


100% 通 


まず は 「 新 規 ラ スタ ー レ イ め 
ヤー] を 作成 し 、「 ベ タ 」 と 回 4 国 旭 ラッ ーuimwam 
名 づけ ます 。[「 自 動 選 択 ]… a | 
「 他 レイ ヤー を 参照 選択 」 
を 選び 、 ツー ルプ ロ パ ティ w | く 
か ら 「 領 域 拡 縮 ] を 実行 し ロロ 
上 まし ょ う 。 こう する こと で 塗 3 
| り 残 し や 意図 し な い 隙 間 me に 
1 が で きる の を 防ぐ こと が で ® 人 92 ヽ | 
きる の で す 。 | 較 2x 9 * 
1 1S-! EA | 
1 | | 同 *@* "| | ne 
H 月 5 me | 
E-3 1 1 seupe め a 
る | 国王 和 回 <| 
し > 回 7 Mitaeotnttes | 
「 領 域 拡 縮 」 と は 、 指 定 し た pixel 分 A ment | 
だ け 塗 っ た 範囲 を 拡大 縮小 する | oss os | 
機能 で す 。 こ れ を 利用 する と 、 ほ ん A Pr 
の 少し だ け 線 画 に 食い 込ん で ベタ fs ES 2 


を 塗る こと が で きる た め 、 線 画 と 
ペタ の 間 に 隙 間 の な い キ レイ な 描 
画 が 可能 に な り ま す 。 


sy ps 左 s2 > | 


| (PFI1PA | 


下 準備 は し て ある の で 、「 自 動 選 
択 ] ツ ー ル で ベタ を 塗り た い 範 囲 を 
選択 し まし ょ う 。 その 後 、 ペ ン ツー ル 
を 使っ て ベタ を 塗っ て いき ます 。 


今回 ご 紹介 し た 方 法 は ほん の 一 例 
で す 。 ど 自身 の 作風 に 合っ た 方 法 を 
探し て みて くだ さい 。 


ベタ を 塗り た い 部 分 
を 選択 ! 


| 


or 

1 

さ う 
SN 


2 ゃ や 
Bl 
PP 
| 05 
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に EF 
\ | 


ホワ イト を 塗る 下 準備 を し よう | 


今回 は ホワ イト を 用 いて 、 キ ャ 
ラク ター と 枠 線 が 重なっ て いる 
部 分 を 修正 し て いき まし ょ う 。 
「 ホ ワイ ト 」 と 名 付け た ラス ター 
レイ ヤー を 新規 作成 し 、「 人 物 
1] レイ ヤー の 下 へ 重ね 順 を 変 
更に し ます 。 また 、 「 用 紙 ] レイ 
ヤー が 表示 され て いる と ホワ イト 
を 塗っ た 部 分 が 分 か り づ らい の 
で 、 一 旦 非 表 示 に し まし ょ う 。 


TE 


は ! 


上 時" 通常 億 
ネー ム 


男 

用 紙 
ほじ は DB を 多加 選 合 
目 の マ ー ク を クリ ッ ク す る と レイ ヤー が 非 


表示 に な り ま す 。 ま た 、 白 と グレ ー の 市 松 模 
様 は 「 透 明 」 を 意味 し て いま す 。 


オオ] ここ を 塗っ て いき ます 
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マン ガ の 描き 方 [基本 ] 編 
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= = 
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下 準備 が 終わ っ た ら 、 実際 に 
ホワ イト を 原稿 に 入れ て いき ます ・ 
「 ツ ー ル 」 パ レッ ト で 「 サ ブ カ ラ ー]」 
が 白 に な っ て いる こと を 確認 し 、 
サブ カラ ー を クリ ッ ク し て 白 で 塗れ 
る よう に し ます 。 あと は ペン ツー ル 
な ど を 使い 、 キ ャ ラク ター と 枠 線 の 
重なっ た 部 分 を 塗 つ て いき まし ょ う 。 


ホワ イト を 塗っ て いこ う | 


ET ET EE 
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っ や 
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EMSS ん 


EY 
5 
で 
# 
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[用 紙 」 レ イヤ ー の 表示 を 元 に 戻す と 、 と 
うな り ます 
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トー ン を 貼っ て いこ う 


アナ ログ で は や り 直 し が きき づら い ト ー ン 貼り も 、 
CLIP STUDIO PAINT EX を 使え ば 簡単 に 貼っ た りや り 直 し た り で きま す 。 

と こと で は トー ン を 貼る 方 法 を 3 ステ ッ プ に 分 け て 説明 し つつ 、 
他 の パリ エー ショ ン も 紹介 し て いき ます 。 


トー ン を 貼る 前 に 、 よ く 使 
う レ イヤ ー の 種類 を 学ん 
で お きま し ょ う 。 それ ぞ れ ア 
イコ ン も 変化 し ます 。 今回 
は 「 ト ー ン 」] レイ ヤー を 用 い 


ず は 「 新 規 レ イヤ ー フ ォ ル 
ダー」 か ら 「 仕 上 げ 」 と 名 
付け た レイ ヤー フォ ル ダ ー 
を 作り まし ょ う 。 


s 剛 "0 1 円 | 導 評 し た 色 で 針 り つぶ され た 
32 き 語 0 寺 お 9 - 下品 " ] | 状態 で 作成 され る [べた 閉 り 」 
その 前 に は トー ン レ イヤ ー | es | レイ ヤー、 指 定 し た トー ン を 
を まとめ て 「 フ ォ ル ダ 」 と し ! * | 貼り 付け た 状態 で 作成 され る 
て 管理 する と 便利 で す 。 ま 「 ト ー ン 」 レ イヤ ー、 そ し て グ 
ラ デ ー シ ョ ン が 描か れ た 状態 


で 作成 され る 「 グ ラ デ ー シ ョ 
ン 」 レ イヤ ー が 存在 し ます 。 


WM スター レイ ヤー(N) 
WADI) 
RE レイ や (0) 


WT) 
MO) 


TT 
FE | 


ほか に も 、 色 の 調整 を する 「 色 調 補正 」 レ イ 
ヤー や 、 画 像 の 一 部 を 非 表 示 に する 「 レ イ 


Ee | | ヤー マス ク 」 が あり ます 。 
NN 


a Ul 
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=s>wr-omag 
マ コマ ンド バー を リス ト の 下 に 配 寺 (Q) ゃ 上 人 100% 通常 
レイ ヤー バ パレット を 妊 す (L) 100% 通 
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” 選択 範囲 を 作ろ う | 
章 
今回 は 自分 で トー ン の 設定 が 四 寺 旦 = デ mmaai N 
で きる 「 範 囲 選 択 ] ラン チャ ー を ] 
用 いて トー ン を 貼り まし ょ う 。 「 自 
動 選 択 ] も し く は 「 選 択 範囲] 
ツー ル を 使い 、 ト ー ン を 貼り た い | 回 っ 
箇所 を 選択 し ます 。 こ れ で トー ン |/」 
= を 貼り た い 部 分 に 選択 範囲 が | ヽ | 
第 作成 され まし た 。 | 
21 を | 
章 i IEZIOSr 9 
H eA FNN 
1%| 
| 
選択 範囲 を 作成 し た 後 は 、 い 


よい よ ト ー ン を 貼っ て いき ます 。 
「 選 択 範 囲 ] ラン チャ ー の 「 新 
1 規 ト ー ン 」 を クリ ッ ク す る と 、 「 簡 
1 易 ト ー ン 設定 ] ダイ アロ グ が 出 
1 現し ます 。 こ の 画面 で は トー ン の 
1 濃度 や 図形 、 角 度 や 線 数 と いっ 
た 細部 の 調整 が で きま す の で 、 
好み の も の に 設定 し て 「OK] を 
クリ ッ ク し まし ょ う 。 する と 指定 し 
た 範囲 トー ン を 貼れ ます 。 


トー ン を 貼っ た 際 、 自 動 的 に レイ 
i ヤー パレット に トー ン 化 され た 「 ペ | 
ee た 塗り 」 レ イヤ ー が 作成 され ます 。 還 


cs ea | 


同じ トー ン を 貼っ て みよ う | 


すでに 貼っ た トー ン と 同じ も の を 別 の 場所 
に 貼り た い 場 合 、 貼り た い ト ー ン レイ ヤー を 選 
択 し た 上 で 「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル や [ペン] ツー 
ル を 使う と 書き 加え る こと が で きま す 。 


回 
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ao 


今回 の 場合 、 パ ン ツ に 使っ た トー ン 
を バス タオ ル の シワ の 影 や 4 コマ 目 
の パン ツ に 使用 し て いま す 。 


異な る 線 数 や 濃度 の トー ン を 貼 ろ う | 


異な る 線 数 や 濃度 の トー- ン を | ーー NT TA | WE 
貼り た い 場 合 、 方 法 は ふた つ あ り 人 
ます 。 ひ と つ は P35 と 同様 の 手 PT Ti 拉 
順 を 行い 、 簡 易 ダイ アロ グ で 異な 
る 設定 に し て 貼る こと 。 も う ひ と つ 
は 、 一 度 適当 な トー ン を 貼っ て し 


OR 定 百 =| 
まい 、 あと で レイ ヤー プロ パテ ィ か ee 革 
ら 変更 し て し まう 方 法 で す 。 ッ ー ル ゲー ショ シー ー 


作成 し た トー ン は 、 後 か ら 「 レ イ 
ヤー プロ パティ 」 よ り 設 定 を 変更 
する こと が 可能 で す 。 
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EE 
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100% 閣 
Efe 
回 g 


| レイ ヤー を 選択 し トー ン を 塗る 際 は サム ネイ ル で は な く 、 レ イヤ ー 
名 か レイ ヤー マス ク の サム ネイ ル を クリ ッ ク す る 必要 が あり ます 。 
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NE 


、 凍 の 靖 


グラ デー ショ ント ー ン と は 、 
色 の 濃淡 に グラ デー ショ ン が 
ある トー ン の こと を いい ます 。 
主 に 奥行 き を 出し た い 場 合 
や 、 光 の 向き を 表現 する 場 
合 な ど に 適し て いま す 。 まず は 
「 自 動 選択 ] や 「 選 択 範囲 」 
ツー ル を 使っ て トー ン を 貼り 
た い 場 所 を 選択 し ます 。 続い 
て 「 ツ ー ル 」 パレ ッ ト か ら 「 グ 
ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル を 選び 、 
「 サ ブツ ー ル 」 パレ ッ ト ー 「 グ 
ラ デ ー シ ョ ン 」  「 描 画 色 か ら 


ッ グ する と グラ デー 
ショ ント ー ン を 貼る こと が で き 
ます 。 


これ も ペタ トー ン と 同じ 
く 、 ペ ン ツ ー ル や 消し ゴム を 
使っ て 塗り 足し や 消去 が で 


メイ ン と サブ の 色 が 
黒 と 白 に な っ て いる 
と と を 確認 し て お き 
まし よう 。 


「 オ ブ ジ ェクト 」 ツ ー ル を 使え ば 、 グ ラ デ ーション の 向き や 位置 を 
調整 で きま す 。 
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網目 以外 の トー ン を 貼 ろ う 


「 簡 易 ト ー ン 設定 ] ダイ アロ グ に 
て 、「 種 類 ] の 欄 を 「 円 」 以外 の も 
の に する こと で 、 ハー ト 柄 や 星 柄 な 
どの トー ン を 貼る こと が で きま す 。 こ 
こ か ら は 24 種 類 の 柄 が 選べ ます の 
で 、 い ろ い ろ と 試し て み ま し ょ う 。 


トー ン を 貼る に は 、 [簡易 トー ン 設 
定 」 を 使う 以外 に 「 素 材 パレ ッ ト ] 
を 使う 方 法 が あり ます 。 「 ナ ビ ゲ ー 
ター] の 左上 に ある 矢印 を クリ ッ ク 
し て 「 素 材 パレ ッ ト 」 を 開き まし ょ う 。 
この 中 に は 「 柄 も の 」 トー ン や 「 背 
景 ] トー ン も 収録 され て いま す 。 選 
択 範囲 を 定め た あと 、 貼り た い ト ー 
ン を ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る だ け で 
OK で す 。 
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了 


カラ ー パ ター ン を 使っ て みよ う 


前 ペー ジ で は モノ クロ の 素材 を 
つか っ て トー ン を 貼り まし た が 、「 カ 
ラー パタ ー ン 」 の 中 に ある フル カ 
ラー の 素材 も トー ン に する こと が で 
きま す 。 ま ず は 選択 範囲 を 定め 、 
貼り た い 素材 を ドラ ッ グ & ド ロッ プ 
し まし ょ う 。 その 後 、 作成 され た トー 
ン の レイ ヤー を クリ ッ ク し て 「 レ イ 
ヤー プロ パテ ィ ] を 開き 、 トーン] 
ボタ ン を 押す と 簡単 に トー ン に 変 
換 で きま す 。 
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orees se 
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EE ol タ が の 
Mes “i620 0 | 
「 簡 易 ト ー ン 設定 ]」 に は 存在 し な い 柄 も 使 | 


えま す の で 、 お 好み の トー ン を 探し て み ま 


29 hl 2 っ 0 
た 99 mea 
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CLIP STUDIO PAINT EX の 機能 を 使え 
ば 、 ト ー ン 素材 を 増やす こと が 可能 で す 。 
ログ イン し て 「 素 材 を 探す ] を クリ ッ ク 。 あ 
と は 「 ト ー ン 」 で 検索 を か けれ ば 、 有 料 無料 
問わ ず 多数 の トー ン 素 材 が 見 つか り ま す 。 
ダウ ン ロ ー ド 後 は 素材 パレ ッ ト の 「 ダ ウン 
ロー ド 」 フ ォ ル タダ に 素材 が 入 つ てい ます の 
で 、 今 まで と 同様 の 方 法 で 使用 可能 で す 。 


一 部 素材 は ログ イン し な いと ダウ ン ロ ー ド で き な い 
の で 、 素 材 を 探す 際 は 作成 し た アカ ウン ト で CLIP] 
に ログ イン を し て お きま し ょ う 。 


ょ 直っ ら - 
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描き 文字 を 入れ よう 


仕上 げ の 最後 と し て 、 マ ン ガ 特有 の 表現 で ある 描き 文字 (擬音 ) を 入れ まし ょ よう 。 
こと で は 基本 的 な 描き 文字 の 入れ 方 、 文 字 色 の 変え 方 、 
そし て 描い た 描き 文字 を より 見 や すく する 方 法 を 
と 紹介 し て いき ます 。 


描き 文字 を 入れ よう | 
それ で は 、 実際 に 描き 文字 を IT | 描き 文字 を 描く 際 は 対象 
入れ て いき まし ょ う 。 は じ め に 「 レ イ == レ srae | he 
ヤー」 パレ ッ ト に 「 描 き 文字 ] と 名 |・ 旧記 キャ ン パ バス に 描き 文字 を 
付け た レイ ヤー フォ ル ダ を 作成 し 、 |" ここ 計 ー 描い て いき ます 。 
「 ボ フッ ] 「 ド カッ ] と いう 名 前 の 新 | '@| kes 7 
規 ラス ター レイ ヤー を 入れ ます 。「 レ | 
イヤ ー プ ロ パ ティ | の [効果 」 か 5 Toa 
[境界 効 果 ]ー「 フ チ 」 を 選択 ・ 時 rE ーー 
フチ の 太 さ を 調節 し まし ょ う 。 ま た 、 3 ee 
【GJ キ ー を 押し な が ら 、 レ イヤ ー の | 本 民 計 | 
サム ネイ ル 部 分 を クリ ッ ク す る と 、 ーー os 
oo ル ダ は 「 フ キダ シ 」 レ イ 
の ヤー の ひと つ 下 に 置き ま 


す 。 


Meorumn レイ ヤー 表示 を 整理 し よう 


100% 通常 
フォ ル ダ に 収まっ た レイ ヤー は 、 フ ォ ル ダー "| Ee te 


横 の 三角 アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 フ ォ ル 
ダー 以外 の レイ ヤー を バレ ッ ト か ら 非 表示 に 
で きま す 。 レ イヤ ー が ずら っ と 普 
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500 線 50KF 


ん で いる と 作業 し に くい の で 、 使 = 
わな いと き は 閉じ て お きま し ょ う 。 1 
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| 040 


今回 は 描き 文字 を 白 抜き 
に 変え て み ま し ょ う 。P40 と 
同様 に 「 ド カッ ] レイ ヤー に 描 
き 文 字 を 描い た あと 、 
キー を 押し な が ら レ イヤ ー の 
サム ネイ ル 部 分 を クリ ッ ク し 
て 、 描 画 部 分 を 選択 し ます 。 
そし て サブ カラ ー の 白 を 選択 
し 、「 選 択 範 囲 ] ラ ンチ ャ ー の 
「 塗 りつ ぶし ] を 選択 し ます 。 
この と き 、 サブ カラ ー の 白 を 
選ぶ の を 忘れ な いよ うに し ま 
し ょ う 。 その 後 、「 レ イヤ ー プ 
ロ パ ティ ] の 「 フ チ 」 か ら 「 フ 
チ の 色 」 の 右 を クリ ッ ク し 、 
「 色 の 設定 ] か ら 「 黒 」 を 選 
び ま す 。 


mr 
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黒色 で 描き 文字 を 入れ まし た が 、 こ の まま だ と 背景 に 流 線 が ある た 
め 、 見 づら く 感 じ ま す 。 


「 ド カッ 」 の 描き 文字 を 黒 か ら 白 に し 、 


! | この まま だ と 見 づら いた め 、 黒 の フチ 


を つけ まし た 。 


coLumn 呑 
描き 文字 を 見 や すく し よう 


白 抜 き に し た だ け だ と 若干 見 づら 
いた め 、「 選 択 範囲 ラン チャ ー」 か 
ら 描 き 文字 に トー ン を 貼り まし た 。 
する と 多 の よう に な り ま す 。 し か 
し 、 ま だ 文字 の 黒 フ チ が 背景 と 重 
な り 溶 け て し まっ た 印象 が あり ま 
す 。 そ と で 、「 選 択 範囲 ] ラ ンチ ャ ー 
か ら 「 選 択 範囲 の 拡大 」 を 選ん で 
拡大 し 、「 ド カッ 」 レ イヤ ー の 下 に 
新規 ラス ター レイ ヤー を 作成 し 
た の ち 、 拡 大 し た 選択 範囲 を 白 で 
塗り つぶ し まし ょ う 。 す る と 、 黒 フ 
チ の まわ り が 白く な り 、 背 景 に 混 
じ ら ず 見 や すく な り ま し た 。 


EE 


に ん = 


100% 通常 
4 
100% 通常 


- 認 


F EE 
回 | 聞 1 
100% 通 
国 図 局 
リー | っ 100% 通 鶴 = に | 
ほ Qpssaes 


ーー ーー マン カ の 描き 方 [基本 ] 編 042 


描い た マン ガ を 保存 し よう 


マシ ント ラブ ル や 停電 な ど で デ ー タ が 飛ん で し まう こと を 防ぐ た め に も 、 
保存 は こと まめ に し まし ょ う 。 こ と で は 各 保 存 方 法 で は 、 ど の よう な 形 で 
デー タ が 保存 され る の か と いう 点 も 併せ て ご 紹介 し て いき ます 。 


保存 時 の 注意 点 を 知 ろう | 


CLIP STUDIO で は 、「 〇 〇 〇 .lip」 と いう 固有 の 保存 形 mg | 
式 で 保存 を 行い ます 。 保存 を する に は 「 フ ァイル 」 メニ ュー に 

ー 「 別 名 で 保存 ] を 選び 、 保 存する 場所 を 指定 し まし ょ う 。 ee | 

また 、「 指 定 の 形式 で 保存 」 を 選ん だ 場合 も 同様 に レイ ヤー pa a 

は 統合 され ず に 保存 され ます 。 な お 、 「 レ イヤ ー プ ロ パ ティ ] Ei 

パレ ッ ト の 効果 で 、「 ト ー ン | 一 「 マ スク 表現 …「 階 調 ] を 「 あ Senn TT 
り ] に 設定 する と 、 マス ク を グレ ー の 階 調 で ぼかす 表現 が で | "= シー eo 
きま す が 、 これ だ と モノ クロ 2 値 で は 印刷 で きま せん 。 ぼかし ag | 


た い 部 分 は キャ ン パ ス の 「 基 本 線 数 ] で 不透明 な 部 分 の 階 pre 


調 を トー ン 化 し て 出力 し まし ょ う 。 a a 
Fa に 
ーー 
a 
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本 ws mm czr=] 書き出し 」 で 保存 し た 場合 ニー ビー | 
1 較 i" | すべ て の レイ ヤー を 統合 し 2 
| | ok っ zu の | た 1 枚 の 画像 デー タ と し て 
1 Ga gy | 保存 され て し まう の で 注意 TERE a 
9 ens | し まし ょ う 。 6 な 
PR 232 5 の 
| ECO CE an , 
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に ri rm je 6 000 4320 
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| = マン kyr-gee) っ 大 つか 

[bese "| 書き出し 」 の 場合 、 選 択 後 NE 3 

| waowo | に 保存 設定 ダイ アロ グ が 表 本 TrT コ 
示さ れ ま す 。 モ ノ ク ロ 原稿 


ip sruplo。 モノ クロ 2 階 調 は 輝度 50% を 境界 に 、 濃 いも の 


! の 場合 は 基本 「 モ ノ ク ロ 2 階 を 黒 、 薄 いも の を 白 と し て 印刷 する た め 、 ぼ か し 
ーー 調 ] で 保存 し まし よう 。 表現 は うま く 印 刷 さ れ ま せん 。 
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描い た マン ガ を 投稿 し よう 


せっ か く 描 いた マン ガ は 、 多 く の 人 に 見 て も らい 、 感 想 ・ 評 価 を 受け て 、 
次 作品 の 糧 に し まし ょ う 。 こ こと で は 、 い わ ゆ る 「 マ ン ガ 投稿 サイ ト 」 に 


投稿 する 場合 や 、 出 版 社 に マン ガ を 持ち 込ん で 


編集 者 さん に 見 て も ら う と き の 注 意 点 を ご 紹介 し ます 。 


マン ガ 投 稿 の 注意 点 


Lesson 


投稿 サイ ト や 新人 賞 、 持 ち 込 
みな ど を 行う 場合 、 そ の 雑誌 や 
サイ ト ご と の 規定 フォ ー マ ッ ト が 
あり ます 。 原稿 を 出力 する 前 に 


し っ か り と 確認 し て お きま し ょ う 。 


ペタ ー で す 。 


マン ガ 投 稿 サイ ト 


http://seiganicovideo. 
右上 の 「 投 稿 する ] か ら マ ン ガ 
が 投稿 で きま す 。 ス タン ダー ド 
な マン ガ 形 式 と 、 縦 書き の ウェ 
ブ マ ン ガ 形式 が 選べ る ほか 、 
ニコ ニコ 動画 』 と 同様 に 閲覧 
者 の コメ ント が つく の が 、 本 サ 
イト 最大 の 特徴 で す 。 


http://www.comico.jp/ 

スマ ー ト フォ ン で 読む こと に 
秀 で た 縦 読み 形式 の マン ガ が 
特徴 で す 。 普 通 の マン ガ と は 
異な る 特殊 な 書き 方 を する 必 
要 が ある た め 、 詳 し く は 第 4 章 
(P163 ~) を 参照 し まし ょ う 。 


投稿 時 は 、 封 筒 に 「 折 曲 厳禁 」 と 書く の 
を オス ス メ し ます 。 さ ら に 台紙 な ど を 
封筒 に 入れ て 補強 し た り 、 万 一 濡れ て 
し まっ て も 大 丈夫 な よう に 原稿 を ビ 
ニー ル で 覆っ て か ら 梱 包 す る と 、 な お 


https://www-indies.mangabox.me/ 
カラ ー で も モノ クロ で も 縦 読み 
で も 横 読み で も 投稿 可能 と いう 
自由 度 の 高 さ が 魅 力 的 で す 。 定 
期 的 に 「 リ ー グ 戦 ] と いう コン テ 
スト を 開催 し 、 上 位 に は 賞金 も 
出る の で 、 モ チ ベ ー シ ョ ン を 保 
ちや すい と ころ も ボイン ト 。 


投稿 サイ ト も 豊富 に 存在 し ます 。 直 接 
読者 の 意見 が 聞け る と いう の が 最大 の 
メリ ッ ト で す の で 、 い ろ い ろ な 意見 を 
聞い て 今後 の 参考 に し て きま し よう 。 


こと こと で は 、 特 に 有名 な 3 
サイ ト を ど 紹 介 。 そ れ ぞ 
れ 投 稿 方 法 や 特色 、 用 紙 
設定 の フォ ー マ ッ ト な 
ど が 異な っ て きま す の 
で 、 描 く 前 に し っ か り と 
調べ て 「 投 稿 し た い サ イ 
ト と 自分 の マン ガ の 用 
紙 設 定 が 違っ た 」 な ん て 
と と が な い 
よう に し ま っ 
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マン ガ を 印刷 し よう 


章 
新人 賞 に 応募 する 際 や 出 に ED ズー | Er @ 
版 社 に 持ち 込む 際 は 、 印刷 し は な 2 5 3 
て お く 必 要 が あり ます 。 ご 自 ce | ER Fm っ 3 
宅 に プリ ンタ ー が ある 場合 は Pe | | www 天 = ご 
「 フ ァイル 」 一 『 印 刷 設 定 」 か TRA Stetes Lo 
3 ocean "| | ms 
ーー トーー LE 2 FE CD RD OO EER アテ キス KO 
ーー 台 、 ゴ コン ピー 4 KindeIxー マ ッ ト で 生 (V) 2 作品 備 較 0 アプ MD 
第 活用 する の も 手 で す 。 ま た 、 読 Cah: | | ee ニー っ ーッ 
2 み 込 む 画像 1 枚 あ た り の デー et) | | か 
章 8 RBO DD | を ge 
タ サ イズ に 上 限 が ある 場合 が Eo デー| [mas > | aiatE 
テ 琉大 破 43 の 時 連 公 到 を 
あり ます の で 、 出力 サイ ズ な ど rl rk 1 っ je 202 5 
は 多少 縮小 させ る こと を オス ス a EE RS ーー 
メル し ます 。 2 PP mee- i ° 
bene | 51 の | mm マ 
ea ? 


「 書 き 出し 」 を 使っ て コン ビニ プリ ント に 対応 する jpg や 
pdf な どの 形式 に し て マン ガ を USB メ モリ な ど に 保存 し 
た あと 、 コ ン ピ ニ へ 持つ て 行き まし よう 。 


QP STUDIOREN 


Qp sTuoto BAT を 7(X) Cuto 


プリ ント する サイ ズ は 、 プ リン ト の 際 に 
コン ビニ プリ ンタ の コン ソー ル で 指定 
し ます 。 


PR 
3 
プッ AO 3 


プ た ouuwn CMYK と RGB 


カラ ー で 原稿 を 描い て いた 場合 . カ ラー モー ド の [CMYK」 と 
「RGB」 を 理解 し て お か な いと [印刷 され た も の が 思っ て た 色 と 違 
う ……」 と いう こと に な り ま す 。「CMYK」 は シア ン ・ マ ゼン タ ・ イ エ 
ロー と 黒 を 用 い 、 ち ょ うど 絵の具 を 混ぜ 合わ せる よう に し て 色 を 
表現 し ます 。 一 方 、「RGB」 は レッ ド ・ グ リー ン ・ ブ ルー の 「 光 の 三原 
色 」 を 用 いて 色 を 表現 し ます 。 こ の よう に そもそも の 色 の 表現 方 法 
自体 が 異な る た め 、「RGB」 で 描い た 色 を 「CMYK」 に 変換 する と 、 
や や くす ん だ よう な 色 味 に 変わ り ま す 。 主 に 印刷 物 に 使わ れる の 
は 「CMYK」 方 式 な の で 、 同 人 誌 な ど で カラ ー 原 稿 を 作る 際 は 注意 

し まし ょ う 。 


Ma es 


出版 社 に 持ち 込み を し よう | 


出版 社 に 持ち 込む 前 に 、 自 分 の 
描い た 作品 が どの 雑誌 向き な の か 
と いう 点 を 考え まし ょ う 。 例え ば 「 少 
年 つ 〇 」 と つい た 雑誌 な ら ば 少年 
向け 、「 ヤ ング 〇 〇 」 と つい た な ら ば 
青年 向け と いう よう に 、 それ ぞ れ の 
雑誌 ご と に ター ゲッ ト に し て いる 読 
者 の 年 齢 異な り ま す 。 そ の た め 、 
自分 の 作品 と 雑誌 が X ス マッ チ だ 
と 、 持ち 込ん だ の に ムダ に な っ て し 
まう こと も あり ます 。 どこ に 持ち 込む 
か を 決め た ら 、 出版 社 に 電話 を し て 
必ず 予約 を し まし ょ う 。 地方 に お 住 
まい の 場合 、 持ち 込み 日 程 を 調整 
し て 何 社 か に 持ち 込め る よう に スケ 
ジュ ー ル を 組む の が オス ス メ で す 。 


電話 予約 の 際 に は 、 相 手 に 失礼 の な いよ うに 。「 持 ち 込 み 
の 予約 を し た い 」 と いう 点 と 「 ど の 雑誌 に 持ち 込み た い 
の か 」 と いう 点 を ハッ キリ 伝え まし よう 。 


だ いた い の 場 合 、 持 ち 込み 予約 を 受け 付け て 下さ っ た 編 
集 さ ん が その まま 担当 の 編集 者 さん と な り ます 。 第 一 印 
象 が 大 事 で す 。 


その まま プリ ント アウ ト 原 稿 が 編集 さん 預かり に な っ た 
場合 を 想定 し て 、 キ チン と 封筒 に 入れ て 名 前 を 描い て お 
きま し ょ う 。 


雑誌 に よっ て は 、 原 稿 裏 に 作者 の 情報 を 書く 必要 が あっ 
た り 、CD-ROM な どの 原稿 デー タ を 添付 する 必要 が あ 
る と ころ も あり ます 。 


何ら か の トラ ブル で 予約 時 間 に 遅 れ 
そう な 場合 、 必 ず 電話 し まし よう 。 
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048 


マン ガ 家 を 目指 し た 
理由 は ? 


Qor 


尊敬 する マン ガ 家 と 、 
その 理由 は ? 


Qoz 


クリ ッ プ スタ ジオ を 
使い 始め た 
きっ か け は ? 


Qo3 


クリ ッ プ スタ ジオ の 
お すす め ポ イン ト は ? 


Qoa 


お り は ら さ ちこ 


お り は ら さ ちこ 


可愛 い 女 の 子 が 登場 する マン ガ を 得意 と し 、 自身 の ブロ グ で も 実体 
験 を コミ カル に 描い た エッ セイ マン ガ を 掲載 し て いる マン ガ 家 。 著作 
に 「 同 棲 終 了 日 記 」 (双葉 社 ) や 「 に ぃ づま ご っ こ ] ( 竹 書 房 )、 「 愛 し の 
桜 さ ん 」 (ぶん か 社 )、「 恋 する ヤン キー ガー ル 」 (双葉 社 ) な ど が ある 。 


EULAEE http://ameblo.jp/yomenekonekoneko/ 
EZ Goriharasachiko 
http://www.pixiv.net/member.php?id= ニ 4567331 


描き た い マ ン ガ が あっ た か ら 。 マン ガ の 世界 に 身 を 置い て 、 も っ と 絵 が 上 手 く な | 
り た か っ た か ら で す 。 


A 


た か の 宗 美 先生 を 挙げ させ て いた だ きま す 。 私 は 主 に 4 コマ マン ガ を 描か せ ] 
て いた だ いて お り ま す が 、 た か の 先生 は 4 コマ の 世界 を 牽引 する 方 で いら っ 
し ゃ いま す 。 追い つく こと は 無理 で も 、 ぜひ 私 も マン ガ の 世界 を 盛り 上 げ る 一 
員 で あれ た ら と 思い ます 。 


元々 同じ セル シス 社 様 の 「 コ ミッ クス タ ジ オ 」 を 使用 し て いて 、 そこ か ら 移 行 し 
た 感じ で す 。 き っ と これ か ら は 「 ク リッ プス タ ジ オ 」 が マン ガ 作 成 ソ フト の 代 名 
詞 に な る の で は な いか と 思っ て ます 。 


A 


ーー ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、、 
自身 で 撮っ た 写真 を 、 ク リッ プス タ ジ オ の 「 ラ イン 抽出 」 で 、 その まま マン ガ 背 
景 に 出来 る の は 便利 だ と 思い ます 。 操作 に 困っ た 時 の サポ ー ト も 万 全 な の が 嬉 
し いで す 。 


A 


第 2 章 か ら は 、 ジ ャ ン ル 別 の マン ガ 制 作 を 、 実 際 に マン ガ 家 の 制作 過程 を 参考 に 解説 し て いく 。 
この 「 少 年 マン ガ の 描き 方 編 」 で は 、 晴 瀬 ひ ろ き 氏 が 少年 マン ガ を 制作 する 中 で 、 
晴 瀬 ひろ き 氏 の 論理 的 な 誌面 構成 と 迫力 を 生 お 表現 方 法 を 説明 し て いる 。 
普段 間 く こと の 少な い 現 役 マン ガ 家 の 考え 方 や テク ニッ ク を 吸収 し 、 
自分 の 今後 の マン ガ 制 作 に 反映 し て いこ う 。 
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少年 マン ガ を 描く 前 に 
プロ ッ ト を 考え る 


面白 い マ ン ガ を 描こ うと 思っ て も 、 な か な か すぐ に は 描け な いも の 。 
描く た め に は 、 ま ず 自 分 の 描き た い 物語 や キャ ラク ター を まとめ 、 
マン ガ 用 の 企画 書 を 作 つ て みよ う 。 


マン ガ を 描く 前 に | 


マン ガ を 描く 前 に 、 まず どん な マン ガ 
を 描く の か 決め まし ょ う 。 自分 が 描き た い 
ジャ ン ル や テー マ を 決め 、 そこ か ら 具 体 的 
な 内 容 を 考え て いき ます 。 それ が いわ ゆる 
「 プ ロッ ト 」 で す 。 「 プ ロッ ト 」 と は 「 誰 が 
「 い つ 」 「 ど こ で 」 「 何 を ] 「 ど の よう に 」 「 な 
ぜ 」 する の か 、 な どの スト ー リ ー の 柱 と な る 
要素 を 簡略 化し て 表現 し た も の で す 。 ま 
ず は その プロ ッ ト を 作る 行程 を 順に 追っ て 
いき た いと 思い ます 。 


現在 主流 と な っ て いる パソ コン で の マン ガ 作 成 を 紹介 し て いき ます 。 写 真 に ある 
よう な ベン タブ レッ ト も ある と 、 と て も 便利 で す 。 


ーー 


= = | 


アイ ディ ア を 出す | 


今回 は 少年 マン ガ 講 座 用 の 漫 
画 な の で 、「 少 年 マン ガ ら し い 動 き 
の ある 」 「 キ ャ ラク ター が 可愛 い 」 と 
いう 2 点 を 中 心 軸 に 据え 、3 本 の 
プロ ッ ト を 考え まし た 。 プロ ッ ト は 、 
世界 観 や 展開 が 他 者 が 見 て も わ 
か る よう に まとめ まし ょ よう 。 


還 ラブ コメ も の 


ET/// | | 


主人 公 は 男子 高校 生 。 女 の 子 と 出会い の な い 生 
活 を 嘆い て お り 、 あ る 日 、 神 社 で 「 女 の 子 と の 出 
会 い が 欲 し い 。 死 ぬ ま で 女の子 に 追い か けら れ 
た い !!」 と 神様 に 願う 。 そ の 願い が 叶い 、 曲 が り 
角 で 出会い が し ら に 美 少 女 と ぶつ か っ た り 、 ラ ッ 
キー スケ ベ べ な こと が 起き た り と ハー レム マン ガ 
の よう な 展開 が 連続 し て 起こ り 、 よ ろ こ ぶ 主 人 
公 。 し か し それ は どん どん エス カレ ー ト し て い 
き 、 街 中 の 女の子 に 押し 寄せ られ 、 押 し つぶ さ 
れ そ うに な る 。 命 か ら が ら 逃 げ だ す が 、 女 の 子 が 
運転 し て いた 車 に 援 ね られ 、 死 亡 する 。 
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多 ヒー ロー も の 


ヒー ロー が 街 を 破壊 する 怪獣 た ちと 戦っ つて いる 世界 。 
数 多く の ヒー ロー が 存在 し て お り 、 ヒ ー ロ ー 同 士 の 助 
け 合 い が 行 われ て いた り も する 。 そ ん な な か で 起き 
た ある ヒー ロー の 話 。 独力 で 怪獣 を 退治 で き な か っ 
た 彼 は 、 別 の ヒー ロー に 応援 を 要請 し て いた 。 だ が ま 
だ 到着 せ ず 苦 戦 す る 。 そ の 折 、 幼 い 少 女 を 発見 し 、 彼 
女 の 盾 と な っ て 助け る が 深 手 を 負っ て し まう 。 絶 体 絶 
命 に 陥る ヒー ロー。 その 瞬間 「 邪 魔 よ 、 ど いて 」 とい 
う 言 葉 が 聞こ え 、 助 けた 少女 が 突如 ビー ム を だ し 怪 
獣 を 倒し て し まう 。 実 は 一 般 人 か と 思わ れ た 少女 こそ 
が 、 応 援 に のか けつ けた ヒー ロー だ っ た の だ 。 「…… 早 
く 言 っ て よ 」 と 彼 は ガッ クリ と うな だ れる の だ っ た 。 


スポ ー ツ も の 


| 


主人 公 は 女子 卓球 部 員 の A と B。 大 会 の 準決勝 
最終 セッ ト 。 主人 公 た ち は 9 対 10 で 負け て お り 、 
先 に 1 点 取 ら れる と 負け て し まう 状況 。 ふ た り は 昔 
か ら ダ ブル ス を 組ん で いる が 、 い つか ら か A は B に 
実力 差 を 付け られ 始め 、 そ れ が 原因 で 関係 が ギク 
シャ ク し て いる 。 し か し 最後 の 1 球 、B は 昔 よく 使っ 
た 必勝 パタ ー ン の サー ブ を 打っ た 。 そ れ は ふた り 
の 関係 を 修復 し た いと いう B の 希望 で あり 、 そ れ を 
受け 取っ た A は 3 球 目 の 攻撃 を 決め る 。 一 度 追い つ 
いた も の の 試合 に は 負け て し まっ た が 、 ふ た り は 
昔 の よう に 笑い あい 、3 位 決定 戦 に 臨 お の だ っ た 。 


取材 や ネタ 集め 


マン ガ の アイ ディ ア に リア リティ を 与え 、 世 界 観 に 深み 
を 出す た め に 取材 を し まし ょ う 。 作成 し た プロ ッ ト の な か か 
ら 今回 は 「 ラ ブ コ メ ] を 描く こと を 決め まし た の で 、 シー ン 
に 登場 する 建物 や 物品 な どの 写真 を 撮影 し た り 、 印象 
に 残る も の を メモ に 残し た り し ます 。 写真 や メモ を と る と き 
は ひと つ だ け に せ ず 、2 個 、3 個 と 数 を 残す こと を 心 が 
け ま し よう 。 


1 EE 
資料 と し て 写真 や メモ を 必ず 取る よう に し 


ES 


ます 。 写 真 は 少し 角度 を 


変え る だ け で 劇 的 に 変化 し ます の で 、 な る べく 多く 撮り まし ょ う 。 


オチ に 車 を 使用 する た め 、 ど ん な 車 が いい か 考え まし よう 。 
いろ いろ な 車種 を 撮っ て お け ば 、 ほ か の アイ ディ ア に も 転 
用 で きま す 。 


ちょ っ と し た 小物 も 参考 用 に 撮影 や メモ を し 


て お く と 便利 で す 。 登 場 人 物 の 心情 や 変化 を 
表現 する 際 に 使用 する こと が で きま す 。 
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章 | 
舞台 と な る 街並み や 住宅 街 も 写真 に 
収め て お きま し ょ う 。 写 真 そ の まま 
を 参考 に する の で は な く 、 何 種 か 組 
み 合 わせ て 考え る こと も で きま す 。 

第 

5 

| 


今回 物語 の は じ ま る 場所 と し て 、 神 社 は 重要 な 場所 と な り ま す 。 で きる だ け 
詳細 に 、 い ろ い ろ な バタ ー ン を 撮影 し て お きま し よう 。 
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シナ リオ を 考え る 


マン ガ の 方 向 性 が 決ま り 、 情報 が 集まっ 
た ら 次 は シナ リオ を 書く 作業 に 入り ます 。 こ 
こ で いう シナ リオ と は 、 キャ ラク ター の 行動 
と セリ フ を 書き 出し た も の で す が 、 大 切な の 
は コマ 割り と その コマ 内 に 描か れる キャ ラク 
ター や 背景 な ど を この 段階 か の ら イ メー ジ し 
な が ら 書 いて いく こと で す 。 

今回 は 片 起こ し (一 般 的 な 漫画 の 場合 、 
左側 の ペー ジ か ら 始 まる こと ) で 8 ペー ジ 
の 漫画 を 描き ます 。 そこ で トビ ラ 1 ペー ジ 、 
物語 の 導入 に 2 ペー ジ 、 メ イン 部 分 4 ペー 
ジ 、 オ チ で 1 ペー ジ と 仮定 し まし た 。 た だ し 、 
最初 に 想定 し た ペー ジ 数 は あく まで ガイ ド 
ライ ン で す 。 むし ろ シ ナリ オ を 書い て いく 途 
中 で 臨機 応変 に 変え て いく こと も 、 時 に は 
大 切 で す 。 


1 何 に どの くら い ペ ー ジ を 割く か 


ドド ビラ es i 
ea 1P 
9 ジン 2 4P 
ポチ 出色 


2 スト ー リ ー の 文字 起こ し 


3 キャ ラク ター デザ イン 


・ キ ャ ラク ター の 行動 
・ キ ャ ラク ター の 台詞 
・ コ マ 割 り の イメ ー ジ 


・ 外 見 デザ イン 
・ キ ャ ラク ター の 性 格 
i ・ そ の 他 ( 癖 や 持ち 物 ) 
au eo 
1 
ペー ジ の 「 め くり 」 を 意識 する 
めく り 」 と は 、 温 画 を 読む 際 に ペー ジ を め 
っ た 直後 の コマ 。 一 般 的 に 右 ペ ー ジ 最初 の 
マ の こと 。 あ る い は 前 ペー ジ 最後 の コマ か : 
次 ペー ジ 最初 の コマ へ の つなが り を 指す 。 
ジ を めく る 期待 感 を 持た せる と と 、 ま た 
ジ を めく っ た と き の イン バク ト を 出す 
と を 心がけ よう 。 
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主人 公 を 決め る 


マン ガ の 主人 公 を 決め ます 。 今回 、 モテ な い 男 の 子 が 神様 
に お 願い を する こと で 女の子 に モテ る と いう 設定 で す の で 、 特 
微 付 け を する な ら 「 平 凡 ] で し ょ うか 。 名 は 体 を 表す と 言い ます 
し 、 名 前 は 「 平 林 均 ] に し まし た 。 も う 少 し 設定 を 付け 加え た い 
と ころ で す が 、8 ペ ー ジ マン ガ で す の で 今回 は キャ ラク ター デ 
ザイ ン に 進み た いと 思い ます 。 
ーー 非 モテ 系 の 主人 公 と は いえ 、 で きる だ け 和 魅力 的 に 描い て いき 


第 た いと 思い ます 。 瞳孔 を 小さ め に し 、 三 白眼 で 残念 系 の イメ ー 
に ジ を つけ つつ 、 髪の毛 を ツー トー ン に する な ど 、 全体 的 に か っ こ 
う よ く 見 える よう 、 ま と め て み ま し た 。 


主人 公 を 作る に あたっ て 


ラブ コメ の 場合 、 読 者 が 感情 移入 し や すい キャ ラク ター に する こと i 
が 重要 だ 。 今 回 の マン ガ で は 平林 均 の 「 女 の 子 に モテ な い 』 と いう ご 


場面 か ら の キャ ラク ター デザ イン ① | 

女の子 と の 出会い を 考え て いき ます 。 あま り に 突飛 な 出会い 方 を 
する より も 、 まず は ベタ な 出会い を 考え て み ま し ょ う 。 いろ いろ な 手 
法 が あり ます が 、 ぶ つか る こと が きっ か け と いう の は どう で し ょ うか 。 王 
道 パタ ー ン で すし 、 ど の よう に も 今後 の 展開 を 膨らませ て いけ ます 。 
また ぶつ か っ た と き の リ アク ショ ン で 女の子 の キャ ラク ター 付け も 考 
える こと が で きま す 。 

一 番 最初 に 出会う 女の子 で す の で 、 が 弱く 清 茜 な 子 が いい と 思 
いま し た 。 そこ で 髪の毛 は スト レー トロ ング で 清 凌 さき を 、 サイ ドア ッ プ 
で 大 人 っ ぽ さ を 出し て み ま し た 。 また きち ん と 制服 を 着せ る こと で 、 
真面目 な 印象 も 持た せ て いま す 。 


清 癒 系 


一 番 最初 に 出 て くる 女の子 で す 。 と / 
の マン ガ で 一 番 に 登場 する と いう 

こと と も あり 、 可 愛 ら し さ を 強調 で き 

る よう デザ イン を し て み ま し た 。 


キャ ラク ター イメ ー ジ 

| 登場 人 物 を 考え る 際 、 た だ 漠然 と イメ ー ジ する の で は 
な く 、 複 数 の キー ワー ド か ら 考 えて みる の も ひと つの 方 
法 で ある 。 例 えば 「 ス ポー ツ 」X「 お 嬢 様 」、「 天 然 ]X「 ド 
S」、「 病 弱 ]」X「 負 けず 嫌い 」X「 眼 鏡 ] な ど 、 い ろ い ろ 
な キー ワー ド を 組み 合わ せ て みる と 、 キ ャ ラク ター が 創 
りや すい 。 ま た この 際 、 で きる だ け 突 拍子 も な い 言葉 や 、 
で きる だ け 相 反する 言葉 を 組み 合わ せる と 、 キ ャ ラ が 
立ち や すい 。 


コミ カル さ を 演 出す る た め に 若干 デ 
フォ ル メ し た デザ イン と な っ て いま す 。 
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場面 か ら の キャ ラク ター デザ イン | 


続い て 、 二 人 目 に 出会う 女の子 を 考え まし ょ う 。 今度 は より 激 し Eg 
い 出会い を 演出 し て みた いと 思い ます 。 例え ば 、 出会い が し ら に 女 元気 系 
の 子 か ら 殴 られ て し まう シチュ エー ショ ン は 「 激 し い 出会い ] に ぴっ た 
り で す 。 そん な シー ン が 似合う キャ ラク ター 付け で あれ ば 、「 元 気 」 で / 
「 ス ポー ティ |] が わか りや すい と 思い ます 。 そこ で 強気 そう な ショ ー ト / /\ \ 
カッ ト の 女の子 を デザ イン し て み ま し た 。 1 \ ) 


ル oR 人 1 
ノイ WA 
[IAN > 
を プ キ ヘン ノバ 
や メ た も we 
@ 2 ペ > 
Pp NS ) 
9 Nd Ne 


運動 が で きる 女の子 の 個人 的 な イメ ー ジ は 、 セ ー 
ラー 服 よ り ブ レザ ー を 着 て いる と 思い ます 。 縛 っ 
た 髪の毛 や 少し 開い た 宰 元 か ら 活 発 さ を だ し て 
いま す 。 


シー ン の 組み 合わ せ 


| 場面 を 組み 合わ せる こと で 、 物 語 の 可能 性 や 多様 性 を イメ ー ジ させ る こと が で きる 。 例 」 
| えば 写真 の よう に 電車 内 で 物 思 い に ふ ける 女の子 と 何 か を 追い か け て いる 男性 を 組み 
| あわ せる こと で 、 男 性 の こと を 想い な が ら 遠 く へ 行っ て し まう 女性 と 、 そ れ を 追い か け 
| る 男性 と いう 図 が で き あがる 。 i 


エッ チ な イベ ント の あと に は 、 定 番 で は 
な いで し ょ うか ( 笑 )。 空 高く 吹っ飛ば さ 
れる 主人 公 を 描く こと で 、 コ メデ ィ ー 要 
素 を 表現 し て いま す 。 


場面 か ら の キャ ラク ター デザ イン (3⑬ 

最後 は 少し 突飛 な 、 意外 性 の ある シー ン が 似合う キャ ラク ター 
を 考え て み ま し ょ う 。 王道 パタ ー ン だ け で は 漫然と し た 構成 と な っ 
て し まい ます 。 例え ば 出会っ て も いな い 、 初 め て 会 う 子 か ら 突然 ラ 
ブレ ター を 渡さ れ た り 、 見 知ら ぬ 女 の 子 た ち に 奪い 合い され た りす 
る …… と いう シチュ エー ショ ン は 王道 か ら 外 れ た も の に で きそう で 
す 。 その よう な 場面 が 物語 の 変わ り 目 に 演出 され る と 、 面白 いか 
も し れ ま せん 。 

また 、 こ の と き に ラブ レタ ー を 渡す 女の子 も デザ イン も し まし た 。 
少し 突飛 な こと を し て し まい そう な 女の子 の イメ ー ジ で す と 、 最近 
で は 姫 カッ ト の 子 で し ょ うか 。 また ロリ ー タ な 衣装 で す と より わか り 
や すい か も し れ ま せん ね 。 


スタ イル も よく 、 男 の 子 か ら の 受け の 良さ を イメ ー ジ し 
て み ま し た 。 前 髪 バ ッ ツ ン で 横 縛り と いう へ アー スタ イ 
ル は 、 良 家 の お 嬢 様 と いう 印象 も 足せ る か も し れ ま せん 。 


| LEB モブ キャ ラ も 大 事 な 要 素 


背景 や ちよ っ と し た シー ン に 出 て くる キャ ラク ター 
も 大 事 な 構成 要素 。 し つか り と デザ イン を する こと : 


で 、 世 界 観 や リア リ 
ティ を 出す と と が で 
きる 。 た だ 特徴 が あり 
すぎ な いよ う 、 モ ブ と 
| 一 目 で わか る モブ 感 
を だ す よ うに 心がけ 
| る と と も 大 切 だ 


Meouumn 多様 な 場面 想定 を し まし ょ う ! 


マン ガ を 描く 際 に 、 同じ パタ ー ン の シー ン ば か り 人 | 
で は 読者 に 飽き がき さて し まい ます 。 こ こ ぞ と いう 場面 に 

で は で きる だ け 興 味 を 引く よう な 舞台 を 考え 、 マン 
自体 に 狙っ た 効果 を 出し て いき まし ょ う 。 例え ば 、 
教室 で 真面目 な 話 を し て いる キャ ラク ター た ちがい 
た と し て 、 その 場所 が トイ レ に 変わ っ て いた ら ギ ャ グ 
マン ガ に な り ま す 。 その よう な ギャ ッ プ を 演出 する こ  - 
と も シー ン を 動か すこ と に 繋が り ま す 。 


ーーー- キ ーー 少年 マン ガ の 書き 方 編 


少年 マン ガ の 設計 図 
ネー ム を 作ろ う ! 


マン ガ を 作る 際 、 も っ と も 悩む で あろ う ネー ム 。 
どう セリ フ を いれ て いけ ば いい の か 、 
コマ 割り を どの よう に 配置 し て 見 せ て いけ ば いい の か 。 
と こ を マス ター レ 、 一 歩 先 の マン ガ を 描け る よう に な ろう 。 


ネー ム と は な に か | 


ネー ム と は マン ガ を 作る 上 で 
必要 に な る 設計 図 の こと で す 。 
内 容 や シナ リオ が で き あ が っ て 
いて も 、 そ の まま マン ガ に 落と 
し 込む こと は で きま せん 。 ネー 
ム で は 、 シ ナリ オ の と き に 決め 
た ペー ジ の 割り 振り を 念頭 に 、 
どの キャ ラク ター の どの セリ フ 
を 、 ど うい う コ マ 割 り に 当て は め 
て 演出 し て いく の か を 考え る 作 
業 で す 。 必要 で あれ ば シナ リオ 
で 考え た セリ フ な ども 変更 する 
こと も あり ます 。 


マン ガ の 流れ は 図 の よう 
に 、 ネ ー ム 一 線画 一 仕上 
げ と な り ま す 。 


COLUMN コマ 当り を 考え て み ま し ょ う 


コマ 割り を 考え る こと は 難し いで す 。 ま ず は 「 各 コマ の 大 き さ = 重 要 度 ] を 意識 し て み ま し ょ う 。 大 事 な コ マ (一 番 
見 せ た い コマ ) は 大 きく 、 コマ と コマ の つなぎ の コマ は 小さ く 、 と 考え る と 良い と 思い ます 。 その ペー ジ の すべ て の コマ 
に 、 重要 度 順に 番号 を 振っ て みる と 分 か りや すい か も し れ ま せん 。 ま た 、 で きれ ば マン ガ 全 体 を 意識 し て 、 各 ペ ー ジ 
の コマ の 大 き さ 配 分 に 気 を つけ て み ま し ょ う 。 マン ガ 全 体 で 一 番 見 せ た い コマ は 、 マン ガ 全 体 で 一 番 大 きく な っ て い 
る で し ょ うか ? 必ず 守ら な いと いけ な い ル ー ル で は あり ませ ん が 、 意 議 さ れ て いる と 、 マ ン ガ の 分 か りや すさ 、 読 みや 
すさ が アッ プ し ます 。 


= = | 


ネー ム の 下 準備 を する 


ネー ム を 描く 前 に 原稿 用 紙 の 準備 を し ま 
す 。 フ ァイル メニ ュー か ら 新規 を 選択 し 、 ダ イア 
ログ を 開き ます 。 作品 の 用 途 か ら コミ ッ ク を 選 2 og 
択 し 、 プ リセ ッ ト か ら 「A4 判 モノ クロ (600dpi)」 mcsO mw 
を 選択 し ます 。 人 WS Gts 


FETE. wteAk+S 
押下 の 形式 で 保 寺 (R) + 
重合 を 麺 信 し て 保存 (R) 2 
Kindie フ ォ ー マ ッ ト で 旦 2 
し ん り /』 4 


EO 


し エー 
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ネー ム を 構成 する 


ネー ム 作業 に 入り ます 。 シナ リオ 作成 まで シン PR 
の 工程 が 形 に な っ て いれ ば 、 ネー ム で は 作っ - < 

て お いた セリ フ を どう いっ た コマ 割り に 当て は 
め て いく か と いう 作業 と な り ます 。 ま た 、 こ の 段 
階 で 大 ま か な 構 図 も 考え て 描い て いき まし ょ 
う 。 で きる だ け 慣 れる まで 手 を か け て 作っ て い 
く こ と で 、 どの 作業 を 簡略 化 で き の か 、 効率 
的 に 動け る の か を 学ぶ こと が で きま す 。 
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トビ ラ で は 主人 公 を 中 心 に 、 女 
の 子 に 取り 囲ま れ て いる と いう 構 
図 に し まし た 。 スト ー リ ー の ジャ ン ル 
や 内 容 を それ と な く 読者 に 伝え 、 
想像 させ る こと が 狙い と な り ま す 。 


主 に 主人 公 を 紹介 する た め の 
ペー ジ で す 。 彼 の 「 容 姿 ] 特徴] 
「 名 前 」 「 目 的 ] を 見 せ 、 読者 に 興 
味 を 持っ て も ら う こと が 目的 と な り 
ます 。 冒頭 で 彼 「 平 林 均 ] が 女 の 
子 に モテ た いこ と を 神頼み する と 
いう 流れ を わか りや すく する た め 、 
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開始 場所 を 神社 と し まし た 。 ま た 話 
に 抑揚 を つけ る た め 、 絵 や コマ 割 
り 、 構図 を な る べく 変え る よう に し 
て あり ます 。 


コマ に 変化 を つけ る 


マン ガ に は 大 コマ 、 小 コマ や 寄り 引き と いっ た 「 コ マ 自 体 の 役割 」 に 変化 を 付け る テク : 
ニッ ク が ある 画面 を 構成 する 際 、 こ れ ら を 使い 多様 性 を 出せ る よう に 心がけ よう 。 ま た 、: 
キャ ラク ター を 上 魅 力 的 に 見 せ た い か ら と いっ て 寄り か つ 大 コマ ば か り 配 置 せ ず 、 状 況 を 」 
j わか りや すく する た め の 引き を いれ た り 、 シ ー ン の 繋が り が 不 自然 に な ら な いよ う 、 複 : 


主人 公 「 平 林 均 ] の キャ ラ 
クタ ー 像 が わか る よう 、 ド 頭 
に ぶち 抜き で 配置 し た 。 


「 平 林 均 ] が どこ に いる 
か を わか りや すく する た 
め 、 大 き 目 の コマ に 引き 


の 絵 を いれ て いる 。 


4 ペー ジ 最 初 の コマ が 、 この 短 
編 の 中 で 最初 の 「 み せ ] た い コ マ 
で す 。 ラブ コメ で は 特に 可愛 い 女 
の 子 を 強調 し て 魅せ ] た いと 思っ 
て いま す 。 読者 へ 特に 「 見 せ ] た い 
コマ は ペー ジ を めく っ た 最初 の コ 
マ に 持っ て くる の が 定石 な の で 、 こ 
の コマ を 4 ペー ジ の 一 番 初 め に す 


キャ ラク ター が ふた り 以 上 出 て くる 
シー ン で は 、 キ ャ ラク ター た ちの 位置 
関係 が きち ん と わか る よう に する こ 
と が 大 事 。 こ の コマ で は カメ ラ を 引い 
て 、 ふ た り の 位置 関係 が わか る よう に 
し て いる 。 


る こと に 気 を 配り まし た 。 


物語 を 作る 際 、 ど う 組 み 立 て る か が 大 切 に な り ま す 。 
「 起 承 転 結 ] や 「 序 破 急 ] と 言わ れ ま す が 、 今回 の マ 
ン ガ を 「 起 承 転 結 ] で 簡単 に 解説 し て みた いと 思い ます 。 

まず 「 起 ]、 事 の 起こ り は 「 平 林 均 ] が 神様 に お 祈り 
し 、 願い が 聞き 届け られ る と ころ で す 。 次 に 「 承 ] で は 起 
こっ た 出来 事 、 突然 可愛 い 女の子 と ぶつ か り 出 会 い 
を 得る こと と な り ます 。 そし て 次 々 に 女の子 た ちと の 事 
件 に 遭遇 し ます 。 「 転 ] で は どう な っ た の か を 描き ます 。 


Meorumn スト ー リ ー の 組み 立て 方 


次 々 に 女の子 に 出会い 、 好き だ と 告白 され ます 。 幸せ 
の 絶頂 の は ず で す が 、 突如 「 誰 と 付き 合う の か 」 と 迫 ら 
れ 追 いか け ま わ さ れ て し まい ます 。 「 結 ] で は 物語 の 絞 
め を 描き ます 。 逃 げた 先 で 、 好き だ と 追い か け て きた 女 
の 子 が 運転 する トラ ッ ク に 略 か れ て し まい 、「 平 林 均 ] 
が 死ん で し まう 。 と いう オチ で 終わ り ま す 。 

この よう に 段階 を 踏ん で 物語 を 作る こと で 、 読者 に 
飽き られ な い 話 を 作る こと が で きる の で す 。 
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坪 の 紀 


5・7 ペー ジ 目 

4 ペー ジ の 流れ を 受け て 、 ラス ト ま で の 流 
れ を 作る ペー ジ で す 。 重視 し た こと は 前 ペー 
ジ と 同じ で 、 鍵 と な る コマ を いか に 「 め くり ] に 
持っ て くる か で す 。 むし ろ 「 め くぐり] に 来る コマ 
を 先 に 配置 し て 、 残り の 内 容 を 詰め て いっ た 
と 言う ほう が 正しい か も し れ ま せん 。 また スト ー 
リー の 転機 を 強調 する た め に 、6 ペー ジ 目 の 
3 コマ 目 の 枠 線 を 省 い て いま す 。 こ こ か ら 話 の 
「 流 れ が 変わ る ] こと を 表現 する た めで す 。 
この コマ で 「 フ キダ シ の 位置 で キャ ラク ター 
配置 を 表す] と いう こと ゃ 意識 し て いま す 。「 平 
林 均 ] が 背後 か ら 声 を か けら れ た こと を わか 
りや すく する た め 、 絵 的 に 彼 の 背後 に セリ フ 
を 配置 し て いま す 。 こう する こと で 、 話 し か け て 
いる キャ ラク ター が 実際 に 描か れ て いな く て 
も 、 位 置 関係 が 一 目 瞭 然 と な り ます 。 


オチ に な る ペー ジ で す 。 こ こ で も 「 め くり ] を 
意識 し 、 女の子 が 運転 する トラ ッ ク が 迫っ て く 
る シー ン を 最初 の コマ て に し て いま す 。 オチ は で 
きる だ け コ メデ ィ ー 調 に し た か っ た の で 、 実際 
に 接 ね られ る シー ン は 描か ず に 、 主人 公 が 死 
ん で し まっ た こと が わか る よう 、 遺影 で 終わ り 
に し まし た 。 


本 スト ー リ ー の オチ と な る コ 
マ 。 状 況 が わか る よう に キャ ラ 
クタ ー は 全身 を 入れ 、 構 図 と 


し て は 引き 気味 に し て いる 。 


設計 図 の 清書 電 
下 描き を し よう ! 


ネー ム ま で 作れ た ら 、 さ っ そく 下 描き に うつ ろう 。 
ネー ム ま で が マン ガ の 土台 を 作る 作業 だ と し た ら 、 
下 描き は 骨組 み を 組み 立て て いく 工程 。 
見 栄え する マン ガ に し た いな ら 、 手 を 抜か ず に 作業 し よう ! 


ネー ム と 下書き の 違い | 


ネー ム は 、 文字 に 書き 起こ し た シナ 7 ネー ム は ラフ に 描い て か まい ませ ん が 、 下 
リオ の 配置 を 記し た 設計 図 で し た 。 AN 『 描き は し っ か り と 線画 の クリ ン ナ ッ プ し て 


下 描き で は ネー ム を 清書 する だ け で な SM 
く マン ガ と し て 「 将 せ る ] も の へ 修正 

を 加え て いき ます 。 例え ば 今回 の トビ 
ラ で す が 、 ネ ー ム で は 主人 公 を 右 向 
き に 描い て いま し た が 、 左向き に 描き 
直し て いま す 。 こ れ は 読者 が 読む と き 
に 右 に ペー ジ を めく る た め 、 主人 公 の 
動き や 目線 を めく る 方 向 (小口 側 ) に 
向け る こと で 、 自然 な 視線 誘導 に な る 
よう 意図 し て いま す 。 この よう に ネー ム 
段階 で 、 今ひとつ な 点 や お か し な 点 
が あれ ば 下 描 き で 直し まし ょ う 。 


PT 慣れ な いう ち は 丁 寧 に ( に 


本 来 で す と 、 下 描き を 丁寧 に し すぎ る こと は 時 間 の ロス 
に つなが る た め 、 あま りお 勧め し ませ ん 。 それ は ペン 入れ 
で も 同じ よう に 線 の クリ ン ナ ッ プ を する た め 、 重複 作業 と 
な っ て し まい 時 間 の ロス が 大 きく な る か ら で す 。 で す が 、 
慣れ な いう ち は 下 描き を 丁寧 に 描い て お く こ と で 、 ペン 
入れ で の ミス を 減ら すこ と が で きま す 。 その た め 「 マ ン ガ 
を 描く ] こと に 慣れ る まで は 、 で きる だ け 丁 寧 に 下書き を 
描く こと を 心がけ て くだ さい 。 
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下 描き を する た め の 準 備 を 行っ 
て いき た いと 思い ます 。 まず は ネー 
ム を トレ ス で きる よう レイ ヤー を 分 
け 、 ネー ム を アタ リ に で きる よう 、 線 
の 色 や 濃 さ を 変更 し まし ょ う 。 

まず ネー ム の 線 色 を 変更 し ま 
す 。 レイヤー (もしくは フォ ル ダ ) を 
選択 し た 状態 で 、 レ イヤ ー プ ロ パ 
ティ か ら 「 効 果 ] に ある レイ ヤー カ 
ラー を オン に し て くだ さい 。 選択 し 
て いる レイ ヤー の 色 が 設定 され た 色 
(デフ ォ ル ト で は 水色 ) に な り ま す 。 
色 は 任意 で 変更 で きま す 。 

次 に ネー ム の 透明 度 を 変更 し 
ます 。 レイ ヤー ウィ ンド ウ の 中 に あ 
る 不透明 度 の バー を スラ イド する 
か 、 直接 数 値 を 入力 すれ ば レイ 
ヤー の 透明 度 が 変更 で きま す 。 こ 
こ で は 30% に 指定 し て いま す 。 す 
る と 、 ネーム が 水色 で 薄く 表示 され 
て 、 ネ ー ム を な ぞ り や すく な り ま し た 。 


・ 不 透明 度 変更 


叶 | 芸 レ ィ ャ - eA | 
通常 ェ 1 30 >| 
= 較 間 全休 | 


ー| | 100% 通常 


不透明 度 の 変更 まで 終わ っ 
た ら 、 レ イヤ ー を 下 描き レ 
イヤ ー に 変更 し まし ょ う 。 
そう する と 、 変 更 し た レイ 
ヤー で は 線 を 描き 足せ な く 
な く な り ま す 。 


コマ の クリ ン ナ ッ プ 


下 描き の 段階 で コマ を 確定 し て いき ます 。 
CLIP STUDIO PAINT EX の コマ 枠 作成 
機能 を 使っ て 作っ て いき まし ょ う 。 

レイ ヤー か ら 新規 レイ ヤー を 選び 、 コ マ 枠 
フォ ル ダ を 選択 し ます 。 次 に 枠 の 太 さ を 決 め 
ます 。 今回 は 15px と し て いま す 。 また ペー ジ 
構成 が 見 開き の 場合 、 コ マ 枠 フ チル ダダ イア 
ログ 内 の 左 ペ ー ジ 、 右 ペ ー ジ に チェ ッ ク を 入 
れ て くだ さい 。 チェ ッ ク を いれ て お け ば 、 両 ペー 
ジ 同 じ 太 さ で 線 が 描画 され ます 。 

コマ 枠 が で きた ら ネ ー ム の 枠 線 に 沿っ て カッ 
ト し ます 。 図形 ツー ル の コマ 枠 か ら 枠 線 分 割 
を 選び ます 。 枠 線 の 間隔 は 、 枠 線 分 割 ツー 
ル の プロ パテ ィ か ら 変 更 し まし ょ う 。 今回 は 左 
右 の 間隔 を 30、 上 下 の 間隔 を 130 と し て いま 
す 。 枠 線 分 割 ツ ー ル を 選択 し た 状態 で 、 コ マ 
枠 の 線 を ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る と 、 その 方 向 
に 応じ て コマ 枠 を カッ ト で きま す 。 平行 や 垂直 
に 分 割 し た い 場 合 は 、Shit] を 押し な が ら ド ラッ 
グ し て くだ さい 。 

以上 の 処理 が 終わ っ た ら 、 コマ の ラス タラ 
イズ を か け て いき ます 。 コマ 枠 フ ォ ル ダ を 右 ク 
リッ ク し 、 表示 され る 項目 か ら ラ スタ ライ ズ を 選 
ん で くだ さい 。 ラス タラ イズ を し て 、 コマ 枠 を 画 
像 レイ ヤー 化す る こと で レイ ヤー 構造 を 簡素 
化 で きま す 。 


で m コ < フォ ルター 加 | 意図 的 に コマ の 枠 線 に 
を WO0 1 に 1 強弱 を つけ た い 場 合 
A Fear きれ | は 、 別 途 ベ ン ツ ー ル な 


PAN ど を 使い コマ 割り を し 


en] う 
上 レ な っ 6 っ w] ー | まし ょ う 。 


枠 線 の ラス タラ イズ で 
構造 を 簡素 化す る だ け 
で な く 、 デ ー タ 容量 も 軽 
くす る こと が で きま す 。 
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ネー ム ト レ ス 前 に 


下 描き は ネー ム の イラ スト を 参 
考 に し て 描い て いく た め 、 ネー ム の 
絵 や 位置 、 大 き さ を 調整 し て いき ま 
す 。 ま た 、 この と き 不要 な コマ 枠 は 
消去 し て お きま し ょ う 。 選択 ツー ル 
で 消去 する コマ 枠 を 選択 し 、「 編 
集 ] か ら 「 消 去 」 を 選び 消し て くだ 
さい 。 

ネー ム の 構図 や 位置 を 調整 す 
る と き は 選択 ツー ル で 調整 し た い 
範囲 を 選択 し 、 レイ ヤー 移動 ツー 
ル を 使い 、 ネー ム を 修正 し て いき 
まし ょ う 。 大 き さ や 角度 を 変更 する 
際 は 選択 ツー ル で 範囲 を 指定 し 、 
「 編 集 ] メニ ュー か ら 「 変 形 ] を 選 一 
び 拡 大 縮小 や 回 転 を 使い 、 位置 
や 角度 、 大 き さ を 整え ます 。 


コマ 


@② 下 書き 用 に 位置 調整 


枠 消去 


で で で ( 画 


| 枠 線 を と る こと で シー ン に 窮屈 さ が な く な り 、 話 の 
流れ が スム ー ズ に 進行 する よう に な り ま し た 。 


主人 公 の 位置 を 修正 し て いき ます 。 
ネー ム で は 中 央 寄り で し た が 、 今 少 


し 端 に 寄せ た ほう が いい と 思い まし 


た の で 、 小 口 側 に 移動 させ て いま す 。 


Meorumn タチ キリ の 用 途 


コマ に 変化 を 付け る 際 、 仕上 が り 線 か ら 外 枠 
まで イラ スト を 描く こと が あり ます 。 これ を タチ キリ 
と 言い ます 。 タチ キリ は 迫力 を 出し た いと き や 物 
語 の 変化 が 訪れ る コマ で 使用 する と 効果 的 で 
す 。 タチ キリ を 作成 する 際 は 「 操 作 ] ツー ル か ら 
オブ ジェ クト を 選択 、 す る と 編集 用 の ハン ドル が 
コマ 枠 フォ ル ダ ー に 表示 され ます 。 表示 され た 黄 
色 い 三 角 を クリ ッ ク す る と 、 その 方 向 に 枠 線 が 広 
が り ま す 。 そこ で 調整 が 可能 で す 。 


ーー 


下 描 き レ イヤ ー を 作成 する 


下 描き を する に あたり 、 ま ず は 下 描き 用 の レ 
イヤ ー を 作り まし ょ う 。 「 レ イヤ ー」 か ら 新規 レイ 
ヤー を 選び 、 ラ スタ ー レ イヤ ー を 作成 し ます 。 
レイ ヤー を 右 ク リッ ク し 、 レイヤー 設定 ] か ら 
「 下 書き レイ ヤー」 を 選択 し ます 。 下 描き レイ 
ヤー に 設定 し て お く と 自動 選択 ツー ル な ど を 
使う 際 、 その レイ ヤー は 選択 され な い の で 、 い 
ろ い ろ な ミス を 防ぐ こと が で きま す 。 

また 、 私 は ここ で 下 描き レイ ヤー の 表現 色 
を グレ ー に 変更 し て いま す 。 レイ ヤー プロ パ 
ティ か ら 表 現 色 で グレ ー を 選択 し て くだ さい 。 
デフ ォ ル ト で は モノ クロ で す が グ レー の ほう が 
描き や すい た め 変 更 し て いま す 。 
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モノ クロ と グレ ー の 違い 


| モノ クロ で は アン チエ イリ アス が な く 、 ド ッ ト 絵 の よう 
| な 仕上 が り に な っ て し まう 。 そ こ で グレ ー に 変更 する こ 
| と で 濃淡 や 入り 抜き で 表現 の 幅 を 広げ る こと が 可能 と 

な る 。 


実際 に 下 描き を する | 


準備 が 終わ っ た ら 、 下 描き を 始め ます 。 使 
用 する ツー ル は 「 鉛 筆 」 ツー ル で す 。 ネ ー ム の 
イラ スト を 参考 に し な が ら 描い て いき ます 。 こ 
の と き 、 セリ フ 部 分 は レイ ヤー を 分 けつ つ 、 レ 
イヤ ー カ ラー を 変更 し まし た 。 こう する と 、 わか 
りや すく 、 か つ 見 や すく な り ま す 。 


mn 


下 描き の 段階 で 、 で きる だ け 細 か く 
作画 し て いき まし よう 。 
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下 描き の 際 に 大 きく 描き すぎ て し まっ た 場 
合 、「 拡 大 縮小 機能 を 使用 し て 調整 する こ 
と が で きま す 。 例 と し て トビ ラ の 主人 公 の 顔 を 
ネー ム 時 の 大 き さ で 描い て し まい まし た が 、 こ 
の まま で す と ペー ジ の な か で 主人 公 の 占め る 
割合 が 大 きく な りす ぎ て し まい ます 。 今回 は ラ 
ブ コ メ で す の で 、 女の子 を 大 きく し た いた め 、 
「 平 林 均 ] に は 我慢 し て も らい まし ょ う ( 笑 )。 

主人 公 を 作画 し た レイ ヤー を 選択 し ます 。 
次 に 「 編 集 ] メニ ュー か ら 「 変 形 ] を 選び 、「 拡 
大 ・ 縮 小 ・ 回 転 」 を 選択 し て くだ さい 。 す る と レ 
イヤ ー に ボッ クス 型 の ハン ドル が 表示 され ま 
す 。 その 支点 の ひと つ を 選択 し 、 内 側 に 押し 
込む と 絵 が 縮小 され ます 。 逆 に 、 外側 へ 引っ 
張る と 拡大 され ます の で 覚え て お きま し ょ う 。 


バラ ンス 調整 


ネー ム の と き は ラフ で 描い て いる た め 、 バ ラン 
j ス が と れ て な い 場 合 が 多々 ある 。 下 描き で 絵 の 
パラ ンス を 修正 し て いこ う 。 こ と で し っ か り 描 

いて お け ば 、 ベ ン 入 れ の と き は 線 を 引く と と に 
注力 する こと が で きる 。 


下 描き テク ニッ ク 拡大 縮小 


の レイ ヤー) REG) 


7) 


omo a 
sv-o ec 
Won 


TO 


YR) 


PD ace. 
I aN ET 

mmaz) R 

RA | 

waar tae aso SRT 

Fr TR の 


= ょ TWmW. 
キャ ジン (の RW 
キャ ン (まま を 本 ( 


=epe2uz0 R 


cetmaro J 
拡大 ・ 縮 小 は 、 背 景 な どの 作画 で も 利用 で きま す 。 大 
きく 描き すぎ た と き は 消さ ず に ます 「 編 集 」 メ ニュ ー 
か ら 「 拡 大 ・ 縮 小 ・ 回 転 」 を 選び 、 調 整 し て み ま し よう 。 


下 描き テク ニッ ク 左右 反転 | 


作画 を する 際 、 キャ ラク ター の 向き に よっ て 
描き に くい こと が ある と 思い ます 。 で きれ ば 描 
きやすい 方 向 で 描き た いと ころ で す 。 そこ で 
CLIP STUDIO PAINT EX の 機能 を 使い 、 
描き や すい 向き で キャ ラク ター を 描い きま し よう 。 

「 平 林 均 ] の 右 横 顔 を 描い て いき ます 。 「 表 
示 」 メニ ュー か ら 「 回 転 ・ 反 転 ] を 選び 、 左 右 反 
転 を チェ ッ ク す れ ば 、 原稿 用 紙 が 垂直 方 向 に 
反転 し ます 。 反転 し た ら 右 向き を 描く コマ に 左 
向き で 「 平 林 均 ] を 描い て いき ます 。 描 き 終わ っ 
た ら 、 先ほど チェ ッ ク を 入れ た 左右 反転 を 解除 
し ます 。 する と 、 左向き で 描い た 平林 均 ] が 
右向き に 戻り まし た 。 この よう に 描き に くい も の 
が あれ ば 、 左 右 反転 を 使い 、 得意 な 向き で 描く 
の も テク ニッ ク の ひと つ で す 。 


で ーー | 


に \ 


2 | SI 
横顔 が 一 方 向 か ら で な いと 上 手 く 描け な いと 
いう 場合 、 左 右 反転 を 使う こと で 無理 な く 作 
画す る こと が で きま す 。 
ナビ ゲー ター の 下 に ある チェ ッ ク ボ ックス か 
ら で も 左右 反転 は で きま す 。 


を 見 つけ る こと も で きま す の で 、 注 意 し て みて み ま し よう 。 


描き や すい 向き で 描く こと で 、 絵 自体 の クオ リティ も 上 げ る こと 


が で きま す 。 で も 左右 両方 か ら も 描け り る よう 心がけ まし ょ う 。 
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下 描き テク ニッ ク 複合 テク 


左右 反転 や 回 転 させ て 作画 を する テク ニッ 
ク は 組み 合わ せる こと で 、 作画 の 幅 を 広げ る こ 
と が で きま す 。 女の子 と ぶつ か る シー ン で は 、 
上 記 ふ た つの 方 法 を 組み 合わ せる こと で 作画 
クオ リティ を 上 げ て いま す 。 

まず は 女の子 を 描い て いき ます 。 だ いた い 描 
き 終わ っ た と ころ で 、 主 人 公 を 描い て いき ます 。 
女の子 と 対面 し て いる た め 、 右向き で 描か ね ば 
な ら ず 、 左 向き で 描く こと が 得意 な 私 と し て は 、 
「 左 右 反 転 」 を 使い まし た 。 また 、 な な め の 状 
態 で 作画 する より で きる だ け 顔 を 縦 に し た 状態 
で 描い て いく ほう が バラ ンス が 取れ る の で 、「 回 
転 ] も 加え て いき ます 。 身体 な ど 描き や すい 状 
態 に する た め 、 都 度 原稿 用 紙 を 回 転 さ せ て み ま 
し ょ う 。 描き 終わ っ た ら 左 右 反転 を 解除 し 、 人 物 
パラ ンス を チェ ッ ク し て みて くだ さい 。 


$ 


A 


女の子 を 描い て し まい ます 。 キ ャ ラク ター が 絡み あう よう な 場合 、 
コマ の メイ ン と な る キャ ラク ター を 先 に 描い て し まっ た ほう が 


楽に な り ま す 。 


キャ ラク ター が 重なっ て いる 作画 は 難し いで す 。 で きる だ け 
簡単 に 描く た め に 、 左 右 反転 や 回 転 を 使っ て み ま し ょ う 。 


で か まい ませ ん 。 


学 


重なり 合う 主人 公 の アタ リ を 取っ て いき ます 。 こ と の と き は 大 ま か 


ーー ご 


アタ リ か ら 主 人 公 の 詳細 な 形 を 描い て いき ます 。 か な り パ ー ス の 
効い た 作画 に な る た め 、 原 稿 を 動か し な が ら 描 いて いく と 多少 朱 


に 描く こと が で きま す 。 


ーー 


下 描 き テ クニ ッ ク 回 転 


私 の 場合 、 イラ スト の 内 容 に 合わ 
せ て コマ の 形 や イラ スト の 向き を 変 
えて いき ます 。 台形 な どの 変形 し た 
コマ を 使用 する こと で 、 勢い を 出す 
こと が あり ます が 、 今回 コマ は 長 方 
形 の まま で 、 な な め に 描き まし た 。 
この まま の 角度 描く の は 不便 で す の 
で 、 調整 し まし ょ う 。 「 表 示 ] メニ ュー 
か ら 「 回 転 ・ 反 転 ] を 選び 、 右 回 転 
か 左 回 転 を 選択 し ます 。1 回 ご と に 
15 度 ずつ 回 転 し ます の で 、 ちょ うど 
いい 角度 に し て いき ます 。 今回 は 45 
ご と に 調整 し まし た 。 その 状態 で 作 
画 に 入れ ば 、 キャ ラク ター を 正面 に 
提 え て 描く こと が で きま す 。 

また 、 主人 公 を 略 く トラ ッ ク の よう 
な 無機 物 を 描く 際 、 私 は で きる だ け 
左右 対称 に な る よう に 描い て いま 
す 。 な お 、 原稿 用 紙 を 回 転 さ せる と 
き は 、 どこ が 中 心 と な っ て いる の か を 
気 を 付け て 作画 する こと が 大 切 で す 。 


⑩ ナナ メ コ マ 


セリ フ も な な め に 配置 する 
て と と で 、 勢 い を 出し て いま 
す 。 


トラ ッ ク な ど を 描く と き は 、 ち ゃ ん と 
左右 対称 に な っ て いる か が か 気 を 付け て 


作画 し まし ょ う 。 


キャ ラク ター は 、 な る べく 正 対 させ て 
描い た ほう が バラ ンス が と りや すい 
で す 。 


K 
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こう や Lesson 


黒い 線 は マン ガ の 顔 
ベン 入れ を し よう ! 


モノ クロ マン ガ で は 、 し っ つかり と し た 線 で 描く こと が 
マン ガ に 命 を 吹き 込 お 作業 ! 
ペン 入れ の クオ リティ が 、 読 者 に 好い て も ら える 作品 か を 左右 する ぞ 。 


ペン 入れ は 、 下 描き で 描い た 線 
を な ぞ り な が ら 、 本番 用 の は っ きり SN 
と し た 線 を 描い て いく こと で す 。 ¢ 
な ぜ ペ ン を 入れ る の か 、 みな さ ヵ KN 
ん 気 に な る と 思い ます 。 正直 、 下 SN 
描き で 線 が クリ ン ナ ッ プ され て い | 
る な ら 、 特に デジ タル 場合 は ペン | | 
を 入れ る 必要 は あり ませ ん 。 それ だ た 
で も ペン を 入れ な けれ ば な ら な い 2 
理由 一 一 それ は ペン を 入れ る こと / 
が 、 キ ャ ラク ター た ち に 命 を 吹き | 
込ん で いく 作業 だ か ら だ と 私 は 考 
えて いま す 。 し っ か り と し た 線 で 描 
か れ た キャ ラク ター を 見 る と 、「 描 
いて よかっ た ……」 と 思え る 、 それ 
が ペン 入れ 、 ひい て は マン ガ を 描 
く 醍醐味 の ひと つ だ と 思い ます 。 


ペン 入れ の 前 に 


ペン 入れ に は 、「 ペン] ツー ル の G ペ ン を 使い ま 
す 。 設定 は ブラ シ サ イズ 「15」、 手 ブ レ 補正 「0] と 


し て いま す 。G ペ ン は さま ざま な 線 種 を 引け る 万 能 
ペン で す が 、 使い た て は 線 の 太 さ が 一 定 に な ら な 
いた め 、 扱 いき る に は 練習 が 必要 と な り ま す 。 

使用 する ペン の 設定 が 終わ っ た ら 、 ペン 入れ 用 
の レイ ヤー を 作成 し ます 。 この レイ ヤー に 特別 な 設 
定 は 必要 あり ませ ん の で 、 名 前 を 付け て わか りや す 
くし て お きま し ょ う 。 


レイ ヤー は キャ ラク ター や コマ ご と に 作っ 
て お く と 、 後 で 修正 する 際 に 楽に な り ます 。 
た だ し 、 レ イヤ ー の 数 が 多く な る と 把握 が 
大 変 に な た り ま す の で 、 フ ォ ル ダー ご と に 分 
け て お く と いい で し よ ょ う 。 


キャ ラク ター に ペン 入れ する 


ブラ シン サイ ズ 昧 響 元 設定 
3 


EE 100W K 平 類 き 生井 


ベン の 設定 に は ブラ シ サ イズ や 手 ブ レ 補 正 の 
ほか に 、 筆 圧 感知 な ど が あり ます 。 描 く 際 の ブ 
ラ シ サ イズ に 影響 が 出る の で 、 自 分 の 好み に 合 
貞 わせ て カス タマ イズ し まし ょ う 。 


100% 3 
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下 準備 が 終わ っ た ら 、 実際 に キャ ラク ター へ 
ペン を 入れ て いき まし ょ う 。 下 描き を な ぞ り な が 
ら ペ ン を 入れ て いき ます が 、 あま り 下 描き の 線 
に 囚われ すぎ な いよ う 、 気 を つけ 、 全体 を 見 な 
が ら 描 く こ と が 大 切 で す 。 描き に くい と き は 原稿 
用 紙 を 拡大 し た り 、 回 転 させ た り し て み ま し ょ う 。 


ーッ ーー ペー 選択 
範囲 で 塗り つぶ す 範 囲 を 作成 し 、 塗 りつ ぶし ツー ル を 
使用 し 塗っ て いき まし ょ う 。 
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寺前 日 


- 


白 ヌ キ の 作成 


キャ ラク ター が 、 ほか の キャ ラク ター や 背景 に 重なる 
と 、 見 づら く な り ます 。 この よう な と き は 、 周囲 を 白く フチ ド 
リ し て 、 重 な っ た 部 分 を わか りや すく し まし ょ う 。 そ の 作業 を 


「 自 ヌキ 」 と 言い ます 。 


@ 選 択 範囲 の スト ッ ク 


ER(O フィ ウー09 フィ ッ 
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クイ ッ ク マス ク (G) 
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選択 範囲 が で きた ら 「 選 択 範囲 レイ ヤー」 を 作成 し まし ょ う 。 
この レイ ヤー は 選択 範囲 を レイ ヤー と し て 保存 する も の で 、 
ファ イル を 閉じ て し まっ て も 、 同 じ 選 択 範囲 を あと か ら 読 

込む こと が で きま す 。 選 択 範囲 が 選択 され た 状態 で 、「 選 
択 範囲 ] メ ニュ ー か ら 「 選 択 範囲 を スト ッ ク 」 を 選び ます 。 す 
る と 新しい レイ ヤー が 作成 され 、 選 択 範囲 は レイ ヤー と し 
て スト ッ ク さ れ ま す 。 こ の よう な 抽出 し た レイ ヤー を 複数 
作る 場合 は 、 わ か りや すい よう フォ ル ダ に まとめ て お きま 
し ょ う 。 


選択 範囲 を 投げ な わ で 作成 


還 EE 


PT ETC 


白 ヌ キ を する に は 、 ま すず 「 選 択 範囲 」 ツ ー ル か ら 「 投 げ な わ 」 
選択 を 選び ます 。 大 雑 把 で か まい ませ ん の で 、 キ ャ ラ の 周り 
を 選択 し て いき ます 。 と の と き 枠 線 や フキ ダシ な ど と 邪魔 に 
な る レイ ヤー は 一 時 的 に 非 表 示 に し まし ょ う 。 次 に 「 自 動 選 
択 ] ツ ー ル を 選び 、Alt キ ー を 押し な が ら 白 ヌキ し た い キ ャ 
ラク ター 以外 の 部 分 を クリ ッ ク す る と 、 キ ャ ラク ター 以外 
の 部 分 が 省 か れ 、 キ ャ ラ の み が 選 択 さ れ た 状態 に な り ます 。 


の 白 フ チ の 整形 。 


これ で 選択 範囲 の 周囲 が び 白 で フチ 取り され まし た 。 髪 の 毛 
な ど 、 先 の と が っ た 部 分 の フチ は 端 が 丸く な っ て いる の で 、 
ベン や 消し ゴム ツー ル を 使っ て 突 ら せま し ょ う 。 


話 。 
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作成 し た 選択 範囲 を 使っ て 白 フ チ 
を 作り ます 。 選 択 範囲 レイ ヤー を 右 
クリ ッ ク し 、 そ こ か ら 選 択 範囲 作成 
を 選び ます 。 す る と 選択 範囲 レイ 
ヤー が 選択 範囲 化 さ れ ます 。 描 画 
色 を 白 に し 、「 編 集 ] か ら 「 選 択 範囲 
の フチ 取り 」 を 選び ます 。 外 側 に 措 
画 に チェ ッ ク を 入れ 、 フ チ の 太 さ を 
「15」 px に 設定 し ます 。 


ーー 


ーー 


フキ ダシ に ペン 入れ する | 


フキ ダシ に ペン を 入れ て いき た いと 思い ま 
す 。 ま ず は ペン を 入れ や すい よう 、 下 描き の 不 
透明 度 を 変更 し て お きま し ょ う 。 「 下 書き ] フォ 
ル ダ ー を 選択 し 、 不透明 度 の スラ イド バー で 
好み の 数 値 に 調整 し ます 。 今回 は 30% に 設 
定 し まし た 。 

さて 、 実 際 に フキ ダシ を 作成 する の で す が 、 
フキ ダシ の 形 に よっ て 使用 する ツー ル を 変え 
る と 効率 が 上 げ ら れ ま す 。 よく マン ガ に 使わ れ 
る 雲 形 の フキ ダシ は ペン ツー ル を 使用 し 、 フ 
リー ハン ド で 描い て いき ます 。 モノ ロー グ で 使 
用 する よう な 長方形 の フキ ダシ は 、 図形 ツー 
ル を 使用 する と 簡単 に 作成 で きま す 。 また 正 
円 や 椿 円 の フキ ダシ を 作る 際 は 、 定規 ツー ル 
を 使用 する と 簡単 に 作成 で きま す 。 


[回 珍 ツ ー ル | 


フキ ダシ 内 を 白く 、 下 描き が 見 
えな いよ うに する に は 、 フ キダ 
シ の 内 側 を 選択 範囲 で 囲み 、 範 
囲 内 を 「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 
白 に 塗り つぶ す と 簡単 で す 。 


不透明 度 の 変更 


少年 マン ガ の 書き 方 編 


086 


EE 


プア coLuwn 呑 
多用 な フキ ダシ の 作画 法 


CLIP STUDIO PAINT EX で は 、 フキ ダシ を 手軽 に 
作れ る 機能 が 多数 あり ます 。 そこ で 、 その 例 を 挙げ て み 
た いと 思い ます 。 


定規 ツー ル を 使用 する と 、 連 続 し た 本 円 形 フ キダ シ な ど を 綺 麗 に 
描画 する こと が で きま す 。 使 いこ な せれ ば 全体 を きれ い に 見 せる 
と と が で きま す の で 、 ぜ ひ 使 っ て みて くだ さい 。 


図形 ツー ル 


モノ ロー グ な ど で 使 用 する 長方形 の フキ ダシ は 、 | ツー ル を 
使っ て 描画 し ます 。「 図 形 ] ツ ー ル か ら 「 長 方 形 ] を 選択 し て くだ さ 
い 。 長 方 形 を 描き た い 場 所 を クリ ッ ク し 、 ド ラッ グ す る こと て 大 
き さ を 確定 し ます 。 ふ た つの 長方形 が くっ つい た 形 の フキ ダシ で 
は 、 い っ た ん 別々 の レイ ヤー に 分 け て 描き ます 。 次 に それ ぞ れ の 
長方形 の 内 部 を 「 自 動 選択 」 ツ ー ル で 選択 し 、 レ イヤ ー を 統合 し ま 
す 。 最 後に 「 編 集 ]」 メ ニュ ー か ら 「 消 去 ] を 選び 、 重 な っ た 部 分 を 消 
去 すれ ば 完了 で す 。 


@ ペ ン ツ ー ル r \ 


eae he i 

通常 の 会 話 な ど に 使わ れる 雲 型 の フキ ダシ は ベン ツー ル を 使用 
し 、 フ リー ハン ド で 作画 し ます 。 こ と の と き 使 用 する の は 、 一 定 の 
太 さ の 線 が 引き や すい カブ ラベ ン で す 。 余 談 と な り ま す が 、 コ メ 
ディ の 場合 、 フ キダ シ の 線 に あま り 強 弱 を つけ な い ほ う が コ ミカ 
ル さ が 出る と 思い ます 。 ま た アク ショ ン で は 強弱 を つけ る こと で 
勢い が 、 シ リア ス で は 線 を 細く 書く こと で 緊迫 感 が 生ま れ ま す 。 
フキ ダシ の 線 は マン ガ の ジャ ン ル や シー ン に より 使い 分 ける と 
良い で し ょ う 。 


が corumn 年 


ペン に よる 


CLIP STUDIO PAINT EX に は 、 多数 の ペン 先 が 搭 
載 さ れ て いま す 。 ペ ン 先 に よっ て 描き 味 や 特性 が 違っ て お 
り 、 描 くも の に よっ て 使い 分 け て いく と いい で し ょ う 。 私 は 、 
主 に G ペ ン と カブ ラペ ン を 使っ て 描い て いま す 。 この ふた 
つ は 私 独自 の 設定 を し て いま す の で 、 自分 な り の ペン 先 
を 作る と き の 参考 に し て みて くだ さい 。 

そもそも ペン 先 を 変え る と どう 違っ て くる の か 、 気 に な る 
と ころ だ と 思い ます 。 そこ で 、 今回 は 代表 的 な ペン 先 3 種 
の 違い を 描い て み ま し た 。 


男 | 0w ツー ルフ ロティ カフ ラン] 目 : 


プシ 9 イズ 


不通 月 


カブ ラペ ベン | 
| 手 ブ し 補 正 ょ 


カブ ラベ ン で す が 、 こ ちら は 変化 を あま り 付 けず に 線 が 引け ます 。 
慣れ て いな い 人 で も 使い や すい ベン で し ょ よう 。 た だ 線 の 強弱 が 大 
きく で な いた め 、 メ リハ リ を つけ に くい の が 難点 だ と 思い ます 。 


ペン の 入り 抜き 


マン ガ を 見 た と き 、 キ ャ ラク ター の 髪の毛 な 
ど が 綺麗 に 感じ ゃ る と と が ある が 、 そ れ は 線 の 
形 が 美しい か ら 。 入 り 方 と 終わ り 方 が 「 ス ッ ]」 
と し て いる 線 は 生き た 線 と 言わ れる 。 そ の よ 


うな 線 を 引く に は 思い 切り よく 、「 シ ャ ッ ]」 と 線 
を 引く と 良い だ ろう 。 


特性 の 違い 


ルプ ロバ ティ [oc ペン 2 | 


G ペ ベン は 細い 線 か ら 太い 線 まで 変化 が つけ や すく 、 い ろ い ろ な 表 
現に 柔軟 に 応え て くれ る ペン で す 。 た だ 力 加減 が 難し く 、 筆 圧 が 高 
い 方 は 注意 が 必要 で し よう 。 


ルプ ロバ ティ [ペン ] | 


VE | "| 


細く 綺麗 な 線 を 引き や すい の が 丸 ベ ン で す 。 一 般 的 な 用 途 で は 、 
キャ ラク ター の 髪の毛 や 背景 、 小 道具 の ベン 入れ に 使わ れる こと 
が 多い で す 。 丸 ベン は 太い 線 は 引け ませ ん が 、 線 の 強弱 を 出す と と 
が で きる た め 、 用 途 は 広い と 思い ます 。 


[ee [mt] 
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還 に CO】 


コマ 内 に 密度 を 持た せる 
育 景 を 描い て いこ う 


マン ガ の 読み 応え は 背景 に あり ! 
キャ ラク ター た ち が ど こ で 、 な に を し て いる の か を 伝え 、 
自分 が 生み 出し た キャ ラク ター が 
住む 世界 を 描こ う 。 


な ぜ 背 景 を 描く の か 


背景 を 描か な く て も マン ガ は 成立 する の で 
は ? と 思う 方 も いる と 思い ます が 、 背景 を 描 
く こ と で より わか りや すい マン ガ に 仕上 げ ら れ 
ます 。 キャ ラク ター た ちがい る 場所 、 そし て 影 
の つけ 方 な どか ら 時 間 が わか る と 、 登場 人 物 
た ちの 行動 が より リア ル に 感じ られ 、 読者 が 
キャ ラク ター に 感情 移入 し や すく な り ます 。 背 
景 を 描く こと は 地味 な 作業 で つら いか も し れ ま 
せん が 、 読み 手 が わ か りや すく 読み や すい マ 
ン ガ を 作成 する た め 、 頑 張っ て 描き まし ょ う 。 


iL 効果 線 も 背景 の 一 種 。 | 
| 効果 線 は その 場 の キャ ラク ター の 心情 を 表現 で 
| きる 方 法 の ひと つ 。 と の こと か ら 、 状 況 を 説明 す 
| る も の と し て 背景 の 一 種 と いう 考え 方 が で きる 。 : 


背景 作画 1 点 パ ー ス | 


背景 を 描く と き は 、 透視 図法 を 使 
用 し て 描い て いき ます 。 透視 図法 と 
は 遠近 感 を 表現 する た め の 手 法 の 
ひと つ で 、 3 次元 の 物体 を 2 次 元 平 
面 上 に リア ル に 描く こと が で きま す 。 
その うち の 1 点 パ ー ス は 、 物 を 正面 か 
ら み た 構図 な ど に よく 使わ れ ます 。 

CLIP STUDIO PAINT EX で は 
「 定 規 ] 機能 に 「 パ ー ス 定規 ] と いう 
も の が あり ます 。「 パ ー ス 定規 」 は パー 
ス を 指示 し て くれ る 大 変 便利 な ツー 
ル で 、 使用 すれ ば より 簡単 に 背景 を 
描く こと が 可能 で す 。 


© パー ス 定 規 の 配置 


下 描 き の 背 景 に バー ス 定 規 を 合わ せ 、 操作 ツー 


ジェ クト 」 を 選択 。 こ の と き パ ー ス 定規 の ボ ポイ ンタ を ドラ ッ 
グ & ド ロッ プ す る こと で 、 パ ー ス 定規 の 調整 が で きま す 。 


| 小物 を 描き 込む 


バー ス を 使っ た 背景 以外 に も 、 小 物 を 描き 


と ん で いく こと で 、 よ り リ アル な 表現 に す 
る こと が で きる 。 で きる だ け 手 を 惜しま ず 、 
小物 も 描い て いこ う 。 


⑩ パー ス 定 規 を 作成 する 


「 レ イヤ ー」 か ら 「 定 規 ・ コ マ 枠 」 に ある 「 バ ー ス 定規 の 作 
成 ] を 選び ます 。 す る と 、 パ ー ス 定規 作成 ウィ ンド ウ が 開 
く の で 、 作 成 し た い パ ー ス の 種類 を 選び ます 。 


[| 7 た casmoe 
ピー タプ aN) 3 
ELO) wc セル 
い Y 新作 (0 


に ーーー ンー ルー 


NYA SN 還 電 いこ | 
バー ス 定 規 の 線 が 渡す ぎる と 作 男 の 邪 魔 に な る の で 、 不 
透明 度 を 変更 し て お きま し ょ う 。 パ ー ス 定規 の 不透明 度 は 、 
「 環 境 設定 」 の 「 定 規 ・ 単 位 ] で 変更 で き 、 今 回 は 10% に 設定 
し まし た 。 パ バース 定規 を 作成 する と 定規 に 沿う だ け で 、 簡 単 
に 線 を 引く こと と が で きま す 。「 特 殊 定規 に スナ ッ プ 」 が 有効 
に な っ て いる と 、 バ パー フス 定規 に 沿っ た 線 の み 描く こと が で 
きま す 。 コ マン ド バ ー か ら ス ナッ プ の ON / OFF が で きま 
す の で 、 適 宜 切り 替え な が ら 作 業 し て みて くだ さい 。 


ル の [オフ 
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道路 や 壁 な ど が 交差 する 状況 を 描く 場 
合 、2 点 パー ス を 使用 し 背景 を 作成 し て いき 
ます 。 2 点 パ ー ス は 、 キャ ラク ター の アイ レベ 
ル と な る 水平 線 に 消失 点 が 2 点 存在 する 透 
視 図法 の こと を 差し ます 。 

主人 公 が 歩い て いる コマ で は 道路 に 1 点 、 
壁 の 奥 に 1 点 、 消 失点 を 作成 し て お り 、 背 景 
を より 立体 的 に 見 せ て いま す 。 

2 点 透視 図法 も CLIP STUDIO PAINT 
EX の 「 パ ー ス 定規 」 を 使い 、 前 述 の 1 点 パ ー 
ス と 同様 の 作業 で 作成 する こと が で きま す よ 。 


道路 の 路 と 住宅 の 壁 に 奥行 き が で て 、 立 体 的 に 見 える よう に な り ま し た 。 


Meouumn 背景 作画 3 点 パ ー ス 


3 点 パー ス と は 、 一 般 的 に は 垂直 方 向 の 消失 点 を 含ん だ も の 


を 言い ます 。 ど の よう な と き に 使用 する か と いう と 、 物体 を 見 上 げ 
る よう な アオ リ 構 図 、 ま た は 見 下ろ す フ カン 構図 を 描く と き で す 。 
水平 線 の 横 軸 に 消失 点 を と り 、 ま た 縦 軸 に も 消失 点 を と る こと で 


3 点 パー ス は 作成 され ます 。 迫力 を 出し た い 大 ゴマ や 決め ゴマ で 
の 使用 に 向い て ます 。 


景 作画 写真 トレ ー ス | 
リア ル な 背景 描く と き 、 写 真 を トレ ー ス す 写真 読み 込み 電王 


ea a 


る 方 法 が あり ます 。 既存 の 写真 集 な どか ら ト ei 

レー ス し て し まう と 著作 権 法 違反 に な っ て し 

まい ます が 、 著作 権 フ リー な 写真 や 自分 で 撮 

影 し て きた 写真 は 使用 する こと が で きま す 。 

PO62 の 「 取 材 や ネタ 集め ] で 揚 影 し た 写真 時 に CUPSTUDO に 

や 集め た 素材 を 生か すこ と が で きま す ! ニュ ー か ら 「 読 み 込 み 」 を 選び 、 
「 画 像 」 を 選択 し て 「 読 み 込み ダ 
イア ログ 」 か ら 写 真 を 取り 込み 
ます 。 


| 症 |30% 通常 
| 53C01233 
写真 を トレ ー ス する 際 、 そ の まま で は 線 が 


見 に くい の で 不透明 度 を 変更 し ます 。 今 回 
は 30% ま で 落と し 、 作 業 し て いま す 。 


⑥ 作 画 ( ト レー ス ) 


の I 
キャ ン バ ス に 写真 が 表示 され ます が 、 ト ー ン 化し て いる た め カ 
ラー に 変換 し ます 。「 レ イヤ ー プ ロバ ティ 」 の 「 ト ー ン 」 を オフ に し 
て くだ さい 。 次 に 写真 の 大 き さ を 変 更 し 、 使 用 し た い コ マ の 配置 


し ます 。 
ャ 
明度 調整 


トバ 人 ト パ | 


© 不 透 


トレ ー ス の コツ で す が 、「 描 きす ぎ な い 」 よ うに し て くだ さい 。 す 
べ て 写真 通り に 描い て し まう と 、 写 実 的 に な りす きま す 2 自 今 の 履 
絵柄 に 合わ せ て 簡 路 化 、 省 略 化す る こと が 大 切 に な り ま す 。 


トレ ー ス し や すい よう 、 写 真 の 不透明 度 を 下げ 、 下 書き レイ ヤー 
に 設定 し まし ょ う 。 あ と は 下 描き の と き と 同 じ よ うに 写真 を アタ 
リ と し て 作画 し て いき ます 。 
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仕上 げ 作 業 を し よう ! 


マン ガ 制 作 の 最終 関門 、 そ れ が 「 仕 上 げ ]。 
フル マラ ソン に 例え る な ら 、 

an 最後 の 競技 場 ト ラッ ク 一 周 …・! 
ゴー ル は 、 も うす ぐ 目 の 前 だ ! 


仕上 げ と は | 


仕上 げ で は 、 モノ クロ の マン ガ 
"第 に 色 な ど を 表現 する トーン] を 貼 

3 り 、 より 視覚 的 な 情報 を 増やし た 

章 ! り 、 コマ を わか りや すく する た め に 
描き 文字 を 入れ 、 表現 の 幅 を 広 
げ て いく 工程 で す 。 マン ガ の 密度 
を より 濃く 、 深く する 作業 と も いえ 
ます 。 こ の 工程 で 力 を 抜い て し まう 
と 、 いわ ゆる 「 白 い 原稿 ] と 言わ れ 
て し まい ます の で 、 で きる だ け 時 間 
を 割 け る よう に し まし ょ う 。 マン ガ 制 
作 の 工程 で 、 最 後 の 大 仕事 と な り 
ます 。 で き う る 限り を 尽く すこ と が 
大 切 で す 。 


トー ン 貼 り アミ トー ン | 


マン ガ で キャ ラク ター に 色 を 付け て いく 作業 、 ト ー ン を 貼っ て いき た 基本 トー> 
いと 思い ます 。 ト ー ン は 仕上 げ 用 に 作成 し た トー ン レ イヤ ー に 塗り つぶ 
し ツー ル な ど で 描 画 し ます 。 「 レ イヤ ー」 メニ ュー か ら 「 新 規 レ イヤ ー] 
の な か の [トー ン 」 を 選ん で くだ さい 。 「 簡 易 トー ン の 設定 ] ウィ ンド ウ mi lg 
が 開き ます の で 、 ト ー ン の 線 数 や 渡さ を 設定 し 、OK を クリ ッ ク し ます 。 0 回 
する と トー ン レ イヤ ー が 作成 され ます 。 こ の 手順 を よく 使う トー ン の 数 mas 、 
だ け 行い ます 。 新た な トー ン を 使う た びに レイ ヤー を 作成 する より も 、 " 
最初 に トー ン レ イヤ ー を すべ て 作っ て お け ば 手間 が 省け る か ら で す 。 < 

ここ まで 準備 が 終わ り ま し た 5、 あと は トー ン を 貼る トー ン レ イヤ ー を nn 
選択 し 、 塗 りつ ぶし ツー ル を 使い トー ン を 貼っ て くだ さい 。 ペン 入れ の トー ン 人 
線 が 途切れ て いる 場合 、 塗り つぶ し た い 範 囲 以外 も 疲れ て し まう た ん トー ン 
め 、 ペン ツ ー ル な ど で 途 切れ て いる 箇所 を 寒い で か ら 塗 り ま し ょ う 。 } 


記 】 髪の毛 の ツヤ だ し 

トー ン を 貼っ た だ け で は 、 の っ ぺり し た イ 
| メー ジ に な っ て し まう 。 そ こ で トー ン を 消 
| し ゴム ツー ル で 削り 、 ツ ヤ を 出す と と で よ 
| り 立 体 的 に 仕上 げ が る こと が で きる 。 | 


「 素 材 ] パレ ッ ト か ら 柄 トー ン を 貼っ て いく こと 
が で きま す 。 素材 パレ ッ ト を 開く と トー ン と いう フォ 
ル ダ が あり ます 。 この 中 に さま ざま な トー ン が 入っ 
て いま す が 、 素材 を あと か ら 追 加 す る こと も 可能 
で す 。 こ の 素材 で す が 、 黒い 文字 と 赤い 文字 の 
も の が あり ます が 、 黒 が 「 グ レー スケ ー ル 」、 赤 が 
「 モ ノ ク ロ 2 値 ] と な っ て お り 、 グレ ー ス ケー ル の 
素材 は 柄 を 表現 し て いる も の が 多い の で 、 服飾 
な ど に 使っ て みる と いい で し ょ う 。 
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a 


本 一 恒 | 


トー ン 貼 り 空 & 雲 


背景 の 空 を トー ン で 表現 し て いき ます 。 
空 の 作り 方 は 2 パタ ー ン あり 、 ひ と つ は グラ 
デー ショ ント ー ン を 削り 雲 を 作っ て いく 方 法 
で す 。 よく 見 る マン ガ 的 表現 の 空 と し て 仕 
上 げ る こと が で きま す 。 グラ デー ショ ント ー ン 
で 濃淡 を 表現 し て お り ま す 。 

も う ひ と つの 方 法 は 背景 トー ン の 空 を 貼 
り 、 白 グ ラ デ ー シ ョ ン で 空 の 濃淡 を 表現 し 
て いく 方 法 で す 。 背景 トー ン を 使用 する と 
写実 的 な 雲 を 表現 する こと が で きま す 。 


基本 トー ン 


sm 


[ 記 トー ン 削 り 
トー ン を 消す と き は 消し ゴム を 使用 する 。 
ン を 削る 場合 は アン チエ イリ アス を オ 
フ に し て 作業 し た ほう が 、 よ り マ ン ガ 的 に 仕 | 


上 げ る この が 可能 だ 。 


フッ サ イズ | 』 や 回 彩 06839 を 滑ら が に ずる アン チエ イリ アス 


イン ク 果 の 設定 を 行い ます 。 
RT zo] Os 空 ト ー ン 


(9D と 穫 9P2c っ ur 
アン チエ イリ アス を 使用 ずる と ギザ ギザ が 目立た な 
0、: 了 か 内 に 0 まず 。 


| に な や 
で と 全 抽 定 を DX 定 に 記す 


背景 トー ン は 写真 を トー ン 化し た も の が 多く 、 写 実 的 な 表現 が 可 | 
能 。 だ が 多用 する と マン ガ っ ぽ さ が 無く な っ て し まう た め 、 楽 だ 
か ら と 使い すぎ な いよ う 


地平 線 に 向かう ほど 色 を 薄く する と より 
空 を 空っぽ ぼく 表現 する こと が で きま す 。 


コマ が 大 きい 場合 は 、 背 景 ト ー ン で 写実 
的 に 表現 する と 、 よ り リ アル 完成 度 の 高 
いも の に する こと が で きま す 。 


corumn 年 


さま ざま な トー ン を 使っ て みよ う 


「 ト ー ン 」 と 一 概 に いっ て も 、 多 
種 多 様 な も の が 存在 し て いま す 。 
ここ で は 、 よく 使わ れる も の を 紹介 
し て いき た いと 思い ます 。 

まず 基本 と な る 、 細やか な 水玉 
模様 の トー ン を アミ トー ン と いい ま 
す 。 よ く 「XX 番 の YY%] と 表現 さ 
れ て いま す が 、 こ の 「XX 番 」 は 点 
の 密度 を 表し て いま す 。 番号 が か 
さむ ほど 点 の 隙間 が 小さ く な っ て 
いき ます 。 ま た 「YY%」 は 濃度 を 示 
し て お り 、 数 値 が あがる ほど 点 の 
大 き さ が 大 きく な り ま す 。 こ れ ら の 差 
を 使い 、 モ ノ ク ロ の マン ガ で 色 を 
表現 し て いく こと が 可能 と な っ て い 
ます 。 


万 線 トー ン 


「 万 線 ト ー ン 」 の 名 称 が 一 般 的 
で す が 、「 ラ イン トー ン 」 や 「 多 線 トー 
ン 」 と も 呼ば れ て いま す 。 ド ッ ト で は 
な く 、 線 を 一 定 の 間隔 で 連続 し て 
並べ 、 濃淡 を 表現 し て いま す 。 一 
風 変 わ っ た 衣装 な ど に 使用 され ま 
す 。 


基本 トー ン 


10%. 
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ノイ ズ ( 砂 目 ) ト ー ン 


アミ トー ン で は 表現 し きれ な い 、 服飾 や 皮 の 表現 
に よく 使わ れる の が 「 ノ イズ トー ン 」 ( 砂 目 、 砂 トー ン ) 
で す 。 ド ッ ト が ラン ダム に 並ん で いる た め 、 モア レ を 
起こ さ な い と いう 特徴 も あり 、 慣れ て くる と よく 使う 
トー ン の ひと つと な り ま す 。 


背景 トー ン 


公園 の よう な 背景 や 建造 物 が すでに で き あ が っ 
て いる トー ン で 、 「 背 景 トー ン 」 の 名 称 で 呼ば れ て い 
ます 。 写真 の よう に リア ル な 背景 が 多く 、 時 間 が な 
い 場 合 や 技術 的 に リア ル な 背景 が 描け な いと き は 、 
つい 使い た く な っ て し まう トー ン で す 。 大 変 便利 で す 
が 、 構図 や モチ ー フ が 決ま っ て いる た め 、 コマ に 違 
和 感 を 与え て し まう こと が あり ます 。 


カケ アミ トー ン 


本 来 作家 が 描く カケ アミ を 「 戸 「。 
トー ン 化 し た も の で す 。 効果 トー 
ン と 呼ば れる こと も あり 、 集中 
線 や ウニ フラ ッシュ な ども あり ま = 
す 。 便利 な トー ン で す が 、 作 家 自  . 
身 が 描い た ほう が 技術 習得 が 
で きる た め 、 使う こと を た め ら うこ 
と も あり ます ( 笑 )。 


ホワ イト トー ン 


CLIP STUDIO PAINT EX 
で は アミ トー ン の 色 を 白 に 変え 
る だ け で す が 、 表 現 的 に よく 使う 
トー ン で す 。 黒 イ ンク で 描画 され 
た 絵 の 上 や 、 濃度 の 濃い トー ン 
の 上 に 張っ て 使い ます 。 


トー ン 貼 り グラ デー ショ ン | 


グラ デー ショ ント ー ン は 鉄 や 建物 、 空 や キャ ラク ター の 心情 表現 に 使わ 
れる こと が 多い トー ン で す 。 マン ガ の トビ ラ で は 、 女の子 に 追い 詰め られ て 
いる 主人 公 が 感じ る 圧迫 感 を 表現 する た め に 使っ て いま す 。 

グラ デー ショ ント ー ン を 貼る と き は 、 二 種類 の や り 方 が あり ます 。 ひ と つ は 、 
「 レ イヤ ー」 メニ ュー か ら 「 新 規 レ イヤ ー] を 選び 、「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 を 選択 
する と グラ デー ショ ン レ イヤ ー が 作成 され ます 。 操 作 ツ ー ル の 「 オ ブ ジェ クト ] 
を 選ぶ と 表示 され る 、 ハン ドル の ボイン タ を 移動 させ れ ば グラ デー ショ ン の 
濃度 が 変わ る の で 、 好 み の 濃 さ に し て 配置 し まし ょ う 。 

も う ひ と つの 方 法 と し て 「 レ イヤ ー」 メニ ュー の 「 新 規 レ イヤ ー」 か ら 「 ラ ス 
ター レイ ヤー] を 選び 、 作成 され た レイ ヤー の レイ ヤー プロ パテ ィ か ら 表 現 
色 を グレ ー に 変更 し 、 「 効果 ] の ダイ アロ グ ボ ックス に ある 「 ト ー ン 」 に チェ ッ 
ク を 入れ て くだ さい 。 この 状態 で ツールバー の 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツー ル を 
使う と トー ン と し て 処理 され ます 。 ふた つの うち 、 使い や すい 方 法 を 選び ま 
し ょ う 。 私 は 前 者 を 使う こと が 多い で す 。 


選択 範囲 作成 


II ホワ イト グラ デー ショ ン 
「 ホ ワイ ト グ ラ デ ーション 」 ト ー ン と は 透明 i 
か ら 白 に 変化 し て いく トー ン の こと 。 徐 々 に 
| えて いく 表現 の と き に 使う と 効果 的 だ 。 


@ 位置 修正 
下旬 


A i へ 


完成 図 へ 区 


グラ デー ショ ン の 向き | グラ デー ショ ン を を 
が 決ま っ た ら 、 次 は グラ 配置 する 向き を 変 
デー ショ ン が 始ま る 位置 、 えま す 。 最 初 に ボ イ 
グラ デー ショ ン 効 果 の 長 ント し た 中 心 点 か 
さ を 調 整 し ます 。 縁 の ハ ら 伸び て いる 緑 の 
ンド ル を 伸縮 させ 、 バ パラ ハン ドル を 廻し 、 方 
ンス を 整え まし よう 。 向 の 調整 を し ます 。 
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トー ン 貼 り スピ ー ド 線 


スピ ー ド 線 は 、 車 や 人 間 な ど が 動い て 
いる 様子 が 表現 で きる 効果 線 で す 。 線 の 
数 や 密度 で どの 程度 勢い が ある の か 描写 
で きま す 。 通常 、 スピ ー ド 線 は 作家 自身 が 
ペン で 描く も の で す が 、CLIP STUDIO 
PAINT EX で は トー ン と 同じ よう に 、 選 択 し 
た 範囲 に 貼る こと が 可能 で す 。 線 の 加減 を 
確認 する こと も 含め 、 で きれ ば 自身 で 描く こ 
と が よい の で す が 、 今回 は ソフ ト の 機能 を 
使っ て 描写 し ます 。 

「 図 形 ] ツー ル の 「 流 線 サブ ] ツー ル か ら 
線 を 選び 描い て いき ます 。 好 み の 線 を 選択 
し 、 原稿 用 紙上 で スピ ー ド 線 を 描き た い コ 
マ の 範囲 を 囲む よう に クリ ッ ク す る と 、 ス ピー 
ド 線 が 描画 され ます 。 使用 する コマ に 合っ 
た 線 種 を 探し て 、 ど ん どん 使っ て み ま し ょ う 。 


線 に よる イメ ー ジ の 差 : 
: 効果 線 を 入れ る 際 、 線 の 種類 が 与え る 印象 
: を 把握 し て 、 ど ん な 線 を 入れ る の か 考え よう 。 
: 線 が 持つ イメ ー ジ は 、 太 けれ ば 強 そ う 、 細 け 
: れ ば か 弱 そ う 、 長 けれ ば ずっ と な に か し て い : 
i る 、 短 いと 動き 出し た と ころ 、 が 代表 的 


スピ ー ド 線 ① 


F ] 園 刀 ラ ラッ ー ル gm 


PEEI Sm 


mm 画 と 中 ふ 


Lll il TI 用 衣 
線 の 密度 に 強弱 が つく こと で 、 表 現に 
メリ ハリ を つけ られ ます 。 描 写し た い 
スピ ー ド 感 と 前 後 の コ マ を 確認 し て 、 
イメ ー ジ に 合っ た 密度 を 選ぶ こと と が 大 
切 で す 。 


線 の 先端 が スッ と 抜け て いる と 、 疾 走 感 が 強く な り ま す 。 突 発 に か が 起こ っ 
た と き の 表現 な ど に 使う と いい で し ょ う 。 


効果 線 集中 線 


集中 線 と は 、 コマ の ある 一 点 に 向かっ て 何 本 も の 線 が 引 
か れ た も の を 指し ます 。 「 線 が 集中 する 場所 に 読者 の 注意 を 
ひく ]、 「 キ ャ ラク ター に スピ ー ド 感 や 緊迫 感 を 生み 出す ] な ど 
の 効果 が あり ます 。 線 が 集中 する 部 分 は 空間 を あけ 、 対 象 物 
に 触れ る まで 線 を 引か な い の が 一 般 的 で す 。 

CLIP STUDIO PAINT EX で の 集中 線 の 描き 方 は 、 前 
ペー ジ の 「 ト ー ン 貼り スピ ー ド 線 ] と ほぼ 同じ 手順 を 踏み ます 。 
「 図 形 ] ツー ル か ら 「 集 中 線 サ ブツ ー ル 」 を 選択 し 、 表示 さ 
れ た な か か ら 好 み の 集 中 線 を 選び ます 。 そし て 原稿 用 紙上 
で 集中 線 を 入れ た い 範 囲 を 囲む よう に 選択 、 ク リッ ク す る と 
集中 線 が 描画 され ます 。 


iL 記 線 の 密度 
| 線 の 密集 具合 に より コマ の 緩急 を つけ る こと が で きる 。 主 観 的 な 
| イメ ー ジ で の 作業 と な る が 、 周 囲 の 意見 な ど を 参考 に 「 差 」 を 意識 | 
| し よう , i 


デジ タル の 利点 と し て 、 線 
の 濃度 も 都度 変更 で きま 
す 。 背 景 ト ー ン と 組み 合わ 
せ た あ と な ど は 、 線 の 濃度 
を 調整 し まし ょ う 。 


集中 線 は 自分 で 作り 、 リ スト に 追加 する こ 
と も 可能 で す 。 デ フォ ルト の も の で 満足 で 
き な い と き は 、 自 作 に チャ レン ジ し て みて 


くだ さい 。 


日 て ぁ ぞ く 〇 の 帳 


PETT き NEEDS デ の 
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効果 線 ウニ フラ ッシュ 


ウニ フラ ッシュ は 、 主 に フキ ダシ に 使わ れ ま す 。 な か で も 、 
衝撃 を 受け た キャ ラク ター の 心 の 声 で 使用 され る こと が 多い 
で す 。 また 、 な ぜ ウ ニ フ ラ ッシュ と 呼ば れ て いる か と いう と 、 
ウニ の よう な 形 を し て いる か ら で す ( 笑 )。 意外と わか りや すい 
理由 で す よね 。 

CLIP STUDIO PAINT EX で は ウニ フラ ッシュ や ベタ フ 
ラッ シュ も ツー ル か ら 作 成 可能 で す 。 「 図 形 ] ツー ル の 「 集 中 
線 サ ブツ ー ル 」 か ら 「 ウ ニ フ ラ ッシュ 」 を 選び ます 。 この と き サ 
ブツ ー ル 設定 で 、 線 の 入り 抜き 両方 の チェ ッ ク ボ ックス を オ 
ン に し まし ょ う 。 下 描き に 合わ せ て ウニ フラ ッシュ の 大 き さ を 調 
整 し 、 配 置 し ます 。 今 回 は 「 平 林 均 ] に 語り か ける 神様 の セリ 
フ で す の で 、 背景 を ベタ で 塗り 、 より フキ ダシ が 目立つ よう に 
処理 を し ます 。 


町 雇 】 ベタ フラ ッシュ 
た よう ね 効果 に ベタ フラ ッシュ が ある が 、 そ ちら は キャ ラク 
ター の 心情 表現 に 使用 する 。 ウ ニ フ ラッ シュ と 似 た 使い 方 に な る 
が 、 登 場 人 物 が 心理 的 な ショ ッ ク を 受け た と き に よく 使わ れる 。 


ET 
i で 
EE 


ヨ 自作 ウニ フラ 1 


ーー お 集中 線 


仙 い 集中 線 ( 曲 線 指 定 ) 
3 介 所 


WE 


SVZ 


る | 集中 線 
集中 線 サ ブツ ー ル の 中 に 
ウニ フラ ッシュ も 含ま れ 
て いま す 。 通 常 の 集中 線 と 
同様 に 、 ウ ニ フ ラ ッシュ も 
自作 で きる の で 、 線 の 長 さ 
や 間隔 が 気 に な る 場合 は 
アレ ンジ を 作り まし ょ う 。 


NS 


マン 
ヽ 


処理 


ウニ フラ ッシュ の 内 側が 
透け て し まっ て いる の で 、 
白 の ベタ を 塗っ て お きま 
す 。 こ れ で 下 描き の 消し 忘 
れ が あっ た と し て も 、 写 り 
こと お こと が な く な り ま す 。 


描き 文字 は 「 文 字 ] と 書い て いま す が 、 「 絵 の ひ 
と つ 」 と いう 認識 を し まし ょ う 。 効果 音 や 心情 を 文字 
化し 、 描き 方 で 状況 を より わか りや すく し て いま す 。 
例え ば 4 ペー ジ 目 の 主人 公 と 女の子 が ぶつ か る 
シー ン で は 、「 ば ん っ 」 と いう 効果 音 を 描い て いま す 。 
ここ で は 「 美 少女 が 登場 し た ] と いう こと を より 読者 
に 印象 付け た いた め 、 丸 文字 で 可愛 らし い 表現 に 
し て み ま し た 。 仮に ここ が カク カク し た 文字 に し て い 
た ら 、 宿敵 登場 の よう な イメ ー ジ を 与え て し まう の で 
は な いで し ょ うか 。 この よう に 「 コ マ ご と に 、 どの よう 
な イメ ー ジ を 持た せ た いか ] で 描き 文字 の 描き 方 は 
変え る 必要 が あり ます の で 、 そ の シー ン の イメ ー ジ を 
し っ か り と 持っ て 描い て いき まし ょ う 。 

描き 文字 を 作る と き は 、 ペ ン ツ ー ル や 直線 ツー ル 
を 使用 し て 作成 し ます 。 半 濁 音 な ど に は 棒 円 定規 
を 使う と 綺麗 に 描く こと が で きま す 。 要領 と し て は 、 
フキ ダシ を 作る と き と 同じ で す 。 


同じ ペー ジ 上 に 、 似 た よう な 描き 文字 が 並ば な いよ うに 気 を 付け ま 


3 ーー 


誰 も いな い 神社 を イメ ー ジ 
し て も らい た いた め 、 描 き 
文字 を 大 きく し て 周囲 に 響 
いて いる 感じ を 出し て いま 
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< 間 背景 トー ン で 怒り の オー ラ を 
| 表現 し て いま す 。 


女の子 た ちの 怒り や 不信 感 を 表 す た め 、 文 
字 を 角 ば ら せ つ つ 、 黒 ペタ に 白 フ チ を 付け 
て 、 お どろ お どろ し さ を だ し て いま す 。 


た ouwn 描き 文字 の 使い 分 け 


この ペー ジ の 冒頭 で も 触れ まし た が 、 


描き 文字 で 大 事 な の は シー ン に あっ た 可愛 らし く 
雰囲気 を 描く こと で す 。 怖 さ を 押し 出す - 
と き は 「 お どろ お どろ し く ]、 可愛 さ を 出 $ 


す と き は 「 丸 く 、 愛らしく 、 懐 っ こい ] 雰 囲 


イメ ー ジ 作り 


= ーー 一 ーー 
| 音 引き を 長く 見 せる こと で 、 主 人 公 


気 を 出せ る よう に し まし ょ う 。 

簡単 な 描き 分 け 方 と し て 、 直線 的 に 
描く と 緊迫 感 を 表現 で き 、 そこ に ベタ を ) 
塗れ ば 不安 感 な ど を 出す こと が で きま OO 
す 。 丸く 描く と 可愛 らし さ の ほか に 、 日常 A 
感 や 柔らか さ な ど を 表現 で きま す 。 作っ て み ま し ょ う 。 


ーー 


は る せ ひ ろ き 


晴 瀬 ひ ろ き 


ポッ プ な 美 少 女 を 得意 と し 、 重厚 な ダー クス トー リー か ら コ ミカ ル 調 の 
スト ー リ ー ま で 、 幅 広い 作風 を 持つ マン ガ 家 ・ イ ラス トレ ー タ ー。 著作 に 
「 魔 法 少女 の カレ イ な る 余生 』 (芳文社 ) や 「 化 野 さ ん は すでに 死ん 
で る 。』 ( 竹 書房 )、 「 も うす ぐ 死 ぬ ひ と 」 (ほる ぶ 出 版 )、「 ア イド ルプ リ 
テン ダー] (秋田 書店 ) な ど が ある 。 


画 本 下馬 較 http://www001.upp.so-netne.jp/haru0/index.html 
@haruse 
http://www_.pixiv.net/member.php?id 三 8345 


マン ガ 家 を 目指 し た 明確 に 「 マ ン ガ 家 に な ろう !」 と 目標 を も っ て 目指 し て いた わけ で は な く 、 一 番 や ) 
理由 は ? り た いこ と を や っ て いた ら マ ン ガ 家 に な っ て いた 、 と いう 表現 の 方 が し っ くり き 
ます 。 も と も と スト ー リ ー を 作る の が 好き だ っ た の で 、 そう いう 道 に 進み た いと 
は 思っ て いた の で す が 、 他 の 媒体 で な く マ ン ガ を 選ん だ の は 、 マ ン ガ が 全部 一 

Q Or 人 で 創る こと が で きる 媒体 だ か ら 、 だ っ た か ら で は な いか と いう 気 が し ます 。 


尊敬 する マン ガ 家 と 、 星 の 数 ほど いら っ し ゃ る の で す が 、 あえ て 挙げ る と すれ ば 、 岩明 均 さ ん の 弧 密 ー 
その 理由 は ? な スト ー リ ー 作 り と 大 胆 な 演出 に 憧れ て いま す 。 


Qoz A 


クリ ッ プ スタ ジオ を 特に これ と いっ た きっ か け は な か っ た の で す が 、 新しい ソフ ト は 試し て みた く な | 
使い 始め た る 性 質 な の で 使い 始め まし た 。 
きっ か け は ? 


Qo3 A 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー。 

クリ ッ プ スタ ジオ の マン ガ 製 作 に 使う 機能 が 多く 用 意 さ れ て いる と ころ 、 また 素材 の 豊富 さ を 魅 力 

お すす め ボ イン ト は ? に 感じ て いま す 。 ま た 、 カラ ー イ ラス ト も 同じ ソフ ト で 制作 で きる と いう と ころ も 
使い 勝手 が 良い と 思い ます 。 


Qoa A 
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第 3 章 は 、「 少 女 マン ガ の 描き 方 編 ] と 題し 、 
多様 な 演出 方 法 で 魅力 的 な 少女 マン ガ を 制作 する こと に 定評 の ある 寺井 赤 音 氏 に よる 解説 だ 。 
寺井 赤 音 氏 は 「 ど こ で 何 を 表現 すべ きか 」 と いう 要点 を し っ か り 抑え な が ら 、 
その 豊か な 想像 力 か ら 生 まれ た も の を マン ガ の 形 に 落と し 込め て いく 。 
その 作業 の 中 に ある 多様 な 演出 方 法 を か ら は 、 学 ぶ べき 点 が 多数 ある は ず だ 。 


ーー 


忌 | 
お か み 君 と の 恋愛 事情 


yes 


ミ 
9 


IN 


G 
+ 思 揚 尿 C じ IG 
ie 
SR 


cs 
"A 2 本 人 


坦 レ vee 宮 SR マーーー 


EEO 
Sg 


ポ 暴 で 16 
匠 つっ < て で ぐも ね いし 


7 RVE NS 
ER 


競 貴 計 で 尺 社 GHHG 
隊 移 賠 つ り 交 生じ 


| 名 所 8 


こう や Lesson 

少女 マン カ ガ の _ 
プロ ッ ト を 考え よう 

マン ガ を 制作 する に あたり 、 ま ず 初 め に し な けれ は な ら な い の が 、 


物語 の 筋 で ある プロ ッ ト を 考え る こと 。 
少女 マン ガ に お ける プロ ッ ト 制 作 時 の 重要 ポイ ント は 何 か 、 し っ か り と 把握 し よう 。 


少女 マン ガ と いう ジャ ン ル 
で 大 切 だ と 言わ れ て いる 要素 
の ひと つが 「 ギ ャ ッ プ ] で す 。 
「 恐 そう な 人 が 実は いい 人 
だ っ た 」 と か 「 お と な し そう な 人 
が 実は 凄く 明る い 人 だ っ た 」 と 


きっ | マン ガ に よっ て 焦点 が 当て られ 
な | て いる 要素 は 千 差 万 別 で す 。 何 


いっ た 例 が 代表 的 で す 。 今回 を 描き た いか 、 題 材 を 何 に する 
は その ギャ ッ プ に 焦点 を 当て い ぐ "| か に よっ て も 変わ る も の で す が 、 
て 考え て み ま し ょ う 。 まず は ひと つの テー マ に 絞り ま 


題材 の イメ ー ジ を 決定 する 際 に 大 
事 な の は 、「 自 分 の 好き な 物 ] を 盛り 
込む こと 。 そ うす る こと で 物語 の イメ ー 
ジ が し や すく 、 何より 描い て いて 楽し 
く な り ま す 。 題材 を 決め られ な い 人 
は 、 まず は 自分 の 趣味 を 使用 し て み 
まし ょ う 。 


グ 


7/ | 

クス 
「 兎 族 」 と 「 狼 族 」 に 決定 ( / Ne 
NN 
「 獣 耳 」 を 描き た いか ら っ 2 A 1A 


今回 の マン ガ も 「 汎 貢 が 描き た い 」 と いう 、 私 の 趣味 か ら 始 まり まし た 。 マ ン ガ を 描く と い 


題材 決定 時 の ボイン ト う 作 業 に お いて 、 趣 味 を 題材 に する と いう の は 意外 と よく ある こと で すね ( 笑 )。 
好き な モノ を 題材 に する 
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1 
2| 
に 


題材 を 活か し た 内 容 を 考案 | 


次 に 考え る こと は 、 題材 を 活か し 
た 内 容 を 考え る こと で す 。 た だ "か わ 
いい か ら 耳 が 生え て いる "だ け で は 
獣 耳 に し た 意味 が な いた め 、「 兎 と 狼 
は 仲 が 悪 そ う ] だ か ら 「 仲 の 悪 そ うな 
ふた り を あえ て 恋愛 させ る ] と いっ た 
よう な 、 獣 耳 と 連動 させ られ る 内 容 に 
し て み ま し た 。 


ココ 止ま り だ と 
内 容 と し て は 非常 に 薄い 


意外 性 が ある た め 
内 容 と し て は 十分 ! 


題材 : 獣 耳 の キャ ラク ター が 登場 する マン ガ 


\ 


獣 耳 を 生か し た 内 容 に する 


獣 耳 が 生え た カワ イイ キャ ラク ター を 登場 させ る | 


カワ イイ キャ ラク ター だ け な ら 獣 耳 の 必要 が な い … 


兎 と 狼 と いう ふた り の キャ ラク ター を 活か す 


仲 が 悪 そ うな ふた り に あえ て 恋愛 を させ る ! 


ュ 
避 で 


= Fo +V エ 
いか 党 オ 
起こ "9 


ご こき し ご 妥 こ ご さ ーー ニー テハ Ar の kei 具 計 填 誕 培 基 対 麻 紀 (人 
NM で ささ 示 ピーV'oidtatIDDF は (8) NS で ( 菩 ) ポ S 昌 S 琶 己 


話 の 構成 を 考案 (見せ場) 


見 せ 場 の 例 


次 に スト ー リ ー の 構成 を 考え て いく の で す が 、 最 初 に 考 1⑥ G | 取 2 人 
える べき 部 分 は 「 見 せ 場 ] だ と 私 は 考え て いま す 。 少女 マ は っ | る を の 
ン ガ な ら 「 告 邊 シー ン 」、 少 年 マン ガ な ら 「 敵 を 倒す シー ン ] Wa [に に, を 「 い \ 186 を 
な ど 、 見 せ 場 で ある 一 番 見 せ た い シ ー ン を 最初 に 考え る こ る な に ま を 。 
と で 、 テ ー マ が ブレ に くく な る か ら で す 。 N a | 名 遇 

4 お 
人 を 
Tk 
す を た 兎 

人 江 8 
狙 耳 女 
そい 
すう が 
を 

活 

か 

し 

の 

男 


扇 沙流 絹 00 でき 部 本 詩 細 さび 


見 せ 場 が 決ま っ た ら 、 その 見 せ 場 を より 引き 立て る た め 
に スト ー リ ー を 考え て いき ます 。 今回 の 場合 、 弱い 兎 ] が 
「 強 い 狼 ] を 助け る と いう ギャ ッ プ を 引き 立た せる 必要 が 
ある た め 、 そ の 点 を どう 表現 する か が 鍵 と な り ます 。 


At 州 さ >RtM 呈 び ct 導 R 


上 沿 只 SN「 肝 沙 婦 さ ユ 寺 隆 項 ] 寺 届き 対 S 座 当て で 詳 選 GtOK 選 評 り ど (て 「 の さき 


見 せ 場 を 引き 立た せる た め に 
スト ー リ ー を 考案 


キャ ラク ター の 描写 で ギャ ッ プ を より 強く 表現 
壁 ド ン し た だ け で 壁 が 割れ る 


で マテ 限 」 二 届 SNBS 藻 党 . 生 きせ の ほ 証 EFOW 世 GRANIS さ 義 


ty 


n 


相性 最悪 の 相手 を 心配 する 


どう 見 て も 助け は 要ら な い 狼 族 を 
兎 族 が 助け る スト ー リ ー に する こと で ギャ ッ プ が 際立つ ! 


で で 
な 


at 


)| 
な 9 


に に いな か に" 
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スト ー リ ー を 起承転結 で 組み 立て る 


スト ー リ ー は 起承転結 で 考え る の が 基本 
と な り ま す が 、 今回 の 場合 は ほ 8 ペー ジ の 短 
編 な の で 、 ペー ジ を 接 る ご と に 起 ・ 承 ・ 転 ・ 
結 の 流れ で 描く よう 意識 し まし た 。 ま た 、 惚れ 
た 理由 に ギャ ッ プ の 入れ どこ ろ が あり 、 そ れ を 
「 結 ] で 語る と 同時 に 、 男の子 の 意外 な 一 
面 を 最後 に 持っ て くる こと で 、 好感 を 得 られ 


る よう に し まし た 。 


Meouumn 


相手 に 惚れ た 理由 を 
し っ か り と 入れ る 


ET 
> 9AN 奉 
Mh¥A 


a 
A SLT 


少女 マン ガ で は 、「 相 手 に 惚れ た 理由 」 が 重要 
視 さ れ て いま す 。 と の 部 分 が な いと 「 な ん で 
惚れ た の ?」 と ツッコ まれ て し まう の で 、 た と 
え 読 み 切り の 場合 で も 、 惚 れ た 理由 が 分 か る 


シー ン を 入れ て お きま し ょ う 。 


PCE 


© 女の子 が 男の子 に 声 を か け よ うと し た タイ ミン グ で 別 の 


狼 族 と 兎 族 が 相性 最悪 な 点 を 強調 し な が ら 、 それ で も 仲 
良く な り た いと いう 女の子 の 想い を 表現 し 、 男 の 子 に 惚れ 
た 理由 を 語る 伏線 を 張っ て お きま す 。 


\ 


キャ ラク ター が 登場 し 、 不穏 な 空気 と させ る こと で 「 転 ] に 
繋が る よう な 流れ を 生み 出し ます 。 


\ 


狼 族 で ある 男の子 の 強 さ ( 恐 さ ) を より 強調 し つつ 、 そ の 
場 を 切り 抜け る た め に 兎 族 の 女の子 が 意 を 決し て 男の子 
を 助け ます 。 こ こ が 今 作 の 最大 の 見 せ 場 で す 。 


\ 


女の子 が 助け た 理由 (惚れ た 理由 ) を 語り 、 さら に 男の子 
の 意外 な 一 面 を 描き 、 好感 を 持て る よう に し て 終わ ら せ ま 
。 今回 の 焦点 で ある 「 ギ ャ ッ プ ] を 特に 意識 し まし た 。 
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少女 マン ガ の 電 咽 
キャ ラク ター デザ イン を し よう 


マン ガ に は 、 そ の ジャ ン ル を 問わ ずい ろ い ろ な 姿 や 性 格 を し た 
キャ ラク ター が 存在 する 。 こ と で は 、 そ ん な キャ ラク ター た ち を 作る た め に 
必要 な 要素 や 順番 な ど を 解説 し て いく ぞ 。 


デー タ 制 作 時 は 「 サ イズ 」 に 注意 | 


キャ ラク ター デザ イ 
ン を 制作 する 際 に は 、 
編集 者 の 人 が デザ イ 
ン を 印刷 し て 検討 する 
場合 に 備え て 、 あら か tie 
じ め 印 刷 に 耐え うる よ 0 ーーー 
うな 大 き な サ イズ で 描 A 
いた 方 が 良い で す 。 サ Mew im 
イズ が 小さ いと 印刷 し 生 本 表現 (C) 証 ち ー 
た 時 に 画像 が 粗く な っ 
て し まい 、 し っ か り と し 


me 
キャ ラク ター デザ イン を する 際 の キャ ン バ パス サイ ズ に つい て は 、 幅 210、 高 さ 297、 解 像 度 144 の 数 値 が 


た 確認 が で き な く な る NE oat る 
ERLE 基本 に な り ます 。 デ ザイ ン す る 前 に は 必ず 確認 し まし よう 。 
SD キャ ラ で デザ イン し て みよ う 

キャ ラク ター デザ イ キャ ラク ター デザ イン に 関す る ボイン ト 
ン は 、 影 (シル エッ ト ) シル エッ ト ( 影 ) で キャ ラク ター が 区 別 で きる こと | 有 まず は 「SD キ ャ ラ 」 で 3 科 箇 
で キャ ラク ター が 区 別 デザ イン し て 違い が 。 で 
で きる の が 理想 と 言わ 登場 キャ ラ の 人 数 に よっ て 出 て いる か 確認 ! 用 る 
れ て いま す 。 そ の た め 、 | SD キャ ラ を 制作 し な く て も OK!? 693 
いき な り 等 身 の キ ャ ラ 回 
クタ ー を 描く の で は な 2 一 3 人 邊 キ ャ ラ の み ワ ド 
く 、 ま ず は 「SD キ ャ ラク A に Ps N 、 
ター (等 身 の 低 い キ ャ | 登場 する キャ ラク ター が 2~ 3 人 の 場合 は 全 キャ ラ の バラ ンス 8 


必須 で は な い の で す が 、7 ~ 8 人 の キャ ラ 


ラ )] で デザ イン を し て 、 | クタ ー を デザ イン する 場合 に は 髪型 な ど が | | 調整 終了 後に 等 身 
全員 並べ て 比べ て み | カブ ら な いよ うに 必ず SD キャ ラ を 描い て シ キャ ラク ター を 制作 7 ヽ 
る の が いい で し ょ う 。 ル エ ッ ト に 違い が 出る よう に し て いま す 。 2 は 
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等 身 キ ャ ラク ター を 描い て いこ う | 


1 
| 


すべ て の キャ ラク ター の デ 


ザイ ン が 終了 し た ら 、 等 身 キ ャ 
ラク ター の デザ イン に 入り ま ネクタイ で は な く リ ボ 
す 。 この と き 、 マン ガ の 紙面 を ン を 選択 し た の は 、 制 


服 に 可愛 さ を 追加 する 
た めで す 。 ま た 、 柄 な ど 
は この 時 点 で は 考え て 
いま せん 。 


想定 し な が ら 「 白 ・ 黒 ・ グ レー] 
の み で 描い て いく と イメ ー ジ が 
掴み や すい で す 。 


兎 と いう こと で 「 白 ] を 

メイ ン に 使い た か っ た 

N た め 、 ソ ックス の 色 も 
白 で 描き まし た 。 キ ャ 

SD デザ イン で は 耳 が 立っ て ラク ター に 合わ せ た 色 


いま し た が 、 兎 の 優し そう な 
感じ を イメ ー ジ し て 、 耳 は 両 
方 と も 下ろ し まし た 。 


の 使い 方 を 考え る こと 
も 重要 で す 。 


キャ ラク ター の 「 性 格 」 を 決定 し よう 


キャ ラク ター の デザ イン が 描け た ら 、 今度 は 性 格 を 
決め て 文字 に 起こ し て いき ます 。 こ の と き 、 頭 の 中 だ 
け で どん な 性 格 か 考え る より も 、 キ ャ ラク ター を 見 な が 
ら 考 えた ほう が 、 どん な 性 格 に する の か が 浮か び や す 
いで す 。 


| ププ た ou 


| スト ー リ ー や キャ ラ の 
育っ た 環境 な ど を 考慮 


| 性 格 を 決定 する 際 に は 、 


先 族 の 女の子 。 
スト ー リ ー を 考慮 する こ 優し く 明 る く や や 天然 。 
と も ボイン ト で す 。 ま た 、 です 
その キャ ラク ター の 育っ 生 才 に! 
た 環境 や 過去 まで 考え て 


みる と 、 よ り 深 み が 出 る 
と 思い ます 。 


性 格 は 「 似 た り 寄っ た り 」 に な ら な いよ う 注 意 | 


キャ ラク ター の 性 格 に つい て は 、 外見 同様 に 内 面 も それ 
ぞ れ 個 性 が ある た め 、「 似 た り 寄 っ た り に な ら な いこ と ] が 理 
想 で す 。 今 回 の 場合 は 、 主 人 公 ( 女 の 子 ) は 「 明 る く 天然 」、 

男の子 は 「 不 良 っ ぽい 」 友達 は 「 ク ー ル 」 と 分 けら れ ます 。 
モブ 同士 な ど な ら と も か く 、 主人 公 と 似 た 性 格 の キャ ラク 
ター を 出す の は 、 特別 な 意図 が な い 限り 避け た ほう が 無難 


で す 。 X 似 た よう な 性 格 設定 


キャ ラク ター の 性 格 設定 (NG 例 ) 


主人 公 ( 女 ) 


キャ ラク ター の 性 格 設定 (OK 例 ) 
不良 、 荒 っ ぽい 


| () 三 者 三 様 で 引き 立て 合う 一 


25387 SCO な や シャ ーーー - 3 

明る い 性 格 の 主人 公 が 、 不 良 っ ぽい 男の子 と 絡む シー ン 。「 活 発 な 人 」 
と 「 大 人 し い 人 」 と いっ た よう に 、「 真 逆 ] の 属性 同士 を ぶつ けた 方 が 、 
お 互い の キャ ラク ター を 引き 立て あっ て くれ ます 。 


Meorumn 「 人 間 観察 」 が キャ ラク ター 作り に 役立つ ! 
性 格 を 作る 別 の 方 法 と し て 、「 人 間 観 察 ] が 


挙げ られ ます 。 た と えば 、 あな た の 友人 が 償 味 噌 ・ そ の 人 の 特徴 を 見 つけ る 

が 大 好き だ と し ます 。 そ の 特徴 を デフ ォ ル メ し て 、 ・ 特 徴 を 誇張 する 

「 鱗 味噌 が 好き すぎ て 1 日 3 食 鱗 味 噌 を 食べ て ・ 出 会 っ た 人 や ナイ ス な キャ ラク ター 性 を 
いる キャ ラク ター」 と いっ た 感じ で 、 特 徴 を 誇張 す 持つ 人 を 日 頃 か ら メ モ す る 


る だ け で も 面白 い キ ャ ラク ター が 生ま れる の で す 。 


( 例 1) 鱗 味 噌 好き な 友人 が いる ( 例 2) 虫 が 粒 い な 知人 が いる 


} デフ ォ ル メ ! } デフ ォ ル メ ! 
1 日 3 食 ずっ と 鯖 味噌 を 殺虫 剤 を 常備 し て 閣 昧 の 子 すら 
食べ て いる キャ ラク ター 近づけ させ な い キ ャ ラク ター 
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性 格 を 考え る 際 、「 真 面目 
「 活 発 」 「 陰 気 ] な どの お 決ま 
り の 性 格 に プラ ス 1 を 加え る 
の も 有効 な 方 法 で す 。 核 と な 
る 性 格 に 真 送 の 要素 を 付け 
加え る こと で 、 「 真 面目 だ けど 新た に 生ま れ た 性 格 
変態 」 と いっ た 、 か な り 濃い キャ 
ラク ター に な っ て くれ ます 。 ・ 真 面目 だ け と 「 変 態 」 
・ 活 発 だ けど 「 泣 き 上 戸 」 


今回 の キャ ラク ター で 
分 か りや すい の が …… 
狼 族 の 大 神 く ん 


「 不 良 ] だ けど 「 実 は 優し い 」 性 格 を し て 
いる 狼 族 の 男の子 。 優 し い イ メー ジ と か 
け 離 れ た 不良 に 敢えて 優し い 部 分 を 追 
加 す る こと で 、 キ ャ ラク ター が 濃く な り 
まし た 。 


ト 


ーーー 宗 
CE 
SNS 革 か Sm ボ 座 

ュ | 


「 薄 い キ ャ ラク ター」 を ぶつ ける の も テク ニッ ク の ひと つ 


ここ まで は 濃い キャ ラク 
ター を 誕生 させ る 方 法 を 説 
明 し て きま し た が 、 登場 キャ 
ラク ター が 全員 濃く な っ て し 
まう の も 考え モノ 。 そん な と 
き は 、 「 平 均 的 な 普通 の 人 ] 
と いう 薄い キャ ラク ター を ぶ 
つけ る の が いい 方 法 で す 。 
「 属 性 ] と 「 濃 さ ] を バラ ン 
ス よ く 配 合 し 、 キャ ラ 同 士 の 
掛け 合い を 充実 させ て いき 
まし ょ う 。 


狼 族 の 男の子 に ケン カ 
を 売る キャ ラク ター た 
ち 。 彼 ら の よう な 薄い 
キャ ラク ター を 登場 さ 
せる こと で 、 濃 い キ ャ 
ラク ター が より 際立ち 
ます 。 


4 大神 く ん に ケン カ を 売る 
だ け の [薄い 」 キ ャ ラク ター 


キャ ラク ター の デザ イン が 完成 ! | 


SD キャ ラク ター か ら 始 まり 、 等 身 キャ ラク ター を 描い 

て 性 格 を 決定 し た ら 、 キャ ラク ター の デザ イン は 完成 で 兎 族 の 女の子 

す 。 各 段 階 を 踏む ご と に 変化 し て いく 点 も 多く 出 て くる a 

た め 、 描き あがっ た ら そ の まま OK と する の で は な く 、 各 


キャ ラク ター を 再度 チェ ッ ク す る こと を オス ス メ し ます 。 


め 全 体 
ふわ ふわ 」 し た 


! 
兎 と いえ ば 「 白 く て ふわ ふわ 」 と いう イメ ー ジ を 、 髪 の 毛 の 感じ や 、 制 
服 ・ ソ ックス の 色 な ど に その まま 落と し 込み まし た 。 ち な み に 、 一 度 
下ろ し た 兎 の 耳 を 立っ て いる 感じ に 再度 変更 し た の は 、 兎 っ ぽ さ が 
も っ と 欲し く な っ た か ら で す 。 


Meorumn ギャ ッ プ の 割合 を 意識 し て バラ ンス を 調整 し よう 
pe : 


スト ー リ ー で の 
ギャ ッ プ の 割合 が 高め 


y 


キャ ラク ター デザ イン は 
王道 に する 


キャ ラク ター デザ イン の 段階 
で も ギャ ッ プ を 演出 する こと 
は 可能 で す が 、 今 回 は スト ー 
リー で の ギャ ッ プ の 割合 が 高 
いた め 、 キ ャ ラク ター は 王道 に 
し まし た 。 あ えて 王道 を 入れ る 
と と で 、 ギ ャ ッ プ の 部 分 が より 
引き 立つ た めで す 。 
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髪型 や 鋭い 視線 


狼 & 荒 っ ぽい と いう 
イメ ー ジ に 合う 色 は 、 
「 黒 」 と いう こと で 黒 
が 基本 色 


・ 喧 嘩 っ 早い イメ ー ジ 
を より 意識 し た 結果 、 
「 包 帯 を 腕 に 追加 

・ ツ メ の 設定 な ども 追 
加 し 、 よ り 鋭 い イ メー 
ジ を 出す 


「 狼 ] と いえ ば 黒く て 荒 っ つぼ ぽ そ うとい 
う イ メー ジ が あっ た の で 、 兎 と は 真 
逆 に 黒 を メイ ン で デザ イン し まし 
た 。 鋭 い 視線 や 腕 に 巻い た 包帯 な ど 、 
荒 々 し さ を 前 面 に 押し 出す こと と を 意 
識 し て いま す 。 


・ 気まぐれ な 猫 の イメ ー ジ 
に 合う よう に 、 表 情 は 一 
見 や る 気 な さげ 

・ 猫 の イメ ー ジ に 合わ せ 
て 髪型 は 猫 っ 毛 を 表現 


主人 公 の 友達 と し て 登場 する 予定 だ っ 
た 女の子 。 猫 を イメ ー ジ し た た め 、 ス レ 
ンダ ー な 体型 や 猫 っ 毛 と いっ た 猫 っ ぽ 
い 特 徴 を 入れ 込み まし た 。 ま た 、 兎 や 狼 
と 同じ に な ら な いよ うに 意識 し た た め 、 
基本 色 を グレ ー で まとめ て いま す 。 


恩 き " き 須 知 
Sh 
3 
と き 
人 


た 1 


・ 俊敏 な 猫 の イメ ー ジ を 
崩さ な いよ う 、 体 型 も ス 
レン ダー に 

・ 兎 の 「 白 ] や 狼 の 「 黒 」 と 
差別 化 を 図り つつ 猫 の 
イメ ー ジ に 合う よう 色 は 

「 グ レー」 が 中 心 


後ろ 姿 や 持ち 物 を 追加 し て 描い て お く 


ラ と 際 に は 、 その 
| イメ ー ジ が 掴み や すい & よ り キ ャ ラク ター が 際立つ 
シー ン な ど を 書き 添え る の が オス ス メ 
で す 。 また 、 喋っ て いる 様子 な ども 描 
いて お く と 、 より イメ ー ジ が 掴み や すく 
な り ま す 。 キャ ラク ター 設定 は 作品 の 
骨組 みな の で 、 な い が し ろ に せ ず し っ 
か り と 作業 し まし ょ う 。 


キャ ラク ター デザ イン 時 に 


書き 添え る と 良い も の 


・ 後 ろ 姿 

・ 私 物 

・ マ ン ガ の シー ン 

・ 他 の キャ ラク ター と 
会 話し て いる 様子 


後ろ 姿 や 私 物 を 描き 加え て いく 作業 の な か で 、 
自分 で も 気づか な か っ た 部 分 や 思わ ぬ 設 定 が 
飛び 出す こと も あり ます 。 モ ブ キ ャ ラ クタ ー 
は と も か く 、 メ イン キャ ラク ター の 場合 は 必 
ず デ ザイ ン す る よう に し まし ょ う 。 


"| 
2 


イン 
ン 


/ 


+ 
ee 
st 
キャ ラク ター が る 株 了 本 筐 上 剛 | 
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完成 後 は 登場 キャ ラク ター の 比較 を し よう 


各 キ ャ ラク ター が 完成 し た ら 、 最 
後に 登場 キャ ラク ター を 並べ て 比 
較 し ます 。 こ こ で 重要 な の は 、 シ ル 
エッ ト の 調整 の ほか 、 白黒 の バラ 
ンス を 確認 する こと 。 今回 は 兎 は 
白 、 狼 は 黒 、 猫 は グレ ー と いっ た 感 
じ に 仕上 げ ま し た が 、 同じ よう な 色 
の 配分 に な っ て いな いか 、 し っ か り 
と チェ ッ ク し まし ょ う 。 


EE 


5 ET 
Pe 


キャ ラク ター 比較 時 に 


要 チ ェ ッ ク な 項目 
・ 各 キャ ラク ター の 
シル エッ ト 
・ 白 黒 の バラ ンス 


キャ ラク ター デザ イン に 
関す る 簡単 な (!?) コ ツ 


・ 日 頃 か ら 目 に し た 髪型 や 服装 を 
頭 に イン ブッ ト し て お く 

・ 自 分 の 周り に ある 自然 物 も 
気 に か ける 


キャ ラク ター が 
カブ ら な いよ うに 注意 
キャ ラク ター に 限ら ず 、 デ ザイ ン の コツ 
は 「 日 頃 か の らい ろ いろ な 髪型 や 服装 を イ 
ンプ ブッ ト し て お く こ と 」 だ と 思い ます 。 笑 
型 ひと つと っ て も 、 自 分 の 中 に ある 程度 
スト ッ ク が あれ ば 、 デ ザイ ン す る 際 に 非 
常に 楽に な り ま す 。 周 り の 人 だ け で な く 、 
と き に は 自然 物 な ど に も 目 を 配り 、 デ ザイ 
ン の 引き 出し を 多く し て いき まし ょ う 。 


Lesson 


少女 マン ガ の 
ネー ム を 作ろ う 


キャ ラク ター を 描き 上 げた あと は 、 ネ ー ム 作業 へ と 進行 する 。 
トピ ラ ・ コ マ 割 り ・ セ リフ な ど 、 マ ン ガ を 形作る 重要 な ボイン ト を 確認 し て いこ う 。 


1 ペー ジ 目 は トビ ラ 、2 ペー ジ 目 か ら ス トー リー が 
進行 し て いき ます 。2 ペ ー ジ 目 の ポ イン ト は 世界 観 
を いか に わか りや すく 伝え る か と いう こと 。 主人 公 の 
モノ ロー グ と いう 形 で 、 読者 に 自然 と 世界 観 が わか 
る よう 意識 し まし た 。 


3・4 ペー ジ 目 は 、 女の子 が 男の子 に 声 を か けた 
も の の 、 ト ラブ ル が 発生 し て し まう シー ン 。 ここ か ら 見 
せ 場 に 繋が っ て いく た め 、 どん な トラ ブル が 起こ っ た 
の か 、 端 的 に 描く こと が ポイ ント と な り ます 。 短編 モノ 
で は 、 わ か りや すさ と テン ボ が 重要 な の で す 。 
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| 


5・6 ペ ー ジ 目 は 、 女 の 子 が 男 の 
子 を 助け る と いう 見 せ 場 が ある シー 
ン 。 最も 重要 と も 言え る 場面 な の 
で 、 コ マ 割 りや セリ フ な どの 調整 が 
特に 重要 と な り ま す 。6 ペ ー ジ 目 
の 見 せ 場 は 、 ほか の コマ と 差別 化 
を 図る た め 「 タ テ 割 り ] に し まし た 。 


' 


7・8 ペ ー ジ 目 は 、 スト ー リ ー を 締 
めく くる と 同時 に 、 今回 の 焦点 で あ 
る ギャ ッ プ を 強く 表現 し た ペー ジ と 
な り ま す 。 不良 の 男の子 が 実は 優 
し か っ た と いう 事実 を 描き な が ら 、 
読者 が 好感 を 持て る エン ディ ング 
作り を 目指 し まし た 。 


Lavar 和 3e 党 
ON 


A 


ネー ム を 描い て いく 前 の 準備 
段階 と し て 、 まずは 「 線 ] と いう レイ 
ヤー を 作り 、 ペー ジ の 真ん中 (の 
ど ) に あたる 部 分 に 線 を 引き ます 。 
そし て その 下 に レイ ヤー を 作っ て い 
き 、 ネ ー ム を 描い て いき まし ょ う 。 


ネー ム 作 業 の 際 に は 、 ま ず ペ ー 
ジ に 番号 を 振っ て いき ます 。 た だ 
し 、 表紙 の 部 分 は 後 か ら 描く こと 
が 多い た め 、 「 表紙] と メモ を 残し 
て お きま す 。 な お 、 基本 的 な こと で 
す が 、 左 右 ど ちら の ペー ジ か ら 始 ま 
る の か は 事前 に 確認 し まし ょ う 。 


ーー し 


ネー ム を 描く た め の 準 備 


本 
ci 
0 まず は 「 線 」 と いう レイ ヤー を 作成 する 。 


ペー ジ に 番号 を 振る 


番号 は ペー ジ の 隅 に 振 
ろう 


el | * | 


表紙 部 分 に は 「 表 紙 」 と 
メモ を 残し て お く 
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セリ フ と コマ 割り を 決め る | 


ネー ム 作 成 時 の 初期 パタ ー ン 


ペー ジ の 準備 が で きた ら 、 SS) 
セリ フ と コマ 割り の み を 描い 
て 全体 の セリ フ と コマ を 決め 
て か ら イ ラス ト を 描き 入れ て い 
きま す 。 そう する こと で 、 修正 
が 入っ た 場合 に 作業 が し や す 
く な り ま す 。 


キャ ラク ター に 喋ら 
せる 予定 の セリ フ 


…| コマ 割り 予定 位置 


第 
3 
章 


ネー ム 修 正 パ ター ン 


この 場面 は 「 兎 と 狼 の 相性 が 最悪 ] と いう こと が 分 か れ は 、 出 る た びに 説明 と コマ の スペ ー ス が 必須 に な る た め 、 
ば いい の で 、 その 部 分 を 主人 公 の モノ ロー グ と いう 形 で 登場 させ る 人 数 は 必要 最低 限 に 留め る こと を 意識 し まし ょ 
済ま し 、 登 場 予 定 だ っ た 友達 は カッ ト し まし た 。 キャ ラク ター う 。 


見 せ 方 を 意識 し て プロ ッ ト か ら 変 更 ! 
教室 で 友達 か ら 相性 サイ アク と 開く 
ED 「 相 性 サイ アク 」 と いう 点 が 読者 に わか れ ば OK 


y 


EE 半 計 特 別 重要 と いう わけ で は な い 友 達 を カッ ト し 
「 相 性 」 の 部 分 を モノ ロー グ で 済ま す 


[ ーー 
ーーーーーー ーー 株 "| 


pe red 


モブ キャ ラク ター た ちゃ 獣 耳 
に する こと で 、 こ の 世界 で は 獣 
耳 が 一 般 的 と いう こと を 強調 
し ます 。 特に 今回 は 8 ペー ジ 
の 短編 の た め 、 文 字 で の 説明 
は 避け て 、 な る べく イラ スト で 
説明 する よう に 意識 し まし た 。 


「 相 性 が 悪い ] と いう こと を 
説明 する た め の コ マ で す が 、 
導入 部 分 は 世界 観 を 伝え る 
こと に 専念 する た め 、 より 伝 わ 
りや すい と 思え る 表現 に し まし 
た 。 コマ を 修正 する 場合 は 、 そ 
の コマ の 役割 を し っ か り と 考え 
まし ょ う 。 


最初 は 動物 の イラ スト で 相関 図 の イ | ・ 
メー ジ を 描 と うと 思い まし た が 、 主 人 


Ln 


「 み ん な に 獣 耳 が 生え て いる 」 と いう 特殊 な 世界 観 を 文字 で 説明 し て も いい と は 思い ます が 、 今 回 


本 人 


ン x た 


の よう な 短編 マン ガ の 場合 は 、 な る べく イラ スト で 説明 し た 方 が いい で す 。 ち な み に 、 主 人 公 と 男 
の 子 だ け を 獣 耳 に し た 場合 、「 コ スプ レ 好 き の 人 た ち ?」 と 思わ れ て し まう 可能 性 が ある の で 注意 


が 必要 で す 。 


) へ 演出 の 強弱 ~ 
1 に 3 wa 
| 初期 パターン 
イメ ー ジ が 読者 に 伝わり や すぐ 
する た め に コマ を 変更 ! 


ーーーーーー 


促 ? 一 と っ る た 
ト まる を は 
< x Po 
0 は 
ーー < ピラ 
ン を SS Ni) ふか 
ング AN ソ 


IN や ⑯〉 


公 (女の子 ) が 情報 を 得る 手段 を 考え .… 


た 結果 、 よ り 女の子 らし い 「 雑 誌 の 占い 


ペー ジ 」 に 変更 し まし た 。 


s 党 “ 剖 


と ok に も )// 
uz A CT 


Y 
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コマ 解説 その ③ て コマ の メリ ハリ ンー | 


マン ガ の 紙面 が 単調 だ と 

読者 は 飽き さて し まう た め 、 そ う 

な ら な いよ うに コマ の 大 小 に 修正 前 は 上 下 の コ 
差 を 設け て 、 メ リハ リ を つけ る マ の 大 き さ に 差異 
こと が 重要 で す 。 読者 の な が な か っ た の で す 
か に は マン ガ を 流し 読み す ER に 
る 方 々 も 大 勢い ます が 、 メリ 8 
ハリ を つけ れ ば そう し た 方 々 0 


コマ は 、 ト ラブ ル 
発生 の 大 事 な コ マ 
の た め 大 きめ に 修 
正 し ま し た 。 


の 目 を 引く こと も で きま す 。 


第 
3 左 ペ ー ジ に は 見 せ 場 の 
章 


コマ が あり 、 そ の コマ を | W 
より 大 きく する た め に 、| { E 人 届 
左 ペ ー ジ の 上 の コマ を | 還 >» 


右 ペー ジ の 下 に 移動 し | し.、 | 
て いま す 。 左 ペー ジ の 大 | 


き な コ マ が ビシ っ と 決 | - ーー 
まり 、 し っ か り と メリ ハ | | Et | \ 
リ が つい た 形 に な り ま | i 0 | 
し た 。 | {| ( 
第 
し 4 
* | 
§ COLUMN メリ ハリ に 必要 な ポイ ント を 確認 ! 
1 私 が 特に 意識 し て いる の は 、 感情 や 場所 ーー ら 5 と 
の 変わ り 目 な ど 、 重 要 な シー ン で は な る べく 大 視線 放 導 テク ニッ ク も 沈 え て お こう ! 
1 き な コ マ を 使う と いう こと で す 。 大 き な コ マ が ビ 視線 誘導 用 修正 パタ ー ン 
シ っ と 決ま る だ け で 一 気 に ペ ー ジ 全体 が 引き ーーー ーー| 1 ーー 
締まる の で 、 見 開き で 使う か 、 最 低 で も 2~3 | <, こき 系 | で さき 旬 2 
ペー ジ 内 に 必ず ひと つ は 欲し いと ころ で す 。 り -% 理 っ き 香 一 
ーーy ーyt の 
メリ ハリ を つけ る 時 の ボイン ト = ミ 7 の 電 ミー 
ン フン | 用 ' ぁ = 
・ 重 要 な シー ン は 大 き な コマ を gt グン | 2 
使用 する よう に する | 771 ルン ン 
・ 逆 に 重要 で な い コ マ は モノ ロー グ の 位置 を 若干 左 に 寄せ まし た が 、 こ れ は 「 真 ん 中 」 に 寄せ る こと 
小さ め に し た 方 が 良い で 読者 の 視線 誘導 が し や すく な る た めで す 。 ま た 、 の ど 付近 に ある セリ フ 
は 読み に くい の で 、 そ うし た 点 に も 気 を 配り まし ょ う 。 


131 ーー 


表紙 の ラフ 制作 


コマ 割り と セリ フ の 配置 が 
済ん だ ら 、 続い て 表紙 に 入り 
ます 。 構図 を 決め る 際 は 、 複 
数 の ラフ を 用 意 し て 見 比べ 、 
その な か か ら 基 本 と な る も の 
を 決定 し ます 。 今 作 は 「 獣 耳 ] 
の 要素 を 入れ た か っ た た め 、 
耳 と 尻尾 が 入る 構図 を 選び ま 
し た 。 


KU) 


A 


主人 公 の 女の子 と 狼 族 の 男の子 が 背中 合わ せ 
に な っ て いる 構図 で す 。 今 作 の 場合 は メイ ン 
が この ふた りな の で 、 表 紙 に 登場 する キャ ラ 
クタ ー は この ふた り の み で す 。 


vy wm 


パタ ー ン ③ 


主人 公 を バスト アッ プ で 描き 、 背 後に 男の子 
を 配置 し た 構図 で す 。 た だ し 、 主 人 公 の 尻尾 が 
入 つ てい ない ため 、 最 終 的 に は は ボツ に し まし 


MS 


初期 バタ ー ン と 同じ よう な 構図 で す が 、 男 の 
子 の ボー ズ を 変更 し 、 キ ャ ラク ター 自身 を 若 
干 大 きく し た パタ ー ン で す 。 こ ちら の 方 が 獣 
耳 や 尻尾 な ど が より 見 や すく な っ て いま す 。 


キャ ラク ター の ボー ズ 自 体 は バタ ー ン 3 と 同 
じ で す が 、 主 人 公 が ペー ジ の の ど 側 に くる と 
見 づら いた め 、 そ の 点 を 修正 し 、 主 人 公 と 男 の 
子 の 位置 を 反転 させ まし た 。 
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= に 


表紙 に 絵 を 描き 入れ る 


表紙 の 構図 が 決ま っ た ら 、 

イラ スト を 描き 入れ て いき ま 
す 。 ネー ム の 段階 で は 簡単 な 
イラ スト で いい か も し れ ま せん 
が 、 ネー ム を 下 描き の 代わ り 
に し て ペン 入れ を し て いく 場 
合 は 、 詳し く 描く と いい と 思い 
ます 。 


イラ スト を 描き 入れ て いく な か で 、 若 王 冷 た そう に 見 える イメ ー ジ を 男 
の 子 に 加え た く な っ た た め 、 貞 耳 や 万 尾 が 隠れ な いよ うに 注意 し な が ら 、 


A 


ボー ズ を 後ろ 向き に 変更 し まし た 。 


背景 の デザ イン と し て 、「 恋 愛 ] が テー マ で 
ある と 分 か る よう に ハー ト を 描い て 完成 
で す 。 ち な み に 、 相 性 が 悪い 相手 と の 恋愛 
な の で 、 暗 喉 と し て ハー ト に ヒビ を 入れ ま 
し た 。 


タイ トル の スペ ー ス に は 、 メ モ を 書い て お 
きま す 。 最 終 的 に タイ トル 位置 が 変更 と な 
る 可能 性 も あり ます が 、 こ うす る こと で 表 
紙 全体 の イメ ー ジ が 伝わり や すく な り ま 


主人 公 に 続い て 男の子 まで 描き 終え れ ば 、 
キャ ラク ター の 描き 入れ は 完了 で す 。 残 り 

は タイ トル の 位置 を 決定 し 、 背 景 を 描け ば 
終了 と な り ま す 。 


ーー 


ネー ム の ブラ ッシュ アッ プ ① 次 の シー ン を 意識 する て 
1 
表紙 の 次 は 、 事 前 に 作業 1 
し て お いた コマ 割り と セリ フ 配 


置 を も と に ネー ム の ブラ ッシュ 
アッ プ を し て いき ます 。2 ペ ー 
ジ 目 で は 、 次 の シー ン に スム ー 
ズ に 繋げ る た め に 、 男の子 が 
いる 場所 を 変更 し まし た 。 


5 ペー ジ 目 の 最後 の コマ は 、 
見 せ 場 を 大 きく 見 せる こと も 考 
えて カッ ト し まし た 。 た だ し 、 モノ 
ロー グ だ け は 採用 し て 6 ペー 
ジ 目 に 移動 し て いま す 。 


| ヽ 
ト 


次 シー ン に 繋げ る 


当初 、 男 の 子 の 登場 場所 は 教室 の 予定 で し た 
が 、 外 で 絡ま れる と いう 次 の シー ン に 繋げ や 
すく する た め に 校門 に 変更 し まし た 。 場 所 転 
換 が 多い と それ だ け コ マ が 必要 に な る た め 、 
そう し た ムダ な コマ を 省 いて 場所 移動 を 抑え 
る 工夫 は 大 切 で す 。 


ャ 


9 っ に 


セリ フ も 合わ せ て 変更 


て いる と 意外 と 見 逃し が ちな の で 、 修 正 時 に は 周り の コマ や セリ フ も 確認 し まし ょ う 。 と 
れ で 、 場 所 移動 な どの 余計 な コマ を 省き つつ 、 次 の シー ン に 繋げ や すい 状態 を 構築 で きま 


し た 。 
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ネー ム の ブラ ッシュ アッ プ ぐ ④② て 見 せ 場 を より 目立た せる て 


5 @ y 
sa 
6 提 


今 作 の 最大 の 見 せ 場 で あ 


る 
を 


る 「 主 人 公 が 男の子 を 抱え て 

ジャ ンプ する 」 シー ン に つい て SS | 
は 、 印象 的 な ペー ジ に する た ) NY 
め に 当初 の ヨコ 割り か ら タ テ Tr 
割り に 変更 し まし た 。 見 せ 場 の 
コマ は 「 そ の マン ガ で し か 見 ら 
れ な い 特別 モノ] な の で 、 
その マン ガ の 強み を 最大 限 に 
活か し た 方 が 良い と 思い ます 。 


ww_ 


N > 


介 
Ka 
る 
役 


「 見 せ 場 」 は いろ いろ な パタ ー ン を 
描い て みて 比べ る の も 大 事 ! 


pe を オメ 


2 
oe 
っ 。 
acr 弄 


| 、 
> 
っ ・ っ 


最初 は 町 全体 を 見 渡せ る ほど ジャ ンプ する イメ ー ジ で し た 
が 、「 さ す が に それ は どう だ ろう ? 」 と 思い 、 ジ ャ ンプ の 高 さ や 
アン グル を 変え て 何 バ ター ン か 描い て 検討 し まし た 。 頭 の 中 
の イメ ー ジ を イラ スト に 起こ てすと また 違っ た 印象 に な る た め 、 
納得 する まで いろ いろ と 描い て みる の が いい と 思い ます 。 ち 
な み に 、 私 自身 は 「 見 せ 場 」 は ちょ っ と や りす ぎ な くら い が イ 
ン バ パク ト が あっ て いい と 考え て いま す 。 


ネー ム の ブラ ッシュ アッ プ ③ ~ 時 間 の 経過 を 表現 > 


時 間 経 過 を 表現 する 場合 、 
コマ と コマ の 間 に 空 白 を 入れ 
た り 、 ロン グ シ ョ ッ ト を 使用 し た 
パタ ー ン が 効果 的 で す 。 な お 、 
空白 は 時 間 経過 だ け で な く 、 
読者 に 内 容 や セリ フ を 理解 し 
て も ら う 「 間 」 の 役割 も 果たし 
て くれ ます 。 


Re 


トー レレ 
や SN 


| 


赤い 株 で 還 ん だ 2 人 は 、 空白 に よる 時 間 経過 
で す 。 細 長い コマ や 、 コ マ と コマ の 間 を 広く と 
る こと で 時 間 経過 を 表現 で きま す 。 


ロン グ シ ョ ッ ト を は さん で 、「 場 所 が 公園 に 変 
わっ た 」 と いう の を 読者 に 伝え て いま す 。 た だ 
し 、 公 園 自 体 に 意味 は な い の で 、 コ マ 自 体 は 小 
さめ で す 。 


ネー ム の プラ ッシュ アッ プ て 回想 コマ の 扱い て | 


8 ペー ジ 1 コ マ 目 は 、 現 在 
と 過去 が 一 緒 に な っ て いる コ 
マ て です 。 そう いっ た 場合 は 、 過 
去 (回 想 ) の 部 分 に 乗算 レイ 
ヤー を 作り 、 薄く グレ ー を か け 
る こと で 後々 の 作業 が わか り 
や すく な り ます 。 


回 想 の 部 分 に 薄く グレ ー を 
て 判り や すく 表現 


ネー ム 制 作 が 終了 し た ら 、 
ファ イル 一 保存 を クリ ッ ク し て 
デー タ を 保存 し ます 。 この あと 
に 行う 「 下 描き 」 作業 で ネー ム 
が 必要 に な る た め 、 ひと つの 
フォ ル ダ に まとめ て 保存 し て お 
く と 作業 が し や すく な り ま す 。 
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ネー ム 総 括 
10 ペ ー ジ 未満 の 短編 イン ガ で は 、「 い か に テン ポ よ く 全 > ミーム 制 こ 特に 意識 すべ きこ 
体 を つなげ る か ] が 鍵 と な る ほか 、 読者 に 対し て | 言葉 で 説 ネー ム 韻 作詩 に 特に 計 隊 すべ きこ と 
明 する の で は な く 、 表情 な ど で 感じ は せる] の が ポイ ント に な ・ テ ン ポ よく 全体 を つなげ る 
り ま す 。 ムダ な セリ フ や コマ を 省き つつ メリ ハリ を つけ て 、 適 ーー 
度 に 「 間 」 を 入れ 込ん だ ネー ム 制 作 を めざし まし ょ う 。 ・ 言 葉 で は な く 絵 で 感じ きせ る 


語詞 メリ ハリ に 必要 な ボイン ト を 確認 ! 
2 ペー ジ 目 で は 3 種類 の モノ ロー グ が 使わ <) ザ [ 。 デー アメ 慰 : 
_ | れ て いま す が 、 使い 分 け に つい て は ケー スバ 

イケ ー ス で す 。 モノ ロー グ の 種類 で 表現 し た 
い 内 容 が 異な っ て くる も の の 、 これ ら は 決し て 
用 途 が 決ま っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 下記 
に 挙げ た 以外 の 表現 方 法 も あり ます の で 、 マ 
ン ガ の 雰囲気 を 考え つつ 、 自分 に あっ た モノ 
を 模索 し て みて くだ さい 。 


フキ ダシ を 使っ た モノ ロー グ Fe 


右記 パタ ー ン で の モノ ロー グ の 役割 


せ 
フキ ダシ 登場 人 物 が 思っ て いる こと 
株 世界 観 の 説明 事 

ニテ ニュ 。。。 | 登場 人 物 が 「 強 く 」 思 っ て で 
| ウニ ンジ ッシュ いる こと | 2 


ウニ フラ ッシュ な どの モノ ロー グ 枠 で 囲ん だ モノ ロー グ 
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少女 マン ガ の 電 
下 描き を し よう 


ネー ム 終 了 後 は 、 ペ ベン 入 れ の た め の 準 備 と も 言え る 下 描き 作業 へ と 移行 する 。 
各 作 業 内 容 を キッ チリ 確認 し 、 ベ ン 入 れ に 備え よう 。 


用 紙 設定 を し よう | 


まず は 「 フ ァイル ] メ 村 a 
ニュ ー か ら 「 新 規 」 を 選ん | "" | 証 国 国 記 | Tfm の maltas ッ を mR | < 
で 、 用 紙 の 設定 を し ます 。 | 。 a 
あと は 、 サイ ズ や 任意 の aa 
ペー ジ 数 を ど を 入力 し て い 


see Oa =ー 


- ご 
ra 


く 作業 な の で 難し く は あり Ed - 

ませ ん が 、 チ ェ ッ ク す る 項目 上 

は hc あ る の で 、0 と TT 
つ ず つ 確 認 し て いき まし ょ 本 
% 三 


gem kmct) amo ee me 1 


私 の 場合 は 、 作 業 し や 
すい よう に 常に 見 開き で 
進め て いま す 。 すべ て の 
ペー ジ を 見 開き に し た あ 
と は 、「 用 紙 」 と いう レイ 
ヤー の み 残 す 作 業 を 全 
ペー ジ に 適用 し て 、 準備 


「 用 紙 」 と いう レイ ヤー 以外 は すべ て 消去 する 
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ネー ムペ ー ジ を 貼り 付け る | 


次 は 、 先程 作っ た ネー ム 
を ペー ジ に 貼り 付け て いき ま 
す 。 こ の と き 、 製本 時 に セリ フ 
が 読み に くく な ら な いよ うに 、 
ペー ジ の ノド を 空け 、 小口 側 
ギリ ギリ に イラ スト が 入る くら 


デスクトップ 


い に 調 整 す る こと を 覚え て お ne 
きま し ょ う 。 a 
mse 人 庄 YS 
還 ビデ ォ 3 4 4 + 
‘ミュージック 上 
も ホー ムク ルー プ す i 
= 製本 時 に セリ フ が 読み に くく な ら な いよ うに ペー ジ 
人 の 真ん中 (ノド ) を 空け る の が ボイン ト 
畔 ネッ トワ ー ク 


「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 読 み 込み 」]「 画 像 ] を クリ ッ ク 
し ます 。 ネ ー ム を 選択 し て 貼り 付け ます 。 


ネー ム を 青色 に 変更 


続い て 、 ペン 入れ を し や す 
くす る た め に 、 ペー ジ 右 上 の 
レイ ヤー プロ パテ ィ を 使っ て 
ネー ム を 「 青 色 」 に 変更 し ま 
す 。 な お 、 レイ ヤー プロ パテ ィ 
が な い 場 合 は 、「 ウ ィ ン ド ウ ] 
か ら 「 レ イヤ ー プ ロ パ ティ ] を 
クリ ッ ク す れ ば 使用 可能 に な 
り ま す 。 


100% 通常 
幼 果 音 


すべ て の ネー ム を 青く し た ら 、 今 度 
は ペン 入れ の レイ ヤー を 作成 し ます 。 
ネー ムレ イヤ ー の 上 に 、 新 規 で 枠 線 ・ 


ふき だ し ・ 背 景 ・ 人 物 ・ 効 果 ・ 効 果 音 2 同 %9% 通 
1 枚 イト の 8 バタ ー ン を 作り 、 全 01 の コビー 
| ペー ジ ぶ ん 用 意 し ます 。 な お 、 効 果 音 四 
1 が 2 枚 あ る の は 、 効 果 音 を 白く フチ ド 
; リ す る 際 に 必要 に な る か ら で す 。 


9 al ca 


コマ の 大 き さ と セリ フ の 位置 を 決め る 


ネー ム お よび レイ ヤー の 準備 が で き 
た ら 、 ま ず は コマ の 大 き さ を 確定 し て い 
きま す 。 「 枠 線 レ イヤ ー」 を 選択 し て 、 
直線 ツー ル で 枠 線 を 引い て いく の で 
す が 、 こ の と き 、 メリ ハリ を 意識 し て 大 
き な コ マ は ひと 回 り 大 きめ に 、 小さ な コ 
マ は ひと 回 り 小 さめ に 線 を 引く よう に し 
て いま す 。 


回 と ro Oss 
FS 


枠 線 レ イヤ ー を 選択 し 大 き な コ マ は 一 回 り 
直線 ツー ル で 枠 を 引く 大 きめ に と る 


Meouumn 枠 線 は 場面 に よっ て 細 さ を 使い 分 ける 


ロマ ンチ ッ ク な 雰囲気 
が 欲し い 場 面 で は 「 細 
め ]、 過去 を 表現 する 場 
面 で は 「 二 重 線 ] な ど 、 場 
面 に よっ て 枠 線 を 使い 分 
ける の が 効果 的 で す 。 さ ま 
ざま な 表現 方 法 が ある た 
め 、 自 分 に あっ た モノ を 模 
索 し て み ま し ょ う 。 


ロマ ンチ ッ ク な 場面 


枠 線 を 使用 し た 表現 例 


細め に し て 線 の 主張 を 抑え る 


過去 を 表現 する 場面 


世界 観 の 説明 


二 重 線 や コマ の 角 を 丸く する 
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A: 


ネー ム の 変形 | 


コマ の 大 き さ を 決め た あと は 、 その 大 き さ に 合う よう に く 、 キ ャ ラク ター の 位置 な ども 含め 、 全体 の バラ ンス を 見 
ネー ム を 変形 し て いき ます 。 な お 、 拡大 縮小 する だ け で な な が ら 調 整 し て いく こと が 大 切 で す 。 


コマ と コマ の 間 に 不 要 な スペ ー ス が で き て し まっ た た め 、「 選 択 」 ツ ー ル の 「 投 げ な わ 」 を 選び 、 移 動 させ 
る 主人 公 と モブ キャ ラク ター を 選択 範囲 で 囲ん た だ あと 、「 レ イヤ ー 移 動 」 ツ ー ル を 使い 、 主 人 公 や モブ 
キャ ラク ター の 位置 を さげ て スペ ー ス を 埋め まし た 。 若 干 の 隙間 で あれ ば 、 こ と うし た キャ ラク ター の 移 
動 な ど で 調整 し て し まい ます 。 


SNNW/ 
ンク 


の MM 


前 の ペー ジ で は 男の子 が 小さ い カ ッ ト ば か り だ っ た た め 、4 ペ ー ジ 目 で は 上 の コマ の 男の子 を 大 きめ 
に 変更 し まし た 。 変 更 す る 際 は 「 選 択 」 ツ ー ル の 「 投 げ な わ 」 で 男の子 を 選択 範囲 で 囲み 、「 編 集 ] メ ニュ ー 
か ら 「 変 形 ] を 選択 し て 「 拡 大 ・ 縮 小 ] を 選び ます 。 す る と 選択 し た 男の子 の 周囲 に ポッ クス 型 の ハン ドル 
が 表示 され ます の で 、 そ の うち 1 点 を ドラ ッ グ し て 大 き さ の 調整 を 行い ます 。 


ーー 


= = | 


フキ ダシ の 位置 を 決定 | 


コマ の 調整 が 終わ っ た ら 、 フ 
キダ シ の 位置 を 決定 し て いき 
ます 。 「 ふ きだ し レイ ヤー] を 選 
択 し て か ら フ キダ シ を 描い て い 
き 、 フ ラッ シュ 系 の 場合 は ツー 
ル の 「 フ ラッ シュ 」 を 使用 し ま 
し ょ う 。 この と き 、 フキ ダシ に か 
か っ た 枠 線 を 消し て お く と 、 
後々 の 作業 が 楽に な り ま す 。 


フキ ダシ に 緩急 を つけ る 


コマ の 枠 線 と 同様 、 フ キダ シ も 線 の 太 さ や 形 で 雰囲気 
が ガラ リ と 変わ り ま す 。8 ペ ー ジ 目 の 「……!| と いう セリ 
フ で は 、 若干 太め の 線 で ショ ッ ク や 焦り を 表現 し まし た 。 
ほか に も いろ いろ な パタ ー ン が あり 、 フキ ダシ に は キャ ラク 


ター の 心情 を 伝え る 役割 が ある の で 、 場面 に よっ て 使い 
分 れ ば 、 より 作品 の 世界 観 を 表現 で きま す 。 な お 、 フキ ダ 
シ は 「 テ キス ト 」 ツー ル の 「 テ キス ト ] で 表示 され ます 。 


太め の 線 で ショ ッ ク や 焦り を 表現 モク モク し た 線 で 楽し そう な 感情 を 表現 若 下 細め の 線 で 静か な 起り を 表現 
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= 


ネー ム の 絵 を 調整 | 


下 描き の 仕上 げ と し て 、 ラ 
フ な 状態 だ っ た ネー ム に 「 鉛 
筆 ] ツ ー ル で 細か く 描き 込み 、 
ペン 入れ を し や すく し ます 。 顔 
や 体 の バラ ンス は 「 な げ な わ ] 
ツー ル の 「 変 形 ] で 調整 し つ 
つ 、 で きる だ け 細 か く 描き 込ん 
で か ら ペ ン 入 れ に 進み まし ょ う 。 


ラフ な ネー ム の 絵 を 「 鉛 筆 ツ ー ル 」 で 描き 込み 
ペン 入れ を し や すく する 


ネー ム の 状態 で は 、 髪 の 毛 や 顔 の 輪郭 、 体 の ライ 
ン な ど は ある 程度 アタ リ で 描い て いま し た が 、 そ 
れ ら を より 細か く 描 いて いき ます 。 描 き 込ん だ ぶ 
ん だ け ベ ン 入 れ が し や すく な る の で 、 し っ か り と 
作業 し て いき まし よう 。 


@ 顔 や 体 の バラ ンス は 
「 な げ な わ ツ ー ル 」 に に ュー に ーー 


女の子 の 頭 が 体 に 対し て 大 きか っ た た め 、 若 干 小さ く し て パラ ンス を 調整 し ま し た 。 こ と うし た バ 
ラン ス 調 整 は 意外 と 見 逃し が ちな の で 、 描 き 込 ん で いく 作業 の な か で キャ ラク ター 全体 を 見 て 確 
認 し た 方 が いい と 思い ます 。 


ーー 


Lesson 


O4 


少女 マン ガ の 
ベン 入れ を し よう 


下 描き が 完了 レ し た あと は 、 い よい よ ペ ン 入 れ 作 業 に 入る 。 
キャ ラク ター や 背景 を は じ め 、 効 果 線 か ら 描き 文字 に 至る まで 
細か く 解 説 し て いく の で 、 見 逃し 厳禁 だ 。 


_ (お 


ペン の 種類 を チェ ッ ク 


ペン 入れ に は 、「G ペ ン 」 と 「 丸 ペン 」 を 使用 し ます が 、 
入り 抜き 設定 を オン に し た 「 効 果 線 用 」 も 頻繁 に 使い ま 
す 。 何 を 描く か 、 どん な 表現 を し た い の か に よっ て ペン 
を 使い 分 け まし ょ う 。 


< 


時 TeNwmaeprwAN< 


Meouumn 


ペン の 入り 抜き 設定 
CLIP STUDIO PAINT co 

EX は 、 ペン 型 マ ウス の | 較 呈 隊 

筆 圧 に よる 入り 抜き に | km 

対応 し て いま す 。 こ の 入 

り 抜き は 「 効 果 線 用 」 フー 5 

ペン な ら 「 ツ ー ル プロ パ pe 9 を < 


ティ ]、 ほか の ペン は 「 サ 22 


ブツ ー ル 詳細 ] の 「 入 り SSC BBH - 
抜き ] 項 目 に ある 、「 入 り ] 効果 線 用 (入り 抜き 設定 オン ) 


と 「 抜 き ] の チェ ッ ク ボ ッ G ベ ペン は 線 の 緩急 が 付け や すぐ 、 筆 圧 に よっ て 線 の 太 さ を 変え られ 
クス で 設定 が 可能 で す 。 ーー 一 状 ] る た め 「 輪 郭 や 体 ] を 描く 際 に 使用 し ます 。 ま た 、 丸 ペン は 均一 で 細い 
線 が 描け る た め 、「 髪 の 毛 や 顔 の バー ツ 」 を 描く の に 向い て いま す 。 効 


「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト を 表示 する 果 線 用 は 「 髪 の 毛 の ベタ 」 を 準 る 際 、 ツ ヤ を 出し た いり 場合 に 使う と 便 


利 で す 。 
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人 物 の 顔 を 描い て いく 


キャ ラク ター を 描く 際 は 、 人 
物 レ イヤ ー を 選択 する の が 基 
本 で す 。 順番 は 人 に よっ て 異 
な り ま す が 、 私 は 少女 マン ガ 
に お いて 要 の 部 分 で ある 「 目 ] 
か ら 描 き 始 め ま す 。 目 を 描く 作 
業 で 大 体 の 表情 が 決ま る た 
め 、 細か く 丁 寧 に 、 か つ そ の 
キャ ラク ター に 感情 移入 し な 
が ら 描 く と 良い と 思い ます 。 


| Atom | キャ ラク ター " 背景 = 上 効果 線 - 貞 描き 文字 


キャ ラク ター を 描く 際 は 人 物 レ イヤ ー に 
描き 込む の が 基本 

ーー 目 は 少女 マン ガ に お いて 最も 重要 な た 
め 細 か く 丁寧 に 描く と と を 心がけ よう ! 


キャ ラク ター の 顔 や 輪郭 服 な 
ど は G ペ ベン で 緩急 を 付け て 描 
いて いき ます 。 特 に 輪郭 は 、 太 
め に 描い て ちょ どい いく らい 
に な り ま す 。 逆 に 、 髪 は 丸 ベン 


0 で 描い て いき ます が 、 描 く 際 に 
は 「 柔 ら か さ 」 を 意識 し て 描く 
R こそ | よう に する と 、 ふ わっ と し た 感 
じ に で きま す 。 


Meouumn SA 


目 に 髪の毛 が か か っ て いる 部 分 は 、 該当 する 部 分 を ペン 先 を 
細く 設定 し た 白 ペ ン 、 ま た は 消し ゴム で 線 を 入れ る と 、 不透明 感 
が 出る た め 綺麗 に 見 えま す 。 な お 、 こ の 効果 は 仕上 げ の 「 ホ ワイ 
ト ] で 入れ る こと も で きる た め 、 や りや すい 方 法 を 見 つけ て 実践 


し て み ま し ょ う 。 


キャ ラク ター の 全体 と モブ キャ ラ を 描く 


キャ ラク ター の 顔 を 描い た あ 
と は 、 体 全体 を 描い て いき 、 そ 
の あと は モブ キャ ラク ター の 作 
成 に 移り ます 。 前 述 の 通り 、 体 
や 服 な ど は G ペン で 緩急 を 付 
けつ つ 描 いて いき ます 。 


| 100 < 


a | 


100% 通 
le otk 
問 90 通常 
| ーー 2 果 音 
同 OX 通常 | 
| に My 上 


| 100X 通 常 | 
隊 [ss | 


TE 


| ED 
| 100% 通常 
に IE | 
屋 ox 
| | ウツ ュ 

30% 通 
* 回 県 計 
LM 上 


: つ の 絵 が 被る 場合 は レイ ヤー を 分 ける 
| 


手前 の 男の子 を 描い て いく 
の で す が 、 後 ろ に 男の子 の 
顔 の アッ プ が ある た め 、 そ の 
まま 描く と イラ スト が 被っ 
て し まい ます 。 そ ん な と き 
| は 、 レ イヤ ー を も う ひ と つ 作 
成 し 、 そ の レイ ヤー に キャ ラ 
クタ ー を 描い て いき ます 。 別 
レイ ヤー に し て お く と 、 後 々 
キャ ラク ター を 移動 させ る 
| 際 な ど に も 便利 で す 。 


装 ・ 基 本 的 に は 「 背 景 」 の 扱い 
・ 後 か ら 描い て も OK だ が 、 登 場 人 物 


、 | 背景 の モブ は あと か ら 描く 
| 人 も 多い と 思い ます が 、 私 
/ の 場合 は メイ ン の キャ ラク 
ー| ター と 一 緒 に 描き あげ た 方 
が 、 作 業 が スム ー ズ に 進み ま 
ーー | す 。 た だ し 、 描 く 順番 は ひと 
| ー ] それ ぞ れ の た め 、 自 分 に 合っ 
人 4 人 た や り 方 を 探し まし ょ う 。 


ペン 入れ の 作業 の 際 、 キャ ラク ター 
の 体 の ライ ン な ど が コマ の 枠 線 か ら は 
み 出 し て し まう こと が あり ます 。 そん な と 
き は 、 長方形 選択 な ど を 使用 し て 、 あ | 
と か ら ま と め て は み 出 し 部 分 を 削除 す 


る の が 効率 的 で す 。 


| 長方形 選択 で 囲ん で 5a) キー を 押す 
3 Mi 入閣 


州 中 器 で 圧 史 二 ど 深 還 「 沙 作 較 St 末 」 
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coLumn 年 


第 
3 
章 


暗い 色 で 塗り つぶ すこ と を 「 ベ 


* 効果 的 な 「 ベ タ 」 を 使っ て みよ う 


| 庄 | 白い 部 分 を 「 自 動 選択 リツ ー ル で 囲む 


タ 」 と 言い ます が 、 塗り つぶ し ツー ES 
ル で は な く 、 [カケ アミ ] を 使用 する は sa EEE 
こと で 普通 の ベタ で 塗る より も ふ > CET 
わっ と し た 表現 が 可能 に な り ます 。 プス ーーー を 
少女 マン ガ で は そう し た 表現 が 多 。 選 ら | 
いた め 、 覚 えて お く と 便利 で す 。 a 内 wets| | 
0 料 線 | 
き | pk:】| 
サブ ツー ル 「 デ コレ ーション 」 
の カケ アミ 1 カケ 、 ま た は カ 
ケア ミ 4 カ ケ で 塗る 
通常 の ペタ で 塗る より も 
ふわ っ と し た 表現 の ペタ | るー…… < 
が 完成 ! 


も う ひ と つの 効果 的 な ベタ と し て 、 
「 塗 り ム ラ を 意図 的 に 作る ] と いう 
モノ が あり ます 。 髪の毛 を 選択 し 、 
サブ ツー ル の 「 デ コレ ーション 」 の 
「 斜 線 ] で 平行 に 重ね 塗る と ムラ 
の ある ベタ が 塗れ る た め 、 通 常 の べ 
タ と は 違う 印象 に な り ます 。 コミ カル 
より な コマ な ど 、 使え そう な シー ン で 
試し て みて くだ さい 。 


トン 


キャ ラク ター の ふち どり 


同じ コマ の な か で 、 手前 と 奥 に キャ ラク ター が いる 構図 の 
場合 は 、 手 前 の キャ ラク ター の 「 ふ ちどり ] を し て 、 距離 感 を 
出す と 効果 的 で す 。 その 場合 は 、 ペ ン 先 を 太め に 設定 し た 黒 
い ペ ン で 作業 し 、 手 前 の キャ ラク ター を 濃く する こと で 位置 関 
係 が 分 か りや すく な り ま す 。 


奥 に いる 登場 人 物 と の 距 
…] 離 感 を 出す た め 、 黒 い 太 
め の ベ ペン で ふち どる 


Meouumn 


ペン 使い の バリ エー ショ ン 


ギャ グ シ ー ン や きょとん と する シー ン で は 、 
ペン 先 が 太 め の ペ ン で キャ ラク ター を デフ ォ 
ル メ し ます 。 雰囲気 を 変え た い 場面 で は 特 
に 有効 な の で 、 覚 えて お きま し ょ う 。 


キャ ラク ター を すべ て 描き 終 
えた ら 、 背景 の 描き 込み 作業 
に 入り ます 。 基本 的 に は 「 直 
線 ツ ー ル 」 と 「 丸 ペン ツー ル 」 
を 組み 合わ せ て 、 背 景 レイ 
ヤー に 描き 込ん で いき ます 。 


ーー | 人 衝 が 趣 謀 な 場合 は 、 人 物 
し 4 レイ ヤー の 通明 度 を 下げ る 


まず は トピ ラ の 「 本 」 を 描き 込ん で いき 
ます 。 最 初 に 直線 ツー ル で 直線 部 分 を 
描き 、 ペ ベー ジ の 丸い 部 分 を 丸 ベ ン で 描 
いた あと 、 本 の 角 な ども 整え て いき ま 
す 。 な お 、 キ ャ ラク ター が 邪魔 な と き は 
「 人 物 レ イヤ ー」 の 不透明 度 を 下げ て お 
く と 、 作 業 し や すく な り ま す 。 
EC 
通常 


| 
| 
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t= 


背景 を 描く その ② | 


os ed 


続い て 、 背 景 に 「 文 字 を 貼 
り 付け る 場合 ] を 解説 し て い 
きま す 。 テキ スト ツー ル の 使 
用 や レイ ヤー の ラス タラ イズ 、 


文字 の 変形 や 白 抜き な ど 、 
作業 工程 が 多い た め 、 ひ と つ り トピ ラ の 本 を 例 と し た 場合 
ひと つ 確 認 し て いき まし ょ う 。 | まず は テキ スト ツー ル で 文 


| 字 を 打ち ます 。 こ の あと 、 ラ 
スタ ライ ズ 化 に より 、 書 体 
| 変更 が で き な く な る た め 、 イ 


テキ スト レイ ヤー を 
右 ク リッ ク し て 、 レ イ 


ヤー を ラス タラ イズ | | | 


文字 を 変形 し て 貼 
り 付け る 


ラス タラ イズ し た あ 
と は 、 文 字 を 変形 さ 


打ち 込ん だ 文字 を 本 の 表紙 
に 合う よう に 変形 し て いく 
の で す が 、 と の まま で は 変形 
で き な い た め 、 テ キス トレ イ | | 
ヤー を ラス タラ イズ し ます 。 | | ーー5 


せ て 本 の 表紙 に 合う 
ラス タラ イズ が 済め ば 、 文 | | | に ym よう に 貼り 付け て い 
字 の 変形 が 可能 に な り ます 。 | | -| nmxs きま す 。 


縮小 タイ プ [on 所 


Y/ キャ ン パ ス の 端 で も 給 小 (D) 


文字 を 貼り 付け た ら 、 必 要 に 応じ て 「 白 抜き 」 を 行い ま 
す 。 白 抜き の 方 法 は 、G 可 キー を 押し な が ら レ イヤ ー 
を クリ ッ ク し 、 選 択 範囲 ラン チャ ー の 「 選 択 範囲 縮小 」 
を 選択 し ます 。 


| 2px ほ ど 縮 小 し まし よう 。 最 
| 後に 、 選 択 範囲 ラン チャ ー の 
| 消去 を クリ ッ ク す れ ば 、 白 抜 
き 文 字 の 完成 で す 。 


続い て は 、 構造 物 を 描い て 
いき ます 。2 ペ ー ジ 目 の 校 門 
の レン ガ は 、 直線 ツー ル と 丸 
ペン を 使用 すれ ば 、 より 自然 
に 見 える レン ガ を 描く こと が で 
きま す 。 


直線 ツー ル を 選択 し 、[ 応 司 キー を 押し な が 
ら 線 を 引く と 角度 0 度 と 90 度 の 線 が 簡単 に 
引け る の で 、 そ の 機能 を 使っ て レン ガ を 描き 
あげ ます 。 ま た 、 形 が で きた あと は 、 丸 ベン で 
ヨゴ レ を 表現 すれ ば 完成 で す 。 


男の子 の 初 登場 シー ン の た め 、 徐 々 に ハッ キ 
リ し て いく 感じ を 出し た いと 思い 、 レ ン ガ の 
右 下 を 若干 消し まし た 。 レ ン ガ を 消す 際 に は 、 
サブ ツー ル の 「 デ コレ ーション 」 の 「 カ ケア ミ 
4 カケ 」 を 、 透 明 色 で 描写 し て 消し て いき ます 。 


で 使う 場合 は 、 最初 に 作っ 
た 背景 を コピ ー し て スト ッ ク 
する の が オス ス メ で す 。 そう 
し て お け ば 、 あ と で 同じ 背景 
が 出 た と き に 流用 で き 、 作 
業 時 間 が 大 幅 に 短縮 で き 
る か ら で す 。 


流用 時 は 一 部 分 を 
変え れ ば 違う 背景 に ! 


LI 
背景 を 流用 する 際 は 、 一 部 分 
を 変え る だ け で も 違っ た 背 
景 に 見 える た め 、 そ の 点 を う 
まく 活用 し まし ょ う 。 4 ペー 
ジ 目 で 流用 し た レン ガ は 、 高 
校 名 が 入っ た 看板 を 追加 し 


( at m 
この レン ガ は あと の ペー ジ に も 出 て くる た め 、 レ イヤ ー を コピ ー 
し て スト ッ ク し て お きま し た 。 


4 ペー ジ 目 の 最後 の コマ に 、 コ ピー し た レン ガ を 反転 し て 貼り 付 


て 変化 を 持た せま し た 。 


4 ペー ジ 目 の レン ガ 


け ま す 。 高 さ が 足 りな か っ た 点 は 、 レ ン ガ の 上 の 部 分 を コピ ー レ 


て 下 に 貼り 付け る こと で 対応 し て いま す 。 


少女 マン ガ の 描き 方 編 


150 


パー スズ 定規 を 使っ た 背景 を 描く 


AokiA 開 ハー ス 定 況 で の 作業 の 流 
て いき ます 。6 ペ ー ジ 目 の 2 コ マ 


目 は 上 か ら 背 景 を 見 下ろ す 構 図 に 定規 レイ ヤー を 作成 
な っ て お り 、 そう し た 場合 は パー ス + 
定規 を 使用 し た 3 点 透 視 で 描い 
上 レイ ヤー 一 定規 ・ コ マ 枠 フ 
て いく と 、 立体 感 が うま で き T_ 
Re パース 定 規 の 作成 を 選択 
+ 
3 点 透視 と レイ ヤー を に 
新規 作成 を チェ ッ ク 
操作 ツー ル の オブ ジェ クト を の oves CE 
選択 し バー ス の ハン ドル を / 
下書き に 合う よう に 移動 ap 


背景 レイ ヤー を 選択 し 背景 を 描い て いく | 


パー ス 定 規 を 使用 する 場合 は 、「 レ イヤ ー」ー「 定 規 ・ 
コマ 枠 」「 パ ー ス 定規 の 作成 」 の 順に 選択 し 、「3 点 
透視 ] と 「 レ イヤ ー を 新規 作成 」] に チェ ッ ク を 入れ て 
OK を 押し ます 。 そ の あと は 「 操 作 ツ ー ル 」 の 「 オ ブ 
ジェ クト 」 を 選択 し し パー ス の ハン ドル を 下 描き に 合 ド 
う よ う に 移動 させ ます 。 そ の 作業 が 済ん だ ら 、「 背 景 
レイ ヤー」 を 選択 し 背景 描い て いき ます 。 


Meorumn 背景 を 描く 際 は 「 素 材 」 I 1 


背景 を 描く 際 は 、 素 材 の 還 SESSSq 
な か か ら 背景 を 選び 、 原生 
に ドラ ッ グ し て 貼り 付け る と 
いう 方 法 も あり ます 。 その 場 


合 は 、 貼 り 付け に よっ て 生じ 
た キャ ラク ター へ の 被り 部 
分 と 、 キャ ラク ター の 周り を 
カケ アミ ツー ル で 消し て 完 
了 で す 。 
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効果 線 を 入れ る 


背景 まで 描き 終え た ら 、 続い 
て 効果 線 を 入れ る 作業 に 移り ま 
す 。 効果 線 と いえ ば 少年 マン ガ 
で よく 見 られ ます が 、 実は 少女 マ 
ン ガ で も 多用 され て いる の で す 。 
な お 、 使用 する レイ ヤー は 基本 
的 に 「 効 果 レ イヤ ー」 と な り ま す 。 


4 ペー ジ 目 の 最後 の コマ は 、 男 の 子 が 壁 を 殴っ て 破壊 する シー 
4 ペー ジ 目 ン な の で 、 フ リー ハン ド で 荒っぽい 線 を 描い て いき ます 。 フ 
リー ハン ド で 描く の が 難し い 場 合 は 、 定 規 を 活用 し まし よう 。 


LSmPRR) 


定規 を 活用 し て 効果 | 52r_zwew Bi 
株 を 描く 場合 レイ | 対生 eee 
ヤー」ー「 定 規 ・ コ マ 枠 」| Cm_eorcweeto oka 
ー「 パ バース 定規 の 作 | 較 9 


成 」 の 順 で 選択 し ます 。 | amecram_ 


OK を 押し ます 。 


| 
| 線 の 向かっ て いる 部 分 に 
| 焦点 を 移動 させ 、 効 果 線 を 
NM 描い て いき まし ょ う 。 


ーー 
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次 に 、 集中 線 を 描い て いき 
ます 。 まず は 集中 線 を 入れ た 
い 部 分 を 選択 し 、「 集 中 線 」 
ツー ル の 「 濃 い 集中 線 ] を 選 
びましょう 。 あと は アー チ を 描く 
よう に 、 曲線 指定 を し て 集中 
線 を 入れ て いき ます 。 


EE YC HT | 


QR | 丁 細 団 柏 | 人 定 夫人 


EE 


Re 


9 > ルプ 0 Dita 


回 

に 

廊 

4 

き 

る 

4 

を 

多 

に -』 

を ) | 先 打 中 喉 し イヤ - に 舞 マ 
昌幸 化 | 

る ブラ シ サイ ズ sl 

司 ' 

a HMRC 

國 [MOED ss 

EC 

I | MORO ms 


集中 線 を 入れ る | 


= 
nr 


曲線 指定 し て 集中 } 
し 線 を 引き ます 。 ーー 
流 線 を 入れ る 
続い て 流 線 で す が 、 革 本 的 ーー ーーー" 
な 作業 方 法 は 集中 線 と 同じ NRW, - NRW, い 
で す 。 描 きた い 部 分 を 選択 、 ぎ 多 NM 鐘 
「 流 線 」 ツー ル の 「 陰 気 」 を き 妥 ぎ 
選び 、 ア ー チ を 描く よう に 曲線 i うっ 名 Na 
指定 を し て いけ ば 完了 で す 。 | pai 』 | Gy 1 
較 TE ーー ーw | 
QR [ani Fe [bam 
ド 


Ed 


NL 


+ 2 
・ 基 本 的 な 描き 方 は 、 集 中 線 と 同様 
・ 曲 線 指定 の 前 に 「 流 線 」 ツ ー ル の 「 陰 気 」 を 選べ ば OK 


効果 線 を 終え た ら 、 最後 に 
描き 文字 を 入れ て ペン 入れ は 
終了 で す 。 作業 する 際 は 、 事 
前 に 用 意 し た 描き 文字 用 の レ 
イヤ ー 2 枚 の うち 上 に 位置 す 
る レイ ヤー を 使い まし ょ う 。 下 
の レイ ヤー は 、 文 字 を 白 抜き ます 
る と き に 必要 と な り ま す 。 


描き 文字 を 入れ る 
際 の ボイン ト 


・ 効 果 音 レイ ヤー( 上 ) 
に 文字 を 描写 

・ 基 本 的 に は 太め の 
線 で 描く 

・ 登 場 人 物 や 背景 と 同 


化す る 場合 は 、 文字 
を 白 抜 きす る 


分 ける こと で コマ の イメ ー ジ が 伝わり や すく 
な る 効果 を 持つ 描き 文字 は 、 大 抵 の 場合 は 「 サ 
イン ベン 」 や 「 ミ リ ベ ン 」 ツ ー ル な どの 太い 線 
で 書く こと が 多い で す 。 た だ し 、 た だ 書く だ け 
で 終わ る と 背景 や キャ ラク ター と 同化 する た 
め 、 白 抜き が 必要 に な り ま す 。 


選択 範囲 を 10px ほ ど 拡 大 し ます 。 あ と は 効果 音 


文字 の 周り が びっ た り と 選択 され る の で 、 こ こ で (OM AV 
と AN 
き は 完了 で す 。 EV 


レイ ヤー ( 下 ) を 選択 し 、 白 色 で 塗り つぶ せ ば 白 抜 


白 抜き の 際 に は 、「 選 択 」 ツ ー ル の 「 シ ュ リ ンク 
選択 ] ツ ー ル を 選び 、 文 字 を 大 きく 囲み ます 。 


g 

W。 マナ デ SW 

5/ NE 
ん 


の 


2 


LN 
PWF 


描き 文字 の な か に 背景 を 
残し た い 場合 は 、「 シ ュ リン 
ク 選 択 ] を 選ん で 対象 色 を 
「 黒 部 分 の み ] に し ます 。 
そし て 10px ほ ど 拡 大 し 、 効 
果 音 レイ ヤー ( 下 ) を 白く 塗 
り ま す 。 こ うす る こと で 、 描き 
文字 の な か に 効果 線 な ど を 
残し た まま で の 白 抜き が 可 
能 で す 。 


人 


っ 回 


EA SO eA ES 


e+ ms 園 ER 
I | oercatis 
男 の 


EE 
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描き 文字 を 入れ る 際 は [書体] を 意識 する 


の 選び 方 が 大 切 と な り ます 。 不 
良 が 「 ぞ ろ ぞ ろ | と 来る 場面 で は 
重 苦 し さ が 欲し いた め 「 筆 」 ツー 
ル で 描く 、 と いっ た よう に 、 文 字 を 
入れ る 場面 に 合わ せ た 印 象 を 与 
えた いか ら で す 。 ど ん な 場面 か 、 

どん な イメ ー ジ を 伝え た い の か を 
し っ か り 考 えて か ら 、 描 き 文字 を 


WM Y 滑 

入れ て いき まし ょ う 。 上 
不良 が 迫る 重 苦 し さ が 欲し いた め 、 

「 筆 ツー ル 」 で 描く 


描き 文字 を 描く 際 は 、 ツー ル / 
ク 


迫力 が 欲し いた め 、G ペ ベン で 何 度 も 
な ぞ り 荒 々 し さ を 表現 


| まず は 文字 を 太く 描き 、 描 い 
た 文字 を 選択 し 3px ほ ど 縮 
小 し 消去 し ます 。 


6 ペー ジ 目 の 1 コマ 目 は 、 文 字 通 り 「 ふ わっ 」 と 
し た 感じ を 出し た か っ た た め 、 一 度 文字 を 太 
く 描い た あと に 文字 を 選択 し 、3px ほ ど 縮 小 
し て か ら 消 去 し まし た 。 そ の 結果 、 黒 く ふ ち ど 
り し た よう な 描き 文字 を 作る こと が で き 、 柔 
ら か い イ メー ジ を 表現 で きま し た 。 


黒く ふち どら れ た 文字 が 完 
成 し ま し た 。 
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Lesson 


O6 


少女 マン ガ を 仕上 げ よ う 


ペン 入れ 終了 後 は 、 最 終 工程 と な る 仕上 げ 作 業 だ 。 
トー ン や ホワ イト な どの 細か な 作業 が 中 心 だ が 、 
より 良い 作品 に 仕上 げ る た め に 、 し っ かり と 頭 に 叩き こも う 。 


トー ン を 使用 する | 


仕上 げ 作業 と し て まず や る 
べき こと は 、 [トー ン 」 を 貼っ て 
いく こと で す 。 少女 マン ガ に お 
ける トー ン は 、 複 雑 な 心理 描写 
を 表現 する の に 役立つ ほか 、 
紙面 華やか に し て くれ る 効 
果 が あり ます 。 し か し 、 使い 過 
ぎる と 「 間 ] が 少な く ご ちゃ ご 


ちゃ し た 印象 を 与え て し まう た ーーーーーーーーーー ア ーー し ン 
め 、 余白 と の バラ ンス に 気 を 使用 し た トー ン を ひと つ に : て 分 か りや すく する た め に 、 ま ず は 効果 音 レ イヤ ー の 


は て を 下 あたり に トー ン 用 の レイ ヤー フォ ル 婦 を 作成 し ます 。 私 の 場合 、 パ ラン ス が 調整 し や 
配り な が ら 進め て いき まし よう 。 すい と いう 理由 で 、 網 = グラ デー ショ ンー 容 囲 気 の 順 で トー ン を 貼っ て いき ます 。 


トー ン は 複数 の 種類 が 存在 


ひと くち に トー ン と 言っ て も 、 
さま ざま な 種類 が 存在 し 、 その 
用 途 も 異な り ま す 。 私 自身 は 、 
メイ ン で ある 網 ト ー ン や グラ 
デー ショ ント ー ン は も ちろ ん で 
す が 、 素材 トー ン や 花 ト ー ン な 
ども よく 使用 し ます 。 


| 「 花 」 ト ー ン は 、 キ ャ ラク ター 登 
場 時 に バッ ク に あし ら う と 華 
や か に な る た め 、 少 女 マ ン ガ で 
は よく 見 か ける トー ン で す 。 


LH LL バト | ET | | 

網 トー ン は 、 基 本 的 に 「 選 択 範囲 ラン チャ ー」 か ら 貼 っ て いき ます 。 貼 り た い 場 所 を 選択 し た あと 
に ラン チャ ー の 「 新 規 ト ー ン 」 を クリ ッ ク し 、 線 数 と 濃度 を 決め た ら OK を 押せ ば 完了 で す 。 な お 、 
線 数 は 「50 ~ 60」 あ た り を 使用 する の が 一 般 的 だ と 思い ます 。 ま た 、 素 材 ト ー ン を 使う 場合 は 、 素 
材 か ら ド ラッ グ & ド ロッ プ す る だ け で OK となり ます 。 
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coLumn 呑 
トー ン を 貼る 箇所 の 選択 に つい て 


トー ン を 貼る 箇所 に は 「 選 択 ] を し て か ら 
貼っ て いく の で す が 、 選択 の 仕方 は 大 きく 
分 け て 「① ツ ー ル の 自動 選択 ] 「② ク イッ ク 
マス ク ]「③ 選 択 範囲 を スト ッ ク 」 の 3 パタ ー 
ン が 存在 し ます 。 私 は 背景 の トー ン な ど 広 
い 部 分 を 貼る 際 に は 、 後々 の 編集 が 楽 だ 
と 感じ る 「 選 択 範囲 を スト ッ ク 」 を 選ぶ こと 
が 多い の で す が 、 どの 選択 の 仕方 を 選ぶ 
か は 人 それ ぞ れ な の で 、 自分 に 合っ た モノ 
を 見 つけ まし ょ う 。 


・ 一 時 的 に 選択 範囲 を ペン や 
バケツ で 塗る こと が 可能 
・ 選 択 し た 状態 で 再度 クイ ッ ク 


マス ク を 選択 する と 選択 範囲 
と し て トー ン が 貼れ る 


・ 小 さい 範囲 を 塗る 際 に 便利 


2 
・ 一 時 的 に 選択 範囲 を ベン や バケ 
ツ で 塗っ て 選択 で きる 
・ 選 択 し て も 塗っ た 部 分 は 残っ た 


選択 可能 

・ 背 景 や 再度 トー ン を 貼り 直す 可 
能 性 が ある 場合 は こち ら の 方 が 
便利 


状態 と な り 、 選択 解除 後 も 再度 一 


WRY 


い 


取り レイ ヤー(U 人 計 st = フィルター) ウィ ンド 2(W 


cs も 再 品 
mm ml 


FRTEERA) atA 作画 


人 (で 


クイ ッ ク マス 2(G) shiteQ 


EE ET 


ペル プ (0 
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ー ビ 


グラ デー ショ ント ー ン を 使用 する | 


網 ト ー ン を 貼り 付け た あと に 使 
用 する グラ デー ショ ント ー ン は 、 
一 般 的 に は 「 新 規 ト ー ン ] 一 「 グ ラ 
デー ショ ン 」 で 貼っ て いき ます が 、 
私 の 場合 は 「1 枚 の レイ ヤー に 複 
数 の グラ デー ショ ン を 貼る ] と いう 
方 法 で 貼っ て いま す 。 理由 は 、 グ 
ラ デ ー シ ョ ン が 増え る た びに 別 の 
レイ ヤー で 管理 する の が 大 変 だ か 
ら で す 。 貼り 方 は 、 まず 「 ト ー ン フォ 
ル ダ 」 内 に 新規 レイ ヤー を 作り 「 グ 
ラ デ 」 と 名 付け ます 。 次 に レイ ヤー 
プロ パテ ィ の 表現 色 を グレ ー に 変 
更 し 、 レ イヤ ー プ ロ パ ティ の 「 効 果 」 
の 「 ト ー ン 」 を クリ ッ ク し ます 。 これ で 
グラ デー ショ ン 専 用 の レイ ヤー が 
で きた た め 、 貼り た い 場 所 を 選択 
し 、 ツー ル の グラ デー ショ ン で 貼り 
た い 方 向 に 向かっ て ドラ ッ グ する と 
トー ン が 描画 され ます 。 


(1) 


効果 
e 0 * ざ 拘 旧 <| | レイ ヤー プロ バ 
100 % 通常 表現 色 ェ ティ の 表現 色 を 
| 効果 音 の コピ - | 馬 グ レー <| 画 | | グレ ー に 変更 し 
園 100% 通常 ーーーーー ます 。 
効果 音 
| oo SMB 
100 % 
と 4 EE 
| 中 明 レイ ヤー プロ バ 
由 i ティ の 効果 の 
還 BE トー ン を 選択 し 
» 一 ます 。 


100% 通常 
問 較 名 
100% 通 常 
還 還 7 
由 100% 通常 
人 物 


トー ン フ ォ ル タダ 内 に 新規 
レイ ヤー を 作成 し ます 。 


貼り た い 場所 を 選択 し ツー 
ル の グラ デー ショ ン で 貼り 
た い 方 向 に ドラ ッ グ する と 


トー ン が 貼れ ます 。 


Meouumn 黒髪 キャ ラ の 髪 の ツ ヤ ベ タ と 複合 され る パタ ー ン が 多め 


グラ デー ショ ント ー ン は 、 黒髪 キャ ラク ター の 髪 
の ツヤ ペタ と 相性 が 良く 、 組み 合わ せ て 使わ れ 
る こと が 非常 に 多い で す 。 は じ め て グラ デー ショ ン 
トー ン を 使う と き な ど は 、 この 組み 合わ せ か ら 試し 


て みる の も いい か も し れ ま せん 。 


i TR > os 
= 


ーーーー 少女 マン ガ の 描き 方 編 


「 sss 


= 


カケ アミ 系 トー ン は ベタ の 代わ り に 最適 | 


カケ アミ 系 の トー ン も 少女 
マン ガ 特 有 の ふわ っ と し た 表 
現 が で きる た め 、 雰囲気 を 出 
し た いと き に と て も 有効 な 手 
段 と な り ま す 。 ベタ の 代わ り に 
トー ン を 貼る と 、 普通 に 黒く べ 
タ で 塗る より も ロマ ンチ ッ ク な 
画面 に な る の で 、 少女 マン ガ 
を 描く 場合 は 覚え て お いた ほ 
うがい い ス キル だ と 思い ます 。 


| 人 


トー ン の 「 削 り 」 で 
単調 に な る こと を 防 ご う 
「 削 り ] は トー ン の 貼り が 単調 に な る こと を 防ぎ 、 場 
合 に よっ て は 柔らか さや 丸 さ を 表現 で きま す 。 削る 場 
合 は あら か じ め ト ー ン を 余分 に 貼っ て お き 、 カケ アミ 
ツー ル の 透明 色 で 削り た い 部 分 を な で る と きれ い に 
処理 で きま す 。 


| [告白] な どの シー ン を トー ン の み で 表 
現す る の も アリ ! 


| 告白 な どの ロマ ンチ ッ ク な 雰囲気 の シー ン で は 、 あ えて 背景 | 
を 描か ず 、 キ ャ ラク ター の 気持 ち を トー ン で 抽象 的 に 表現 し 


た ほう が シー ン に 合う 場合 も あり ます 。 ま た 、 背 景 を 描か な い : 
こと と で キャ ラク ター が 浮い て いる よう に 見 えて し まう 場合 は 、: 
接地 面 を トー ン な ど で 処 理 し た 方 が 自然 に 仕上 が り ま す 。 


ホワ イト に つい て | 


トー ン が 終了 し た ら 、 「 ホ ワイ 
ト 」 レイ ヤー で 紙面 に ホワ イト 
を 入れ ます 。 描画 色 を 白 に 変 
更 し 、 主 に キャ ラク ター の 髪 や 
目 の ハ イラ イト な ど を 描い て い 
きま す 。 ホワ イト を 入れ る こと で 
より 華やか な 表現 に な る た め 、 
し っ か り と 作業 し ま ょ う 。 


フキ ダシ の 中 が 透け て いる 
よう に 見 える 処理 を する 


処理 の 仕方 


ふき だ し の 内 側 を 選択 


+ 


ホワ イト レイ ヤー に 
ホワ イト を 塗る 


+ 


選択 範囲 を 縮小 し 消去 する 


+ 


黒い トー ン を 濃い 目 に 貼る 


黒い トー ン の 
レイ ヤー プロ パテ ィ の 「 効 果 」 
「 レ イヤ ー カ ラー」 を クリ ッ ク 


+ 


下 の レ イヤ ー カ ラー を 
白 に 変更 


フキ タ シ の 中 が 通 け て いる よう に 見 せる 処理 が 必要 な 場合 ます フキ ダシ の 内 側 を 選択 し 、 
ホワ イト レイ ヤー を 白く 塗っ て いき ます 。 次 に 選択 範囲 を 縮小 し 消去 し た ら 、 黒 い ト ー ン 
を 若干 濃い 目 に 貼り ます 。 最 後に 黒い トー ン の レイ ヤー プロ バテ ィ の 『「 効 果 ]「 レ イヤ ー カ 
ラー」 を クリ ッ ク し 、 下 の レイ ヤー カラ ー を 白色 に すれ ば 、 中 が 透け て いる よう な フキ タ シ 
の 完成 で す 。 
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セリ フ に つい て | 


最後 に 、 フキ ダシ ヘ へ セリフ 
を 打ち こみ まし ょ う 。 セリ フ は 、 
「 短 く ] 「 簡 潔 ] に する の が 一 
番 良 いと 思い ます 。 感情 を 表 
す シ ー ン で は も ちろ ん の こと 、 
説明 な ども 可能 な 限り イラ スト 
で 見 せ て 、 文 字 を 省く よう に 心 
が け ま し ょ う 。 


EE 
Et 


fem 前 < 


で へき 汗 8「 区 放 ] 


EE TT 
SL 
に で) しぶ 


RT I 
に た 


RT 
EE 


| 黒い 部 分 に セリ フ が 埋もれ て 読 
みにくい 場合 は 、 ト ー ン ブロ バ 
| ティ の 「 効 果 」 の 「 境 界 効果 」 を ク 
リッ ク し 、「 フ チ の 太 さ 」 を 大 きく 
する と 、 文 字 が 白く ふち どら れ 
ハッ キリ 見 える よう に な り ま す 。 
描き 文字 の と き と 同 じ 作業 で す 。 


COLUMN 仕上 げ が 終わ っ た ら …… 


すべ て の 原稿 が で きた ら 、 「 セ リフ 抜け や トー ン の 貼り 忘れ が な いか ] 「 間 違え て 非 表 示 に し て いる レイ ヤー は な い 
か 」 な ど を 全 ペ ー ジ 確認 し て いき ます 。 印刷 し た り デ ー タ を 提出 し た りす る 場合 は 、 そ の 前 に デー タ を 複製 し 、 ペ ー ジ 
の レイ ヤー すべ て を 統合 し た デー タ を 作り ます 。 そう する こと で デー タ が 軽く な っ て 送り や すく な る の に 加え 、 自 分 で も 
確認 し や すく な り ます 。 また 、 統合 する こと で トー ン な ど が 作業 時 と 違っ て 見 える 場合 が ある た め 、 統合 作業 は 大 切 
な の で す 。 な お 、 写植 を 先方 で し て も ら う 場合 は 、 セリ フ の み 「 統 合せ ず 別 レイ ヤー] に し て お き 、 いつ で も 外せ る よ 
うに し ます 。 原稿 が 後々 修正 で きる よう に 、 統 合 し て いな い デ ー タ も も ちろ ん 残し て お きま し ょ う 。 


マン ガ 家 を 目指 し た 
理由 は ? 


Qor 


尊敬 する マン ガ 家 と 、 
その 理由 は ? 


Qoz 


クリ ッ プ スタ ジオ を 
使い 始め た 
きっ か け は ? 


Qo3 


クリ ッ プ スタ ジオ の 
お すす め ポ イン ト は ? 


Qoa 


寺井 赤 音 


繊細 な タッ チ と 淡い 色 使い で 、 可憐 な 少女 か ら 精 蛋 な 顔立ち の 男 
性 まで 、 幅広 い キ ャ ラク ター を 描く こと が で きる 少女 マン ガ 家 。 著作 に 
「 花 街 ヒイロ ヲ 』 (講談 社 ) や 『 劇 場 版 ATARU THE FIRST LOVE 
& THE LAST KILL」、「 七 福 マ フィ ア 」、 「O*G*A 鬼ごっこ ロワ イ 
アル 』 (いずれ も KADOKAWA) な ど が ある 。 


EL http://chushiki.web.fc2.com/index.html 
EZ @SyanhaiNihao 
TO http://www.pixiv.netmember.php?id=547068 


小さ い 頃 か ら 絵 は 描い て いて 、 両親 が マン ガ 好 き と い うと と も あっ て アニ メ や | 
ら マ ン ガ や ら 見 続け て いる うち に 自分 で も 描い て いま し た 。 初め て マン ガ を 投 
稿 し た きっ か け は 「17 歳 に な る 前 に 一 回 投稿 し よう !] と いう 謎 の 動機 で し た 。 


A 


その 時 に よっ て 尊敬 する 人 が コロ コロ 変わ つて いる の で す が 、 今 は 萩尾 望都 
先生 に ご 執心 で す ! 少年 同士 の 満た されない 心 の 触れ 合い の 描き 方 に 衝撃 
を 受け まし た 。 


A 


描き や すい ソフ ト が ある と ネッ ト で 評判 で し た の で 、 導入 いた し まし た 。 コミ ッ ク | 
スタ ジオ の サポ ー ト も 終了 し ます し 、 こ ちら に 徐々 に 乗り 換え て 行き た いと …! 


A 


私 の 場合 、 線画 が び し っ と し て いな い の で 「 隙 間 閉 じ ] の 機能 は コミ ッ ク で も カ 
ラー で も 重宝 させ て 頂い て お り ま す 。 他 に も 定規 機能 が 充実 し て いる の が 嬉し 
い 所 で す ! 慣れ て くれ ば 直感 的 に 作業 で きま すし 、 マン ガ 製 作 の 相棒 と し て 


ぜひ 沢山 使っ て くだ さい 。 
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ーー 


第 旬間 
タテ 描き マン ガ の 描き 方 編 


第 4 章 に て 解説 する 内 容 は 、 
ここ 最近 ウェ ブ な ど で み られ る よう に な っ た タテ 読み マン ガ を 制作 する ワザ だ 。 
一 般 的 に イメ ー ジ され る よう な 、 横 向き に 読ん を で いく マン ガ と は 違い 、 
コマ の 使い 方 や 視線 の 動き が 独特 に な る た め 、 制 作 す る うえ で は "“ 縦 "を 意識 し た 構成 に する 必要 が ある 。 
本 章 で は 、 タ テ 読 み マ ン ガ な ら で は の 描き 方 を 期 月 氏 が 解説 する 。 
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タテ 読み マン ガ の 
プロ ッ ト を 考え よう 


マン ガ を 描く に あたり 、 ま ず は どん な 内 容 に する か を 考え る 。 


商業 で は さま ざま な 条件 を 課せ られ る こと も ある の で 、 
それ ら を ふま えつ つ 、 自 分 の 描き た い 作 品 を 作ろ う 。 


マン ガ の ネタ を 考え よう 


マン ガ を 制作 する 前 に 大 ま か な 条 件 は 確認 し て お きま し ょ う 。 恐らく 「 ペ ー ジ 
数 ]、 「 ど こ に 掲載 され る の か ( 紙 媒体 な の か 、 電子 媒体 な の か )」、「 掲 載 媒体 
の 判 型 ]、 [商業 か 同人 か 」]、「 カ ラー マン ガ な の か モノ クロ マン ガ な の か 」、「 要 
求 の テー マ は な に か 」、「 使 用 する ソフ ト は な に か 」 に な る か と 思い ます 。 

条件 が は っ きり と し た ら 、 マン ガ の ネタ を 作り まし ょ う 。 テー マ と し て は 「 ラ ブ コ 
メ 系 」 と いう オー ダー な の で 、 まず は 3 つ ほ ど 案 を 考え て み ま し た 。 この と き 、 同 
じ よ うな ネタ で は 一 緒 に ボツ に な る 可能 性 が ある の で 、 ネタ ご と に 違う 登場 人 
物 で 考え て み ま す 。 する と 、 

。 今 回 は 「 双 子 の 兄妹 ] と 「 男 子 高校 生 と 女性 教師 ] と いう 違う 関係 性 の 組 
み 合わ せ や 、 人 間 で は な い 「 女 性 型 ア ンド ロイ ド 」 で 考え まし た 。 


それ に 紐 づ く ス トー リー に も 違い を 出し や すく な り ま 


・ ペ ー ジ 数 

・ 判 型 

・ カ ラー ノ モ ノ クロ 
・ 掲 載 旬 休 

・ 商 業 ノ 同人 
・ テ ー マ 

・ 使 用 する ソフ ト 


@ 女 性 型 ア ンド ロイ ド 


る 双子 の 兄妹 


主人 公 ( 男 ) が 彼女 に 振ら れ て や け 酒 し て いる と 、 怪 し い サ イト で うっ か り 購 入 し て し まっ た アン ドロ イド が 突然 自宅 に 届く 。 人 間 そっ くり で 柔らか く て 、 
と て も 可愛 い 。 振ら れ た ば か り で 人 恋し い の で 、 甘やかし て くれ そう な アン ドロ イド に ぐら っ と 気持 ち が 傾き そう に な っ た と ころ で 、 元 彼女 が 謝り に 登 
場 し 、 ほ か の 女性 (に し か 見 えな い ア ンド ロイ ド ) と いち ゃ つい て いる こと に 超 っ て (も ちろ ん 男 は 言い 訳す る が ) 、 帰 っ て し まう 。 


到 子 の 兄 と 妹 は 感覚 を 共有 し て いる 。 具 体 的 に は 悲し い 気持 ち 、 う れ し い 気持 ち 、 起 りな ど な ど が 相手 に 伝わる ( 心 を 読め る 訳 で は な い )。 兄 に は 、 

付き 合っ て は いな い が 仲 の いい 女子 が いて 、 それ が お も し ろく な い 妹 。 ある 日 兄 は その 女の子 と 出掛け て し まう 。 うれ し い 、 楽し い 、 な ど な ど いろ ん 
な 感覚 が 妹 に 伝わる 。 妹 は 兄 が その 女の子 に 取ら れる の で は な いか と 妄想 を 膨らませ て 酷く 傷つく 。 その 痛み は 兄 に 伝わり 、 兄 が 帰っ て くる 。 兄 が 
自分 を 心配 し て くれ た こと 、 優 先 し て くれ た こと を よろ こぶ 妹 だ っ た 。 


人 @ 男 子 高校 生 と 女性 教師 
舞台 は 学校 の 教室 で 、 主 人 公 の 男子 高校 生 は 担任 の 女性 教師 が いつ も 自分 に 意味 深 な 視線 を 送っ て き て いる こと に 気が付い て いた 。 その 意 
味 を 考え て いる うち に 、 男 子 高校 生 ら し い 妄想 の 世界 を 広げ て いく 。 そ ん な 折 、 昼 休み (も し く は 放課後 ) に 教諭 室 に 来る よう に と 女性 教師 に 告げ 
られ 、 訳 が 分 か ら ぬ まま 教諭 宝 に 向かう と 、 女性 教師 か ら 優し く 頭 を な で られ る 。 と うと う 妄 想 が 現実 に な っ た か と 期待 する 男子 高校 生 だ が 、 実 は 
毎日 寝 穴 つけ て くる こと が 気 に な っ て いた と いう こと で 、 や は り 、 妄 想 は 妄想 だ っ た 。 
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i 


プロ ッ ト を 書き 出 そ う 


編集 さん と の 打ち 合せ の 結果 、 今回 は 「 女 性 型 
アン ドロ イド 」 の ネタ で いく こと に 決ま り ま し た の で 、 
今度 は 詳細 な スト ー リ ー を 考え て いき ます 。 今回 の 
「 女 性 型 ア ンド ロイ ド 」 で は 、 「 か わい い 女の子 が 
側 で 自分 の 世話 を 焼い て くれ る | と いう こと と 、 プレ 
ゼン ト の 箱 を 開け る と き 誰 し も が 感じ る ワク ワク な 
ど 、 そ うい う も の を ネタ に し た ら ど うか な と 考え て いま 
し た 。 な の で 、 それ ら の 演出 を 盛り 込め る よう 考え な 
が ら 、 ス トー リー の 展開 を 考え て いき ます 。 

スト ー リ ー の 流れ は 「 起 承 転 結 ] に 沿っ て 考え て 
いま す 。「 彼 女 に 振ら れ 、 女 性 型 アン ドロ イド が 届く ] 
と いう 「 起 」 が あり ⑩⑯@⑨、「 女 性 型 ア ンド ロイ ド に 傷 
心 を 癒し て も ら う ] は 「 承 」⑲、「 彼 女 が 戻っ て き て 、 
仲直り を する 」 の は 「 転 」⑳⑯、 そ し て 最後 に 「 女 性 型 
アン ドロ イド を 見 た 彼女 が 怒り 、 結局 振ら れ て し ま 
う ] こと が 「 結 ] @ と な っ て いま す 。 


彼女 に 振ら れ て し まう 


家 に アン ドロ イド が 届く 


を | を 


アン ドロ イド の お か げ で 元気 を 取り 戻す 主人 公 


突然 彼女 が 戻っ て き て アン ドロ イド を 慌て て 隠す 


y 


仲直り が で きた か と 思い き や ア ンド ロイ ド の せい で 
結局 振ら れる 


プロ ッ ト は 可能 な 限り 詳細 な も の を 作成 する こと 
が で きれ ば 、 ネー ム を 作成 する 際 に 悩む こと な く ス 
ムー ズ に 作業 で きま す 。 その た め 、 プロ ッ ト 作成 時 に 
必要 だ と 考え る も の の テン プレ ー ト を 活用 し て いま 
す 。 特に 「 内 容 詳細 ] @ は 、 大 雑 把 で も 構わ な い の 


イト ル 
ンド ロイ ド の ネタ 
hi 本 は 価 放 な く ア ンド ロイ ド と 直る を に し た ) 


EA (人) 大生 GO 
FFEOI, MA LURE EO RIOTERREOa 

RA TR EERE RL RL hI SITE TT) OW そう で AC 
PTPNT 


アン ドロ イド CHD 10 代 ちい の 
生生 お しい 近 。 軸 の や 必 代 な ど で 人間 じ ゃ な ちい 二 を 出し ネイ 。 
人 し て 人 な 人 人 だ け ど 、 あ まで 「 松 ] な の で 補欠 ん だ り 和 朋 ち に 夫 時 し た り は で き な い 。 


信二 ん 2 を 同じ よう な 年 
アン ドロ イド か が か わい め な の で 大 人 っ ぱい 和宏 に 。 絆 も フェ ミニ ン よ り は ニン サバ 
ちょ っ と が 和 いま を うけ る 


TE 


で 、 起承転結 の ペー ジ 配 分 を 書い て お く と 、 ネー ム 
を 作成 する と き の 目 安 に も な り ま す 。 加え て 、 大 事 な 
部 分 の 指定 (大 ゴマ て に する 、「 ガ ー ン と いっ た 心理 
描写 を 盛り 込む ) を 書き 込ん で お く な ど し て 、 あと で 
わか りや すい よう に し て お く と よい で し ょ う 。 


PE 
後に 休 ら か 途 の 主人 人 の 党 え の な い 和 か 大 き な 守 が 


た こと を 相棒 する 。 人 お は ア ンド ピ イ 
イド の 語れ て し まう (アン ドロ イ 


で また 全 に は 琴 あ れ て し まう 。 


Et 
FS て EE て いる 

カード Fi に 「 あ な た は 本 な る 失 導 の 6 た 人 江 し まし た 。 梨 で す 】 と 寺 か て いも 
キロ アン ドロ イド 


HEL RD MRL HTL て Ch る 
また だ し 、 あ くま で な の で 共 避 し た め は で き な い 
と し て 守り 入れ る だ り MEM TE 
1 


2 A EET 
Wit ERSh EA 

その こと を アン ドロ イド に 結 し て いる まま に アン ドイ が 9 
+ 
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= 
登場 キャ ラク ター を 
デザ イン し よう 
マン ガ の ネタ が 決ま っ た ら 、 キ ャ ラク ター を デザ イン し ます 。 
髪型 や 服装 な ど 、 考 慮 すべ き 点 は いく つか あり ます が 、 


キャ ラク ター を 考え る た め に 


特に 「 そ の キャ ラク ター が 動い て いる シー ン を イメ ー ジ で きる か が 」 が 重要 で す 。 


キャ ラク ター を デザ イン する 前 に 、 作品 
に 登場 する キャ ラク ター 数 や 、 主 要 な キャ ラ 
クタ ー の 性 格 な ど を 決め られ る と 、 各 キャ ラ 
クタ ー の 特徴 が 決め や すく な り ます 。 例え 登場 人 物 は ? 
ば 今回 は 、 主 人 公 で ある 男性 と その 彼女 、 
女性 型 アン ドロ イド の 3 人 が 登場 し ます が 、 
女性 が ふた りな の で 、 その ふた り の 容姿 に 


と り は 可愛 く 。 面 長 と 丸 顔 、 黒 右 と 茶髪 、 
髪の毛 の 長 さ な ど で 違い を 出し 、 読者 が 
混同 し な いよ う 注 意 し ます 。 個人 的 に は 、 
キャ ラク ター の 身長 差 に も 気 を 配り まし た 。 
また 、 今回 は カラ ー マ ン ガ な の で 、 キャ ラク 
ター が 並ん だ と き の 、 色 の 相性 に も 注意 が 
必要 で す 。 加え て 、 タテ 読み の マン ガ な の 
で 、 キャ ラク ター の 全身 や 、 そ れ に 近い 構 


どん な 性 格 を 
し て いる ? 


な の で 、 全身 の 服装 も 想定 し た お いた ほう 
が よい で す 。 
プロ ッ ト を 制作 に て いる と き に 想像 し て い 
た キャ ラク ター が ある と 思い ます 。 まず は 、 ーー 
それ を 形 に し て み ま し ょ う 。 も し イメ ー ジ が 固 肩書 は ? 
ま ら な いと き は 、 [これ は 絶対 な い だ ろ う ] と 
いう も の な ども 一 度 描い て みる と 、 と っ か か 
り に な る こと が あり ます 。 ま た 、 他 者 に 相談 
し て みる と いう も の お すす めで す 。 


差 を つけ て いま す 。 ひと り は 大 人 っ ぽく 、 ひ 男女 比 は ? 


図 を 描く 機会 も 多く な る 可能 性 が あり ます 。 服装 は ? 


年 齢 は ? 


タテ 読み マン ガ 編 


172 


キャ ラク ター を デザ イン する (ベー ス ) 


今回 の スト ー リ ー で は アン ドロ イド が メイ ン な の で 、 あ る 程 。 @ アン ドロ イド 
度 ス タイ ル が よく 、 容姿 が いい と いう 要素 は 必須 で す 。 し か 

し あま り 奇 抜 すぎ る と 、 扱い づら く 、 また 読者 に も 受け 入れ ら 
れ な い 可 能 性 が ある の で 、 キャ ッ チー な 可愛 さも 表現 し た い 
と 考え て いま す 。 まず は 候補 を 複数 を 作り 、 その な か で 一 番 
し っ くり きた 「 メ イド さん 」 を 選び まし た 。 た だ 、 ば っ と 見 て あま 
り に 機械 らし いと 思わ れる 容姿 で は 、 せっ か く 「 ち ょ っ と だ け 
ある 男女 の 空気 感 ] を 演出 する 余地 も な く な る の で 、 人 間 ら 
し さも 残し て いま す 。 その ほか 、 主人 公 の 彼女 に 関し て は と 
に か く ア ンド ロイ ド と の 描き 分 け を メイ ン に 考え て 描い て いま 
す 。 ま た 、 今回 の 主人 公 は 読者 目線 に な る こと を 意識 し て い 
る の で 、 目 立つ 外見 に し な いよ う 注 意 し まし た 。 


か す な ら と 考え 、 普 通 の 服 で は な く メ イド 服 を 着 た も の に し ま 
す 。 ま た 、 優 し い 性 格 を 想定 し て いる の で 、 垂 れ 目 に し まし た 。 


ーー キー 


彼女 は 大 人 っ ぽく 、 髪 の 毛 の 色 は 
抑え 目 で 、 服 装 も メイ ド 服 に 比べ 
て 落ち 着き を 持た せつ つも 、 コ ケ 
ティ ッシュ な も の に し て いま す 。 |_ 


キャ ラク ター を デザ イン する (カラ ー) 


キャ ラク ター の ペー ス が 決ま っ た ら 、 続 
いて カラ ー を 決め ます 。 アン ドロ イド は 、 
肌 の 色 を 白く 、 そし て 髪 の 色 を 派手 な 色 
に し 、 常人 離れ し た 外見 を 印象 付け まし 
た 。 な の で 、 メイ ド 服 に 関し て は 派手 な 装 
飾 や 色合い は 使わ ず に 、 地 味 目 に し て い 
ます 。 最 後に アン ドロ イド 以外 の キャ ラク 
ター に も カラ ー を 設定 し ます 。 主人 公 の 
彼女 は 髪 の 色 を 黒色 に し 、 アン ドロ イド 
が 暖色 系 の 温か い イ メー ジ な の で 、 彼女 
は どちら か と いう と クー ル な イメ ー ジ を 与 
1 えま す 。 ま た 、 女子 ふた り が カラ フル な の 
3 で 、 主 人 公 の 色 味 は シン プル に し ます 。 


タテ 読み マン ガ の 
ネー ム を 描こ う 


マン ガ の 設計 図 と も ち 呼べ る ネー ム で は 、 コ マ 割 り を し て いき ます 。 想 定 し て いる 
シー ン を どん な 配分 で 、 ど う 演 出す る か が 重要 に な り 、 作 者 の 腕 の 見 せ 所 で も 
あり ます 。 


ネー ム を 描き 出す 前 に 


ネー ム を 描い て いく に あたり 、 まず は 原稿 用 紙 を 準備 pt 


erp] 


する 必要 が あり ます 。 今回 の 作品 で は ネー ム と 、 その 後 owe 
工程 で ある 下 描き 、 ペン 入れ まで を アナ ログ で 描き 、 そ ee 
の スキ ャ ン デ ー タ を CLIP STUDIO PAINT EX で 用 
意 し た 原稿 用 紙 に 貼り つけ て いま す 。 

原稿 用 紙 の 設定 は プリ セッ ト と し て 用 意 さ れ て いる も 
の が あり ます 。 た だ 今回 は 、 縦 に 読ん で いく マン ガ な の 
で 、 プ リセ ッ ト の キャ ン パ バス サ イズ で は サイ ズ が 合わ ず 、 
カス タム で 設定 し まし た 。 キャ ン パ バス サ イズ に 関し て は 媒 
体 に よっ て 違っ て きま す 。 基本 的 に ウェ ブ 上 で の 公開 を 
想定 し て いる タテ 読み の マン ガ で いう と 、 投 稿 する サイ ト 
に よっ て その 規定 が ある と 思い ます の で 、 それ を 確認 し 
まし ょ う 。 た だ 、 も し 印刷 を する 場合 は 、 モ ノ ク ロ で あれ ば 
解像度 は 600dpi 以 上 、 カ ラー で あれ ば 350dpi 以 上 で 
な いと 、 印 刷 し た 誌面 が 粗く な っ て し いま す 。 


PT comico 用 の 判 型 


CLIP STUDIO PAINT EX で は 、2015 。 ーーー 
年 9 月 の アッ プ デ ー ト で 、 用 紙 の プリ セッ ト に a en, ER 
投稿 サイ ト 「comico] へ 投稿 する こと が で き «© 
る キャ ン バ ス サイ ズ を 実装 し て いま す 。 この 
キャ ン バ ス サイ ズ は 横 690 x 縦 20000pixel 
と な っ て いて 、 実際 に comico に 投稿 で きる 
マン が 原稿 も 縦 は 最大 20000pixel な の で 、 
この キャ ン バ ス に 収まる よう に 制作 すれ ば 
問題 あり ませ ん 。 
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ネー ム を 描こ う ( 導 入 の 描き 方 ) | 


それ で は ネー ム を 描い て いき ます 。 まずは 導入 と な る 部 
分 を 描い て いき ます が 、 ここ は 当然 な が ら マ ン ガ を 読む に 
当たっ て 、 一 番 最初 に 読者 が 読む 部 分 に な り ま す の で 、 こ 
こ で ある 程度 興味 を 引く よう な 仕掛 け を 用 意 し た いで す 。 
そこ で 、 ひと コマ 目 で 住宅 街 の 背景 の コマ を 用 意 し 、 こ の 
コマ で 「 物 語 の 時 間 帯 ] と 「 現 在 位置 ] を 描き つつ 、「 パ 
ン ッ 」 と いう 描き 文字 を 加え 、 読 者 に 「 何 が 起こ っ た ん だ ?] 
と いう 疑問 を 抱い て も らい ます 。 その あと に 類 を 抑え て い 
る 男性 と 、 手 を 上 げ て いる 女性 が 登場 する こと で 、 先ほど 
の 擬音 は 「 女 性 が 男性 を 叩い た 音 」 だ と 分 か り 、 状 況 だ け 


で 「 主 人 公 が 彼女 に 振ら れ た ] こと を 説明 し て いま す 。 導 
入 は 説明 を あえ て 少な くし 、 勢 い の あ る 展開 を 見 せる こと で 
「 こ れ か ら ど うな る ん だ ろう ] と 読者 に 興味 を 持っ て も ら う 
演出 は 、 多 く の 作品 で み ら れる 有効 な 手法 だ と 思い ます 。 

プロ ッ ト で は 「 彼 女 に 振ら れ て や け 酒 し て いる 」 と いう 始 
まり で し た が 、 や は り 絵 的 に 暗 す ぎる か な と 思っ た の と 、 出 
だ し の 勢い に 欠け て し まう と 思い 、 変更 し まし た 。 プロ ッ ト 
か ら ネ ー ム に 起こ す 際 、 変更 を 加え る こと は よく あり ます 。 
実際 に 絵 で 描い て みて し っ くり こない 場合 は 、 演出 を 変え 
て みて も よい と 思い ます 。 


一 番 最 初 の コマ は 、 住 宅 街 の 
| 背景 と [パン ッ 」 と いう 擬音 の 

描き 文字 だ け で 、 何 が 起こ っ て 

いる の か は まだ 描き ませ ん 。 


類 を 抑え て いる 男性 と 手 を 上 げ 

| て いる 女性 だ け で 、 セ リフ は あり 
ませ ん 。 し か し 、 そ れ だ け で も 十 
分 状況 は 説明 で き て いま す 。 


COLUMN シー ン を 切り 替え る 「 切 り 替 え ゴ マ 」 を 使う 


場面 を 転換 する 際 に 、 よく 用 いら れる 手法 と し て 、 「 切 り 替え ゴマ て] と いう 
何 も 描 いて いな い コ マ を 、 転換 前 と 後 の コ マ の 間 に 挟む こと が あり ます 。 た 
だ 、 縦 に スク ロー ル し て 読ん で いく マン ガ の 場合 は 、 あえ て 切り 替え ゴマ を 
挟ま ず 、 スマ ー ト フォ ン や PC の 画面 の 表示 範囲 を 超え る くら い 、 コマ と コマ 
の 間 を 広く 開け る こと で 、 場 面 を 転換 する 手法 も 有効 だ と 思い ます 。 


ーー 


ネー ム を 描こ う ( 家 の 間取り ) | 


続い て 、 家 の 前 に 届い て いた ブ 天天 還 | ーー 
レ ゼ ント ボッ クス を 主人 公 が 家 の デ ーー ンー | 
中 に 入れ る シー ン を 描き まし た 。 最 | ーー NC 


初 は 佑 剛 の 構図 を 想定 し て いま し 


た が 、 こ の あと の シー ン で 「 押 し 入 | ンー ・ 
れ ] を 使用 し た いと 考え て いま す 。 ! 合 
な の で 、 こ こ で は 主人 公 の 部 屋 が 1 - 


どの よう な 構造 に た っ て いる か 、 
わか りや すく する た め に 主人 公 の 
部 屋 の 玄関 か ら の 構図 に 変更 し ま 
し た 。 これ は 担当 の 方 と 相談 し て 
決め た の で す が 、 こ の よう に 、 ネー 
ム の 内 容 を 他人 と 相談 し て みる の 
は 、 より よい 作品 を 作る 上 で 単純 
な が ら 有 効 な 手段 で す 。 


ネー ム を 描こ う ( 背 景 の 文字 ) 

ここ の コマ で は 紙 に 書い て ある を を ダマ ヘマ イベ 彼 往 さあ チ 約 
説明 を 、 背 景 載 せ て み ま し た 。 | 華 さ 包 操 大 交 学 人 る 寺 を 
内 容 が 、 ス トー リー 上 重要 に な っ て | = す 次 計 座 なこ 多 を る 5 と 
く < る の で あれ ば 、 紙 面 を 見 せる 、 秘 す 革 雪 家 を 店 arkatk 
も し く は フキ ダシ を 用 意 し た ほう が | イ 厨 稼 。 、] あ (て 、 て 多め さ " が 入っ て いる ブレ ゼ 
よい で す が 、 そこ まで 目立た せる 必 に を > @ / 全 テン ぎ を 3 人 

上 8 は < 、 一 緒 に 箱 に 入っ 
本 0 で の は 上 選 で 矯 ま / で 7 学 "| | て いた 紙 を 見 つけ 、 手 
大 体 の 内 容 が 伝わる よう に する と 、 | を 写し を 6 人 に 取っ て 読ん で いる 
ほか の 背景 と も る 違っ て 面白 いと 思 そ = ンタ = シー ン に な り ま す 。 
いま す 。 y 


背景 に 記載 する 文字 は 、 ネ ー ム 
の 段階 で は ベン で 描い て お き 、 
ベン 入れ の 段階 で 打ち 込み ま 
す 。 そ れ か ら 、 仕 上 げ の 段階 で 
カラ ー を 塗っ て 仕上 げ ま し た 。 
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ネー ム を 描こ う ( ア ンド ロイ ド の ギャ ッ プ ) | 


今回 の スト ー リ ー の メイ ン で ある アン ドロ イド を 登場 させ 。 し て 、 そ こ か ら 起 動 し た 瞬間 に 、 一気に 機 械 らし い 行 動 を 
る に あたり 、 機械 で あり な が ら 、 人 間 ら し さ を 持っ て いる と させ る こと で 、 や は り ア ンド ロイ ド だ と いう 印象 を 読者 に 与 
いう ギャ ッ プ を 表現 し て いき た いと 考え まし た 。 そこ で 、 プ えま す 。 し か し 、 そ の あと に アン ドロ イド の まる で 人 間 の よう 
レ ゼ ント ボッ クス を 開け た と き の ア ンド ロイ ド の 登場 シー ン な 柔らか い 笑 顔 を 描く こと で 、「 非 常に 人 間 ら し い ア ンド ロ 
で す が 、 これ は 一 見 人 間 に 見 える よう に 描い て いま す 。 そ イド 」 と いう 、 彼 女 特有 の 魅力 を 演出 させ よう と 考え まし た 。 


アン ドロ イド の 初 登場 シー ン は 、 一 見 人 間 に し か 見 えな いよ うに 
描い て いま す 。 


Em3 


で 


| 


記す 
FH 


代 /AWS 
> 


ーー 


‘tk 


今度 は 人 間 ら し さ が 一 切な い 、 機 械 で ある アン ドロ イド らし い 一 
コ 面 を 描き まし た 。 
アン ドロ イド の 柔らか い 笑顔 を 描く こと で 、 機 械 で あり な が ら も 
人 間 ら し さ を 持た せ て あげ ます 。 


ーー 


コマ 割り を する 際 、 ほか の コマ と 
あま り 変わ ら な い 大 き さ で 描く ほど 
の 内 容 で は な い に し て も 、 それ が 
な いと 流れ と し て 少し 違和感 が あ 
る 場合 、 小さ な コマ に し て コマ の 
上 に 配置 し て も よい と 思い ます 。 
今回 は 主人 公 が 食事 を し て いる 
シー ン で す が 、 食べ 物 を 口 に 入れ 
る シー ン を ほか の コマ 程 の 大 き さ 
に する と 、 か えっ て 流れ が 悪く な る 
気 が し た の で 、 小さ い コ マ に し て み 
まし た 。 


先ほど の 小さ い コ マ と は 対照 的 
に 、 ほ か の コマ より も 大 きい コマ を 
使う 場合 も あり ます 。 より 読者 に 
見 て ほし い 印 象 的 な シー ン は 、 思 
い 切 っ て コマ を 大 きく 取っ て し まい 
まし ょ う 。 コマ の 抑揚 を つけ る と 、 
読み 応え の ある マン ガ に な る と 思 
いま す 。 逆 に 四 コ ママ ン ガ な ど 、 
平坦 な コマ 割り を し て いく マン ガ も 
あり ます の で 、 描き た い マ ン ガ に 合 
わせ まし ょ う 。 


ぶち 抜き 


志 


mawAu 
NSJ さ im 

CN 
HU 
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ン ガ の コマ を 飛び 越え て 、 キ ャ ラク ター な ど を 描く こと を 「 ぶ ち 抜 き 」 と いう 。 非 常に 
い の あ る 表現 に する こと が で きる 手法 で は ある が 、 あ まり 多用 し て し まう と メリ ハリ 


な く な っ て し まう の で 、 使 い ど ころ は 注意 する 必要 が ある . 
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ネー ム を 描こ う ( 伏 線 を 張る ) | 


マン ガ に 限ら ず 、 読者 を 楽し ませ る 手法 アン ドロ イド が メイ ド 服 を 脱ぐ シチュ 
、 後 々 呈 の ペー ジ で エー ショ ン と し て 、 充 電 が 切れ る 演出 を 
4) (De 用 意 し まし た 。 メ イド 服 は ちょ うど ワン 


て お く 手 法 、 い わ ゆる 「 伏 線 ] と いう も の を 、 ) ] ヒー ス に な っ て いる の で 用 の 部 分 だ け 
本 作 で も 取り 入れ て いき た いと 思い ます 。 | を は だ けさ せる こと が で き な い と いう 、 
今回 の マン ガ の オチ と し て は 、 仲直り に メイ ド 服 の 設定 を うま く 利用 で きそう 
来 た 彼女 に 裸 の アン ドロ イド が 見 つか っ て で す 。 
し まい 、 誤解 され て 結局 振ら れ て し まう 展開 
に し よう と 考え まし た 。 アン ドロ イド は 登場 こ 
そ 裸 で す が 、 途 中 で メイ ド 服 を 着 ま す 。 そこ 
で 、 ア ンド ロイ ド が メイ ド 服 を 脱 で シチュ エー 
ショ ン と し て 「 充 電 が 切れ て し まい 、 充電 す 
る に し て も プラ グ の 差し 込み ロ が メイ ド 服 
を 脱が さ な い と 見 えな い 場 所 に ある | と いう 
演出 を 考え て み ま し た 。 プラ グ の 差し 込み 
口 は 腰 あ た り に し て 、 あと は それ を 、 事前 に 
描写 し て お くだ け で す 。 今回 は 起動 し た 直 
後 の シ ー ン で 描い て お きま し た 。 


実際 の 完成 原稿 で も 、 ア ンド ロイ ド が 
起動 する シー ン で 充電 用 の プラ グ を 措 
いて いま す 。 


ネー ム を 描こ う ( 顔 の アッ プ ) 


印象 的 な シー ン は コマ を 大 きく す BEFORE 
る と いう 手法 が あり ます が 、 コマ を 大 
きく する 以外 に 印象 を 強め る 方 法 と 
し て 、「 ア ッ プ 」] も 単純 な が ら 効果 的 
で す 。 こ こ で は 仲直り に 来 た 彼女 に 、 
主人 公 も 素直 な 気持 ち で 謝罪 を す 
る シー ン な の で す が 、 最初 は ふた り 
が 並ん で いる 構図 に し て いま し た 。 し 
か し これ で は せっ か く 主 人 公 が 格好 
いい シー ン な の に 、 あっ け な い 気 も し 
ます 。 そこ で 、 思い 切っ て 主人 公 の 
顔 を アッ プ に し て み ま し た 。 


主人 公 の 格好 よ 
さ が 増 し て いる か と 思い ます 。 加 えて 、 今 
まで 無愛想 だ っ た 彼女 の 顔 が 少し 崩れ て 
可愛 く な る シー ン で も ある の で 、 役 女 の 
顔 も アッ プ で 描い て み ま し た 。 


T79 et 


ここ は 「 彼 女 と 仲直り し 、 
ムー ド が 盛り 上 が っ て いよ いよ 
キス を する か と いう その 瞬間 、 
裸 の アン ドロ イド が 登場 ] と い 
う 、 今回 の スト ー リ ー の 中 で 一 
番 盛 り 上 が る シー ン を 描き ま 
し た 。 アン ドロ イド が 登場 する 
シー ン で 読者 を 一 気 に 脱 力 さ 
せる た め に 、 その 前 で いか に 
盛り 上 げ ら れる か が 重要 で す 。 
また 、 タテ 読み マン ガ で は 基 
本 的 に 原稿 の 横幅 に 合わ せ 
た コマ を 使用 し ます が 、 それ が 
連続 する だ け で は 盛り 上 が り 
に 欠け て し まう の で 、 淡々 と し 
て し まわ な いよ う 、 途中 に 印象 
的 な 仕草 を 描い た 小さ い コマ 
を 挟ん で 、 し っ か り ム ー ド を 高 
め て いき ます 。 


ネー ム を 描こ う ( 監 り 上 が り ) | 


ロイ ド の 登場 に よる 台 な し 感 が 際立ち ます 。 


) | 前 半 部 分 の 仲直り か ら キ 

^ / | ス 直 前 まで は 、 小 さい コマ 

/ / | や ゃ 大きな コ マ を 使い ラブ 

( ラブ な ムー ド を 可能 な 限 
り 高め て いき ます 。 


小さ い コ マ を 使用 する と き 
は 、 ほ か の コマ を 邪魔 し て し ま 
わな いよ う 注 意 する 必要 が あ 
り ま す 。 た だ 、 ひと つの 演出 と 
し て 意図 的 に 邪魔 を する 場所 
へ 配置 する の は アリ だ と 考え 
て いま す 。 特に 横幅 の 狭い タ 
テ 読 み マ ン ガ で 有効 な 手法 
で す 。 ここ は 、 裸 の アン ドロ イ 
ド が 主人 公 と 彼女 の 前 に 登 
場 す る シー ン で す 。 アン ドロ イ 
ド だ と し て も 、 隠さ な けれ ば な 
ら な い 部 分 は 隠す 必要 が ある 
の で 、「 ふ た り に は 見 えて いる 
けれ ど 、 読者 に は 見 えな い ] 
よう に する た め に 、 アン ドロ イド 
の 上 半身 と 下半身 の 位置 に 
コマ を 置い て み ま し た 。 


こう (コマ の 活用 ) 


上 半身 の 部 分 に は 、 ア 
ンド ロイ ド が 出 て き て し 
まっ て 動揺 し て いる 主人 
公 の コマ を 作り まし た 。 


下半身 の 部 分 に は 、 主 人 
公 の 部 屋 か ら 突 然 裸 の 
…] 女性 (アン ドロ イド ) が 出 
て き て 注 然 と し て いる 彼 
女のコ マ に な り ます 。 
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ネー ム を 描こ う (オチ ) | 
この 作品 の オチ と し て 、 「 仲 ーー ーー と 
直り を する た め に 背中 を 押し て 
くれ た アン ドロ イド が 原因 で 、 

結局 彼女 に 振ら れ て し まう ] と 
いう シー ン に な り ま す 。 修羅 場 
に な っ て し まっ て いる ふた り と 、 
その 原因 と な っ た も の の 自覚 
が な い ア ンド ロイ ド と いう すれ 
違い も 、 機械 で ある アン ドロ イ 
ド ら し い 演 出 に な っ て いる の で 
は と 思い ます 。 


背景 に ビン タ の 描き 文字 だ | 

彼女 と の 仲 は 結局 振り だ 

いま し た 、 と いう 演出 に な る よう 意図 し 
ー て いま す 。 


番 で 読ん で いく と 思い ます が 、 タ 
テ 読 み の マ ン ガ は 横 に 読み 進 
も うと する と 、 も た つい て し まい 
読み づら さ を 感 じ て し まい ます 。 

それ は 、 基 本 的 に 画面 に 表示 さ 
れる 横幅 が 狭い 状況 で 、 同 じ 高 
さ に 複数 コマ が ある と 、 雑然 と し 
て いる 印象 を 受け る 場合 が ある 
か ら だ と 考え ます 。 な の で 、 タテ 


読み の マン ガ を 作る 際 は コマ の = = A | 
配置 を 終 方 向 に し た ほう が 、 読 『 g ー g 
みや すく な る は ず で す 。 く ) \ / («= ) \ 

BEFORE i NNS 4 A 人 る 


同じ 高 さ に 複数 コマ が ある 場合 、 普 通 の 先ほど の コマ を 、 縦 方 向 に 並び 替え て み 
マン ガ で は 問題 な いで す が 、 縦 に 読ん で まし た 。 縦 に 読ん を で いく こと と を 考え る と 、 
いく 場合 は 読み づら い 印象 を 受け ます 。 ごと ちら の 方 が 読み や すい と 思い ます 。 


181 = 


タテ 読み マン ガ の 電 
下 描き を し よう 


ネー ム で 描い た 内 容 を 、 具 体 的 に 描写 する 下 描き 。 次 の ベン 入れ で は 下 描き の 
線 を な ぞ る こと に な る の で 、 キ ャ ラク ター の 表情 や 建物 の 構造 を し っ か り 描い て 
お こう 。 


下 描き を する に あたっ て | 


下 描き の 工程 で は 、 ネー ム の 時 点 
で アタ リ と し て 描い た キャ ラク ター や 
建物 を 、 完成 イメ ー ジ に 近い 状態 に 
描き 直し ます 。 下 描き の 際 は 輪郭 を 1 
本 の 線 で 描か な けれ ば な ら な いと いう 
こと は あり ませ ん が 、 余分 な 線 を 描い 
て し まう と 、 い ざ ペ ン 入 れ の 工程 に な っ 
た と き に 、 どの 線 を な ぞ れ ば いい の か 
分 か ら な く な っ て し まう の で 注意 し ま 
し ょ う 。 本 作 は アナ ログ で の 作業 で し 
た が 、 まず は 水色 の 鉛筆 で 大 ま か な 
配置 と 輪郭 を 描い て か ら 、 それ か ら 黒 
色 の 鉛筆 で 下 描き を し て いく こと で 、 
線画 が 雑然 と し な いよ うに し まし た 。 


各 シ ー ン で キャ ラク ター が ど 
ん な 表情 や ボー ズ を し て いる 
の か 、 ネ ー ム の 時 点 で は 大 雑 把 
に 決め て いる と 思い ます が 、 こ 
の 工程 で 確定 させ る の で 、 丁 寧 
に 描写 する こと が 重要 で す 。 


の 


N 
| 上 
建物 の 輪郭 は 描い て いま す が 、 か っ ちり "| | 


と し た 線 を 描き 込む の は ペン 入れ の 際 | ] 
で よい と 思い ます 。 


4 
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下 描き を し よう (表情 を 描く ) | 


キャ ラク ター は 、 基本 的 に は どん な 性 格 を し て いる の 
か 、 セリ フ を し ゃ べら な く て も 分 か る くら い 、 表情 や 行動 に 
表れ る よう 気 を 付け て いま す 。 本 作 の キャ ラク ター も その 
点 に 注意 し まし た 。 ま ず ア ンド ロイ ド は 、「 機 械 らし さ ] と 「 人 
間 ら し さ 」 が 顕著 な 違い に な る よう 描い て いき ます 。 それ が 


彼女 が 持つ 特徴 で あり 魅力 に な る の で 、 それ が 十分 伝 わ 
る よう に 意識 し て 表情 や 行動 を 描き まし た 。 主人 公 は 、 今 
回 あま り 目立つ こと が な い の で 、 ちょ っ と 気弱 だ けれ ど 純 
粋 な 男性 を イメ ー ジ し な が ら 、 驚き や 喜び が ちょ っ と 大 げ さ 
な まで に 表情 や 行動 に 表れ て いる 様子 を 描い て み ま し た 。 


主人 公 が アン ドロ イド の 作っ た 料理 
を 食べ て 元気 に な る シー ン と 、 アン 
ドロ イド が 落ち 込む 主人 公 を 励ま す 
シー ン で す が 、 ネー ム で は 淡々 と し て 
いる 気 が し た の で 、 少し 変え て み ま し 
た 。 こ の よう に 、 下 描き の 段階 で ネー 
ム か ら 変 更 する こと も あり ます 。 


4 フ 』 + | 
ペグ 人 ズ ) 
食事 の シー ン は 主人 公 の 顔 が 写る 回 数 を 減 


らし 、 そ の ぶん 喜ん で いる 様子 を 少し 大 げ 
さ に 描く こと で 、 抑 揚 を つけ て いま す 。 


-) アン ドロ イド に 励ま され る シー ン で は 、 た だ 笑顔 
で 座っ て いる の で は な く 、 主 人 公 の 手 を 取っ て 見 
上 げ て いる 構図 に し て 、 ア ンド ロイ ド が より 可愛 
く な る よう に し て み ま し た 。 


下 描 き を し よう (要素 を 足す ) 


ネー ム の 段階 か ら 変更 する こと が ある と 説明 し た と お 
り 、 ここ も 変更 し た 部 分 で 、 ネ ー ム で は 押入 れ に 押し 込 
まれ た アン ドロ イド を 描写 し て いま し た が 、 この あと アン 
ドロ イド が 登場 する に は 、 充電 が 完了 し て いる こと を 表 
現す る 必要 が あり ます 。 その た め 、 コン セン ト に 押し 入れ 
か ら 伸 びる 電源 プラ グ を 差し て いる コマ に し まし た 。 


BEFORE 


ネー ム の 時 点 で は 説 
明 不 足 で あっ た 部 分 
も 、 下 描き の 段階 で 解 
消し て お きま し ょ う 。 上 


細か い 部 分 で す が 、 ア ンド ロイ ド が た だ 押し 入れ に 韻 
され た の で は な いと いう 説明 に も な っ て いま す 。 
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下 描き を し よう (個性 を 表現 する ) 


仲直り を し た 主人 公 と 彼女 が 、 ) 
よい ムー ド で キス を し よう と する 
シー ン で は 、 導入 部 分 で 主人 公 に 
ビン タ を し て か ら 、 ほとん ど 登場 し 
な か っ た 彼女 の 魅力 を 表現 で きる 
シー ン で も あり ます 。 彼女 は 、 アン 
ドロ イド と は 対照 的 に な る 大 人 の 
色気 が ある キャ ラク ター な の で 、 余 
裕 の ある 表情 に し て いま す 。 


ュ イ 


音 が 響き 渡る くら い の 強 さ で ピン タ を する ネー ム で は 描い て いな い 、 彼 女 の 強気 な 行 
の で すか ら 、 強 気 な 彼女 だ と 思い ます 。 そ ん 動 と 論 や か な 表情 を し っ か り 描 きま す 。 

な 性 格 が 読者 に 伝わる よう 、 主 人 公 を 自分 

の 方 に 引き 寄せ る 様子 を 描き まし た 。 


Meouumn 下 描き で バラ ンス を 整え る 


下 描 き の 段 階 で は 、 デッサン の 狂い な ど に 注意 し て 
いま す 。 ペン 入れ で 修正 する の は 非常 に 手間 な の で 、 
この 段階 で 懸念 点 は すべ て 解消 し て お きま し ょ う 。 


ーー ニー ご ご > ー 


タテ 読み マン ガ の 
ベン 入れ を し よう 


ベン 入れ で は 、 下 描き で 描い た 線 を な ぞ っ て いく 。 
その 際 に 使用 する ペン に は G ベ ペン や 丸 ベ ン な どの 種類 が ある の で 、 
好み や 用 途 で 選 ぼ う 。 


ペン 入れ を する 際 の “ペン 先 " | 


ペン 入れ を する 際 、 使用 する ペ 
ン に 決ま り は な く 、 意外 に も 人 それ 
ぞ れ で す 。 ま ず は いろ いろ な ペン 
を 触れ て 、 その ペン の 特徴 を 知っ 
た うえ で 、 自分 に 合っ た も の で 作 
業 す る こと を お すす めし ます 。 今回 
の 場合 は 、 人 の 顔 の ライ ン や 髪 の 
毛 、 顔 の パー ツ を 描く と き は ミリ ペ 
ン を 使用 し 、 背景 や キャ ラク ター の 


体 を 描く 際 は 、 細い 線 が 描け る 丸 表情 に ペン を 入れ る と き は 、 線 の 太 さ が 少 ミリ ペン は 、 同 じ 太 さ の 株 を 描け る の で 、 筆 


だ け で の に x 違い な ど が 生じ 
ペン を 多用 し て いま す 。 NR の KR 人 MO 


筆 圧 次 第 で 線 の 強弱 
を つけ る こと も 可能 | 
で す 。 
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ペン 入れ を し よう (フキ ダシ ) | 


ペン 入れ を する 段階 で 、 セ リフ が 入る フキ ダシ の 位置 いで す 。 ツー ル で は きれ いな 線 が 描け る の で 、 普段 の 会 
を 確定 し て いき ます 。 下 描き の 時 点 で キャ ラク ター や 背景 。 話 な ど に 適し て いる と 思い ます 。 一 方 手描き の 場合 、 か っ 
を どう 描く の か を 決め て いる の で 、 それ ら に 合わ せ て フキ ちり と し た 線 で な いぶ ん 、 例 えば 動揺 し て いる キャ ラク ター 
ダシ を 描い て いき ます 。 フ キダ シ は 、 手 描き に よる も の と デ の セリ フ の と き で は 、 フ キダ シ の 線 を ゆがめ て みる な ど 、 
ジタル 上 の ツー ル で 作成 する も の と で 使い 分 ける の も よ キャ ラク ター の 心情 を 表現 し や すく な り ま す 。 


デジ タル 上 の ツー ル で 作成 する フキ ダシ は 、 安 定 し 手描き の フキ ダシ を 活用 し て 、 キャ ラク ター の 心理 
て いる の で 平常 の セリ フ に 適し て いる と 思い ます 。 を 表現 し て みる の も 面白 いと 思い ます 。 


ペン 入れ を し よう (背景 に 文字 を 入れ る ) | 


背景 に 文字 を 入れ る コマ に 関し 
て は 、 ペン 入れ を し て 主人 公 の 位 
置 を 確定 し た あと 、 先行 し て スキ ャ 
ン を し 、 デジ タル で 文字 を 入れ て 
いき まし た 。 文字 を 並べ た と き に 、 

人 公 に 被っ て し まっ て も 問題 が 
な いか な ど を 確認 し ます 。 こ の シー 
ン に 限っ て は 全文 で は な く 、 「 こ の 
アン ドロ イド が な ぜ 送 られ て きた の 
か 」 と 、 「 こ の アン ドロ イド の 役割 = 
家事 お 手伝い ] と いう 要点 が 読者 
に 伝われ ば 、 ほ か は 見 えて いな く て 
も 問題 な いと 考え まし た 。 


背景 に 掲載 する 文字 
は 、 説 明 書 に 描い て あ 
MM る 内 容 か ら 必要 な 部 
分 だ けが 伝わる よう 
に 意識 し ます 。 


q 放 て 慌 交 中 洒 中 
事 内 放 血 商 び 


テキ スト レイ ヤー の ラス タラ イズ 化 


i CLIP STUDIO PAINT EX 上 で 作成 し た テキ スト レイ ヤー は 、 ほ か の パソ コン 環境 で 
| は 正常 に 表示 され な い 場 合 が ある 。 そ れ を 防ぐ た め 、 テ キス トレ イヤ ー を ラス タラ イズ 
化し て 画像 デー タ に し て お く こ と が 重要 だ 。 テ キス トレ イヤ ー を 選択 し た 状態 で レイ 
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コマ 枠 の 分 割 に つい て 


CLIP STUDIO PAINT EX で は 「 コ マ 
枠 フ ォ ル ダー」 と いう フォ ル ダ が 実装 され て 
お り 、 こ れ を 活用 する こと で 、 非 常に 手軽 に 
コマ 枠 を 作る こと が で きま す 。 この 「 コ マ 枠 
フォ ル ダ ー] を 作成 し た あと は 、 その コマ を 
任意 の サイ ズ や 数 に 分 割 し て 使用 し ます 。 
コマ の 分 割方 法 に は 、 「 コ マ 枠 フ ォ ル ダー 
の 中 に ある レイ ヤー を 複製 し て 、 分 割 され た 
コマ 枠 フ ォ ル ダー を 作成 する 方 法 ] と 、 「 コ 
マ 枠 フォ ル ダ ー の 中 に ある レイ ヤー を 複製 
せ ず に 、 分 割 さ れ た コマ 枠 フ ォ ル ダー を 作 
成す る 方 法 」、 そし て 「 新 し い コ マ 枠 フ ォ ル 
ダー を 作ら ず に コマ 枠 を 分 割 する 方 法 ] の 
3 通り あり ます 。 


= 
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作成 し た コマ 枠 の 外 は マス ク 
で きる た め 、 線 が は み 出さ な い 
よう に 描け る の も 特徴 で す 。 


分 割方 法 
| | 
中 の レイ ヤー を 空 の フォ ル ダ ー を フォ ル ダ ー を 分 けず 
複製 する 作成 する 分 割 す る 
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lle ~- 図 - a ゃ 関 芝 " 
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| © 妥 
| 回 
Fa 


「 コ マ 枠 フォ ル ダ ター」 の 中 に あっ た レイ 
ヤー が 複製 され て コマ 枠 を 分 割 し ます 。 


自動 生成 され た 「 コ マ 枠 フ ォ ル ター」 に 
分 割 し た コマ 枠 が 作成 され ます 。 す で に 


新しい [コマ 要 フォ ル ダ ー」 を 作ら ず に 、 
同一 の フォ ル タ ダ の 中 で 、 任 意 の 形 に コマ 


適用 後 は 、 分 割 し た コマ の 部 分 の み レ イ ある レイ ヤー の 内 容 は 表示 され ませ ん 。 枠 を 分 割 する 方 法 で す 。 
ヤー の 内 容 が 表示 され 、 コ マ 外 は マス ク 
され た 状態 に な り ま す 。 
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ペン 入れ の 段階 で 、 細部 も 忘 
れず に 描き 込ん で いき まし ょ う 。 特 
に 「 主 人 公 の 家 の 押 入れ 近く の コ 
ン セ ント 」、 「 ア ンド ロイ ド の 腰 に あ 
る 差し 込み 口 」 は 伏線 に し た 重要 
な 部 分 で す の で 、 忘れ な いよ うに 
し ます 。 また 、 キャ ラク ター デザ イン 
の 時 点 で あっ た と お り 、 アン ドロ イ 


ド の 胸 に ロゴ マー ク を 描き 足し て あと で アン ドロ イド を 充電 する 電源 ブ 
お きま す 。 こう いっ た ワン ポイ ント 的 ラグ を 差し 込む コン セン ト に な り ま す 。 
な デザ イン は 、 作画 の 最 中 で 非常 


に 忘れ や すい の で 注意 し まし ょ う 。 


アン ドロ イド の 腰 の 位置 に も 、 充 と うい っ た ワン ボイン ト の デザ イン は 大 変 忘れ や 
電 用 の 差し 込み ロ を ちゃ ん と 描 すい の で 、 確 認 事 項 と し て 残し て お きま し ょ よう 。 
いて お きま し ょ う 。 


ペン 入れ を し よう (髪型 の 印象 ) | 


髪の毛 は 、 描 き 込ん だ 線 が 多 け 
れ ば 多い ほど 、 さ ら さ らし た 印象 に 
な り 、 逆 に 少な いと 、 ふん わり 柔 ら 
か い 印 象 に な り ま す 。 アン ドロ イド 
の 髪の毛 は 人 形 の よう に ふわ っ と 
し た 髪の毛 に な る よう 、 意図 的 に 
線 を 減ら し て 描き まし た 。 主人 公 の 
彼女 と 比べ る と 分 か りや すい で す 。 


ペン 入れ を し よう (細部 の 調整 | 


ペン で 線 を な ぞ り つつ 、 構図 な ど が 誤っ て いる 部 分 は 
随時 調整 し まし ょ う 。 例え ば この アン ドロ イド の 充電 が 終 
わり 、 押 入れ か ら 登 場 する シー ン で す が 、 下 描き の 段階 で 
は 両開き に な っ て いま す 。 迫力 は あり ます が 、 そ の よう な 開 
け 方 を する 押入 れ は 一 般 的 で は な い の で 、 前 の コマ で の 
描写 に 合わ せ て 片 開き に 修正 し まし た 。 


Ne 


背景 の 建物 や キャ ラク ター は 、 何 
度 も 登場 する 場合 、 毎回 作画 を す 
る の で は な く 、 別紙 に 大 きく 描い て 
お いて 、 それ を デジ タル 上 で 加工 な 
ど を 施し 使用 すれ ば 、 効率 を 上 げ る 
こと が で きま す 。 今回 は 、 主人 公 の 
アパ ー ト や 街並み が 該当 し ます 。 一 
方 、 主 人 公 の 部 屋 な ど 、 キ ャ ラク ター 
や 視点 の 位置 に よっ て 変わ っ て し ま 
う も の は 毎回 描き 込ん で いま す 。 


ーーー タテ 読み マン ガ 編 | 190 


、 う や Lesson 
タテ 読み マン ガ に _ 
カラ ー を 塗っ て いこ う 
タテ 読み の マン ガ は 、 ウ ェ ブ で の 公開 を 前 提 に し て いる の で 、 


トー ン を 使う より も オー ルカ ラー の 作品 が 多く み ら れ る 。 
今回 も る 仕上 げに カラ ー を 塗っ て いこ う 。 


カラ ー を 塗っ て いく に あたっ て | 


オー ルカ ラー の マン ガ で は 、1 枚 絵 の イラ スト の よう に い 国 寺 rl 症 凍 線画 レイ ヤー の レイ ヤー モー ド 
ろ い ろ な 効果 を 多用 する こと は あま り し て いま せん 。 マン ガ は 本 ea ここ と この レイ 
コマ の 数 が 多い の で 、 商業 の よう に 期限 が ある 場合 、 そ の 一 mm は で 
ひと つ ひ と つ に 手間 を か ける こと が 現実 的 に は 難し いか ら で 
す 。 た だ 、 カラ ー マ ン ガ は 表現 の 幅 が 非常 に 広く な る の で 、 | 上] 
可能 な 限り 画 邊 く な る よう 、 試 行 結 議 し くい きた いと 思い ます 。 | 。 eas 

カラ ー を 塗っ て いく に あたっ て 、 線画 レイ ヤー の レイ ヤー 
モー ド は 「 生 算 ] に し まし た 。 そ うす る と 、 その レイ ヤー の 下 に |* 
着 彩 し た 通常 レイ ヤー を 作成 し た と き 、 そ の 色 と 線 画 が 馴染 6 
ん で くれ ます 。 それ か ら パ ー ツ ご と に 色 を 塗っ て いき まし た 。 きる 品 に 9 


カラ ー を 塗 ろう ( 肌 の 影 ) | 


] 最初 に バー ツ ご と に 塗り 分 けた 際 、 肌 だ 
と 分 か りや すい よう 濃い 色 で 塗っ て い 
まし た が 、 こ こ で 本 来 想定 し て いた 薄い 
色 に 変更 し て お きま す 。 


パー ツ ご と に 大 ま か に カラ ー を 塗り 分 けた 
ら 、 肌 の 影 を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 線画 レ 
イヤ ー の 上 に 影 レイ ヤー を 作成 し た の ち 、 レ 
イヤ ー モ ー ド を 「 乗 算 ] に し 、 影 が 落ち る 部 
分 を 塗っ て いき ます 。 この と き 、 服 に 落ち る 
影 も 一 緒 に 塗っ て いま す 。 

続い て 、 コマ の 中 で 距離 感 が 出る よう に 
し 、 加え て 抑揚 が 生ま れる 、 キャ ラク ター や 
建物 に より 暗い 影 を 塗り ます 。 こ の と き の レ 
イヤ ー も 「 乗 算 ] モー ド に 決定 し 、 肌 の 影 を 
塗っ た レイ ヤー より も 上 に 配置 し まし た 。 


・ 影 の 濃 : WT 


影 の 暗 さ は 、 レ イヤ ー の 「 不 透明 度 」 で 調 
整 し て いま す 。 


手前 に いる 彼女 の 全身 に 暗い 影 を 塗る こと 
で 、 主 人 公 と の 距離 感 を 演出 し 、 ま た ひと つ 
| の コマ 内 で 抑揚 を つけ て いま す 。 


あま り 目 立た せる 必要 の な い モ ブ キ ャ ラ クタ ー に も 暗い 影 を 塗り 、 主 人 公 に 読者 の 視線 が いく よう に し ます 。 
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ひと と お り キ ャ ラク ター の カラ ー が 
塗り 終わ っ た ら 、 主人 公 の 家 の 中 と 
外 、 街 並み を 塗っ て いき ます 。 背景 
の 一 軒 家 を 塗る 際 は 、 あえ て 窓 は 透 
明 の まま に し まし た 。 これ は 、 この レイ 
ヤー の 下 に 、 空 の カラ ー を 塗っ た レイ 
ヤー を 用 意 すれ ば 、 窓 部 分 が 透過 し 

、 空 の レイ ヤー が 見 える の で 、 あ た 
か も 窓 に 反射 し て いる よう に 見 える こ 
と を 意図 し て いま す 。 


カラ ー を 塗 ろ う ( 建 造物 ) | 


グ ンー | 


カラ ー マ ン ガ な の で 、 白 色 は 極力 少な くし まし た が 、 カ ー テ ン や 壁紙 、 ア バー ト の 外装 ま 
で 強い 色 で 塗る と 違和感 が ある の で 、 そ の 部 分 は 白色 や ペー ジュ に し て いま す 。 


せっ か く の カ ラー マン ガ で す が 、 
無理 に アパ バー ト の 外壁 な ど に 強 
い 色 を 入れ て し まう の も 不 自然 
_」| で す の で 、 白 色 を 使用 し まし た 。 


カラ ー を 塗 ろう (背景 ) 


背景 は 、 キ ャ ラク ター の 雰囲気 
や 心情 を 表現 する ツー ル と し て も 
機能 し ます 。 モノ クロ の マン ガ な ら 
トー ン を 使用 する と ころ を 、 今回 は 
カラ ー で 表現 し ます 。 例え ば 、 主 
人 公 が 彼女 に ビン タ さ れる シチュ 
エー ショ ン で は 、 主 人 公 の 背景 は 、 
ショ ッ ク を 表す 青色 と 亀裂 の よう 
な 模様 を 、 も う 一 方 の 彼女 の 背景 
は 、 門 り を 表す 赤色 と 炎 の よう な も 
や を 描い て み ま し た 。 それ 以外 に 
も 、 ア ンド ロイ ド の 優し く て 可愛 らし 
いと ころ は ピン ク 色 で 、 主人 公 の 


・ シ チュ エー ショ ン に 合わ せる 


気弱 だ けれ ど 純粋 を と ころ は 水色 | 
で と いう よう に 、 人 と な り を カラ ー で 各 シ ー ン の シチュ エー ショ ン に 合わ せ て 、 そ の と き の キ ャ ラク ター の 心情 を 表 
表現 し て み ま し た 。 す よ うな 背景 に し て いま す 。 


・ キ ャ ラク ター の 印象 を 表現 する 


・ 模 様 を 用 いた 表現 


その キャ ラク ター が 持っ 
て いる 独自 の 夫 囲 気 が イ 


J 


モノ クロ の マン ガ で 使用 する トー ン の 
呈 よう な 模様 で 、 状 況 を 表す よう な 背景 を 
描く 方 法 も 面白 いと 思い ます 。 
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カラ ー を 塗 ろ う ( 空 と 料理 ) 


空 の カラ ー を 塗っ て いき ます 。 こ の と き 、 作業 を する レイ 
ヤー は 先ほど カラ ー を 塗っ た 建物 の レイ ヤー より も 下 に 作 
成 し ま す 。 「 グ ラ デ ーション 」 ツー ル で 土台 と な る 部 分 塗っ 
て か ら 、 夜 の 部 分 を 塗り 、「 水彩 ] ツー ル な ど で 雲 を 描い 
て いき まし た 。 また 、 アン ドロ イド が 作っ た 料理 に も 色 を 
塗っ て いき ます 。 ベタ で 塗る と 、 あま りお いし そう に は 見 え 
な いと 思っ た の で 、 細 か い 部 分 まで し っ か り 塗 り まし た 。 


ニ a = 殊 87 の | 
料理 は 多様 な 色彩 が あっ た 方 が お いし く 見 える と 思っ た の で 、 細 空 を 塗る と き は 、 建 物 の レイ ヤー 
か く 塗 っ て いま す 。 ス を 見 て 塗っ て いき まし ょ う 。 


| | 


示 を 切り 替え な が ら 、 バ ラン 


ME 


アン ドロ イド が 作っ た 料理 に 、 も う ひ と 工夫 加え た いな と 思っ た の で 、 湯 
気 を 足し て み ま し た 。 この 湯気 は 、 新規 レイ ヤー で 料理 の 上 に 白色 を さっ と 
塗っ た あと 、 その レイ ヤー の 「 不 透明 度 ] を 40% ほ ど に 下げ た も の で す 。 こ 
の よう な 簡単 な 濃淡 の 調整 で あれ ば 、「 不 透明 度 ] を 活用 し まし ょ う 。 


coLumn 呑 
暖色 と 寒色 を 使い 分 ける 


カラ ー に よっ て 、 読 者 に 与え る イメ ー ジ は 違っ つて きま す 。 
特に 分 か りや すい 例 で いう と 、 暖 色 系 と 寒色 系 が ある と 思 
いま す 。 暖色 系 は 赤色 や 黄色 な ど 暖 か さ を 感 じ る カラ ー 
で 、 寒色 系 は 青色 や 青紫 色 な ど 冷 た さ を 感 じ る カラ ー で 
す 。 そう いっ た 、 カラ ー に よっ て 感じ る 温度 の 違い の よう な 
も の は 、 シ チュ エー ショ ン の 雰囲気 や 、 そ こ に いる キャ ラク 


・ 暖 色 を 用 いた 背景 


楽し そう な 様子 の キャ ラク ター 
も 元気 に な る よう な 、 暖 色 系 の カラ ー が 合っ つて いる と 思い ます 。 


・ 寒 色 を 用 いた 背景 


、 よ い ム ー ド の 背景 で は 、 読 ん で いる 読者 


ター の 心境 を より 分 か りや すく 表現 し 、 読者 が さら に 共感 
し や すく な り ま す 。 し か し その ぶん 、 雰囲気 や 心境 に そ ぐ 
わな い カ ラー を 使用 する と 、 読者 に 違和感 を 与え て し まい 
ます 。 ま た 、 タ テ に 並ん だ コマ ご と の 色 味 に 違い を 出 そ う と 
し 、 前後 の 色 味 が 極端 に 違う コマ が ずっ と 続い て し まう の 
も 、 違 和 感 を 与え て し まう の で 注意 し まし ょ う 。 


色 系 に し て いま す 。 
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描き 文字 を 入れ る 


色 が 大 体 塗り 終わ っ た ら 、 最後 に 描き 文字 を 入 
れ て いき ます 。 描き 文字 に 使用 し た ペン は 、 ペン 先 
が 丸い 「 サ イン ペン 」 ツー ル と 、 線 の 強弱 が あま り 


つか な い 「 カ ブラ ベン 」 ツー ル で す 。 また 、 


CLIP 


STUDIO PAINT EX で は 、 描き 文字 に 簡単 に 白 
フチ を つけ る こと が で きま す 。 


丸み を 持た せ た い 文字 は 「 サ イン ベン 」 
ツー ル で 、 少 し 失っ た 文字 を 描き た い 
と き は 「 カ ブラ ベン 」 と いう 具合 に 使い 
分 け て いま す 。 


文字 を 描い た あと 、「 レ イヤ ー ブ 
ロバ パテ ィ 」 に ある 「 境 界 効果 」 を 
選択 すれ ば 、 そ の レイ ヤー で 描 
いた 文字 の 境界 線 に 、 自 動 で 白 
フチ を 加え る こと が で きま す 。 


今回 の 描き 文字 で は 、「 サ イン ベ 
ン 」 ツ ー ル と 「 カ ブラ ベン 」 ツ ー 
ル を 使い 分 け て いま す 。 


「 レ イヤ ー プ ロバ パティ 」 に 
ある 「 境 界 効 果 」 を 使用 
すれ ば 、 自 動 で 白 フ チ を 


加え る こと が で きま す 。 | 


マン ガ の 完成 


@ 白 フチ 


回 マー フィ 計 証 棋 ! 


1 

] 

[e]@ 北 刀 ・ 

[sl@・ 

132 = 

フチ の 色 I 

表現 色 。 

届 わ -。。 マ | 


境界 効果 
フチ の 太る 


描き 文字 を 加え た あと は 、 全体 を 確認 し て 塗り も れ な ど を 
確認 し な が ら 、 必要 で あれ ば 微 調整 を 加え て 、 これ で マン ガ 
は 完成 で す 。 ペン 入れ の 原稿 と 比べ る と 、 カラ ー 原 稿 は 各 
シー ン で どん な こと が 起き て いる の か 、 より 分 か りや すく な っ 


て いる と 思い ます 。 


ks | 
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タテ 読み マン ガ の 
表紙 を 描こ う 


マン ガ の 表紙 は 、 い わ ば その 作品 の 縮図 の よう な も の 。 
と の 作品 が どの よう な 内 容 か が 分 か る 表紙 を 描く 方 法 を 紹介 する 。 


表紙 の ネタ を 考え る | 


| 主人 公 が 自宅 に 届い た プレ ゼン ト ボ ックス を 

開け た ら ア ンド ロイ ド が 入っ て いた 、 本 作 の 印 
象 的 な シー ン で す 。「 ア ンド ロイ ド 」 と いう キー 
| ワー ド を 全面 に 出し た 案 と いえ ます 。 


今回 の スト ー リ ー を も と に 、 表紙 
案 を ふた つ 考 えて み ま し た 。 ひと 
つ は プレ ゼン ト ボ ックス を 開け た ら 
アン ドロ イド が 入っ て いた 、 作品 の 
印象 的 な シー ン を 取り 上 げ て み ま 
し た 。 も う ひ と つ は 、 アン ドロ イド の 
可愛 さ を 前 面 に 押し 出し つつ 、 主 
人 公 と 彼女 を 登場 させ て 、 か つ ふ 
た り の 険悪 な 雰囲気 を 醸し 出し て 
み ま し た 。 こ の 2 案 か ら 検 討 し た 結 
果 、 プレ ゼン ト ボ ックス を 開け た ら 
アン ドロ イド が 入っ て いた シー ン に 
決ま り まし た 。 この 印象 的 な シー ン 
な ら 、 表 紙 に すれ ば 意外 性 が あり 、 
面白 い の で は な いか な と 思い ます 。 


機械 の アン ドロ イド が 持つ て いる 人 間 ら し い 可 
愛 ら し さ と 、 主 人 公 と 彼女 の 壊れ て し まっ た 関 
係 が 伝わる よう な 雰囲気 を 描く 想定 で す 。 ど ち 
ら か と いえ ば 、 キ ャ ラク ター た ちの 関係 性 を 見 
せ た 内 容 に な っ て いま す 。 
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ラフ を も と に 線画 を 起こ し た ら 、 影 を 塗っ て い 
きま す 。 まず は 、 全体 を ペー スカ ラー で 塗り つ 
ぶし ます 。 今回 は 夕方 の 時 間 帯 を 想定 し て い 
ます の で 、 赤 系 の 色 を 塗り まし た 。 それ か ら 、「 選 
択 ペ ン ] ツー ル な ど で 光 が 当たる 場所 を 選択 
し 、 「 選 択 範 囲 を 反転 」 さ せ て 影 を 塗っ て いき ま 
す 。 光 が 当 た る 場所 は より 明る く 、 当たら な い 場 
所 は より 暗く と 、 明 暗 の 差 を つけ て いき まし た 。 


伝 レイ ヤー 
ES ロロ 100 ま 
を sih 区 * 


ez 0 


リー ン 
四 | 22 


園 略 oow 台 和 
レイ ヤー1 

悦 園 oow 
レイ ヤー3 


きじ DD る 加 に 


ーー 


カラ ー を 塗る 


表紙 全体 に 影 の 濃淡 を つけ た ら 、 パー ツ ご と に カラ ー を 塗っ て いき ます 。 ま 
ず は お お ま か に 塗っ て か ら 、 レイ ヤー モー ド が 「 ス クリ ー ン 」 モー ド の レイ ヤー を 
作成 し て 、 明 る くし た い 部 分 を で っ と 明る くし まし ょ う 。 続い て 、「 ソ フト ライ ト 」 モー 
ド の レイ ヤー を 作成 し て 、 微妙 な 明暗 を つけ て いき まし た 。 これ で 「 夕 暮れ の 
シー ン 」 を 感じ と れる 色合い に な っ た と 思い ます 。 


スク リー ン 」 モ ー ド は 、 元 の カラ ー よ り 明る い カ ラー を 重ね れ ば 重ね る ほど 、 白 色 に 
近づい て いく 。「 ソ フト ライ ト 」 モ ー ド で は 、 元 の カラ ー よ り 暗 い カ ラー を 重ね れ ば 元 
回 i た 3 
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-F 


全体 を 確認 し な が ら 調整 する 


作業 中 は こま め に 全体 を 確認 
し な が ら 進 め て いき ます 。 今回 、 光 
は 右上 の ほう か ら 差 し 込ん で き て 
いる 想定 な の で 、 それ を 踏ま えて 
考え て 不 自然 な 影 が な いか な ど を 
見 て いき ます 。 また 、 髪の毛 や 肌 
が 沈ん で いた の で 、 ハイ ライ ト を 
入れ まし た 。 


ED Rs) の ラ ィ ルター⑪ 
RS スタ ー レ イヤ (N) CrsShkxN 
RLA T(E) 2 
FREEL A ょ 
WW レ イヤ ー フ ォ ル ダー(O) 
レイ ヤー 本 (o) 

レイ ヤー を WN 寺 (7) 
レイ ヤー マス (0) 
コマ R(6) 

ファ イル フジ ェクト (9) 
Lv 
LS EREOY) 


フォ ルター を 供し て レイ ヤー を) 
LA OM 

LoTR 

To レ イィ ヤ ー に WW(C) 

の レイ ヤー と 由 @(W) te 
示 レ イヤ ー を 6(V) 。。 OurShNE 
末 レイ ヤー の コピ ー を (8(O 


PRTR ょ 
に は 0) ょ 


全体 を 確認 し て 問題 が | | 


な いよ う で あれ は ば 、 画 像 
を 統合 し て し まい ます 。 


全体 の カラ ー が 終了 し た の で 、 
最後 に メッ セー ジ カ ー ド に メッ セー 
ジ を 描き 込み 、 そ の レイ ヤー も 統合 
すれ ば 、 マ ン ガ の 表紙 は 完成 で す 。 


マン ガ 家 を 目指 し た 
理由 は ? 


Oor 


尊敬 する マン ガ 家 と 、 
その 理由 は ? 


Qoz 


クリ ッ プ スタ ジオ を 
使い 始め た 
きっ か け は ? 


Qo3 


クリ ッ プ スタ ジオ の 
お すす め ボ イン ト は ? 


Qoa 


さつき 


期 月 


繊細 で 柔らか な タッ チ で 、 妖 幅 な 女性 か ら 端 正 な 顔立ち の 美男 子 、 
あど け な さ の 残る 少年 少女 まで 幅広 く 描く こと が で き 、 主 に 電子 コミ ッ 
ク で 活躍 し て いる マン ガ 家 。 デビ ュー 作 と し て 「 花 と お じ さん 」 (月 刊 
Wings 掲載) な ど が ある 。 


ELE http://amasakikasama.blog.fc2.com/ 
ET aimy_high 
http://www.pixiv.net/member.php?id=1360177 


絵 を 描い た り マ ン ガ を 描く の が 好き だ か ら で す 。 


A 


井上 雄彦 先生 で す 。 息 を し そう な 情感 の こも る 絵 と 画面 が 好き で す 。 


編集 部 の 方 か ら ベ イン ト の 方 の 体験 版 を 頂い た の が きっ か け で す 。 


A 


ネー ム 、 下絵 、 ペン 入れ 、 色 塗り まで すべ て 1 本 で 作成 出来 る と ころ だ と 思い 
ます 。 


A 
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ーー 


ヒー ニコ 


第 章 
マン ガ を 投稿 する 妨 
制作 し た マン ガ を 多く の 人 に 読ん で も ら う た め 、 ウ ェ ブ に ある マン ガ 投 稿 サイ ト を 活用 し よう 。 
第 5 章 で は 有名 な 投稿 サイ ト の 一 部 を 紹介 する 。 
いずれ も 費用 は 掛か ら ず 気軽 に マン ガ を 投稿 し 、 ほ か の ユー ザー に 読ん で も ら う こと が 可能 だ 。 
最近 は 、 ウ ェ ブ で の み マ ン ガ を 描く 人 で も プロ デビ ュー が で きる の で 、 
君 も 頑張 っ て みよ う 。 


a 
pietosrr 


アニ メー ショ ン Ko モデ リン グ を す 
を つく る る 


マン ガ を 投稿 し よう 


作成 し た マン ガ を 投稿 で きる ウェ ブサ イト は いく つも ある の で 、 
好み に 合っ た ウェ ブサ イト を 選ぶ と よい 。 ち な み に 、 投 稿 サイ ト に よっ て は 
他 サ イト と 同一 の 作品 を 投稿 する こと を 許可 し て いる こと も ある 。 


マン ガ を 投稿 で きる サイ ト | 
マン ガ を 投稿 で きる ウェ ブサ イト 1 ーー ーー こ 
は いく つか ある の で 、 自分 の マン 9 


ガ の 特徴 に 合わ せ た ウ ェ ブ サイ ト 
や 、 気に入っ た 投稿 サイ ト に 登録 
し て 掲載 させ て も ら う と よい で し ょ 
う 。 ここ で は 、 投稿 サイ ト の 例 と し 
て 、 タテ 読み の マン ガ 作 品 を 専門 
と する 投稿 サイ ト 「comico] と 、 タ 
テ 読 み 、 ヨコ 読み マン ガ の 両方 に 
対応 し て いる 「 マ ン ガ ボッ クス 」 を 
紹介 し ます 。 


PP rors 


タテ 読み の マン ガ を 専門 に し て いる 。 マ ン ガ の ほか に も 、 ノ ベル の 投稿 も 受け 付け て いま す 。 


(一 般 ユ ー ザ ー が マン ガ を 投稿 で きる の は 「 マ ン ガ ボッ クス イン ディ ー ズ 」)。 
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== 


comico に 投稿 する 


「comico (コミ コ )」 は タテ 読み 
の マン ガ を 専門 に し た 投稿 サイ ト 
で 、 こ こ で は 一 般 の ユー ザー が 投 
稿 し た 作品 は 「 ベ スト チャ レン ジ 作 
品 ] と な り 公開 され ます 。 そこ で 人 
気 を 得る な どす る と 、 「comico」 の 
公式 作家 に な る 可能 性 も あり ます 。 


⑩⑯「comico に 投稿 する ] を クリ ッ ク す る 


に ① 


ョ の 7 


k- 衣 


「 Eo 


arm 


a 4 


@「 作 品 を 投稿 する 」 を クリ ッ ク す る 9 作品 の 情報 を 記入 する 
Wa ニー Mu ピー Es 
cowico 1 ⑨ mame/ マ ンカ 
⑥ 「 投 稿 する ] を クリ ッ ク す る _ 


作品 を 投稿 する 作業 は と て も 簡単 に な っ て 
いま す 。 ま た 、CLIP STUDIO PAINT EX 
に は 「comico」 に 投稿 が 可能 な 用 紙 プ リ 
セッ ト や 、 投 稿 ペー ジ に 直結 し て いる リン ク 
を 用 意 し て いる の で 、 親 和 性 も 高い で す 。 


ーー ニー し ゃ =。 


renaame yg 
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「 マ ン ガ ボッ クス 」 は 、 プロ の 作 
家 に よる 連載 作品 が 公開 され て い 
ます が 、 その コン テン ツ の ひと つ 
で ある 「 マ ン ガ ボッ クス イン ディ ー 
ズ 」 で は 、 一般 ユー ザー が 自身 の 
オリ ジ ナ ル 作 品 を 投稿 、 公開 する 


こと が 可能 と な っ て いま す 。 マ ン ガ 大 才 数 下 品 口 万 以上 ! 

の 形態 と し て は タテ 読み と ヨコ 読 マン ガ 中 本 な ら マン ガ ボ ポッ クス イシ ディ ー ズ 1 

み 、 モノ クロ と カラ ー の いずれ で も 

問題 は あり ませ ん 。 
lm _ 対 巧 剛 単 に ココ 1 人 x 抽 生計 言 可 ! | 
「 マ ン ガ ボッ クス イン ディ ー ズ 」 と いう コン テン ツ で は 、 一 般 ユ ー ザ ー が 自由 に オリ ジ ナ ル 
の マン ガ を 投稿 、 公 開 で きま す 。 

⑥ 「 シ リー ズ 」 を 登録 する 

の a Q ぐ w<w | ご ーーー」 [ 


| ーー | 


シリー ズ の タイ トル ま 入 カ し て くだ さい 


| し に っ | に | 
| | 字 
ラリーagmwmeepmuccpen Bose 
rss me 〇 フロ ッ ク 
a ET 
@「 エ ピ ソ ー ド 」 を 登録 する 
イ - 打 マー ズ 。 ツマ [ 上 
ms pm | A エピ ソー ド の 登録 
| 
に | ! FT | 「 マ ン ガ ボッ クス イン ディ ー ズ 」 で は 、 ま ず 
は シリ ー ズ 作品 の 登録 を し 、 そ れ か ら 各 エエ 
| [ee | ビ ソ ー ド を 投稿 し て いく スタ イル と な っ 
| て いま す 。 ま た 、 定 期 的 に 投稿 され た マン 
ー ガ に よる 「 リ ー グ 戦 」 と いう 企画 が あり 、 読 
| 者 か ら 人 気 の 高 い 作品 に は 賞金 が 授与 さ 
| | れ 、「 マ ン ガ ボッ クス 」 で の 連載 の 機会 が 与 
国 … | 1 到 セ ぅ ! えら れる 可能 性 も あり ます 。 
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coLumn 萬 
Kindle ダ イレ クト ・ パ ブリ ッ シ ング で 作品 を 配信 する 


先 に 紹介 し た マン ガ の 投稿 サイ 
ト と は 違い 、 「Kindle ダ イレ クト ・ パ 
ブリ ッ シ ン グ (以下 KDP)」 で は 、 
CLIP STUDIO PAINT EX で 制 
作 し た マン ガ を Kindle フォー マット 
に 保存 し て 、 個人 で 出版 、 販売 す 
る こと が で きま す 。CLIP STUDIO 
PAINT EX に は 制作 し た マン ガ を 
Kindle フ ォ ー マ ッ ト に 変換 、 出力 す 
る 機能 や 、KDP の サイ ト へ の リン 
ク 機 能 が 備わっ て いる な ど 、KDP 
へ の 出版 を フォ ロー する 体制 が 


整っ て いま す 。 


⑩ スタ ー ト 画面 の リン ク を クリ ッ ク す る 9 本 の 詳細 を 記入 する 


ター ト 画 面 に ある [Amazon Kindle 向け コミ ッ ク を 出版 
する ] 一 「Kindle フォ ー マ ッ ト で 出力 する 作品 を 選ぶ 」 を 
選択 し 、 マ ン ガ を Kindle フォ ー マ ッ ト で 出力 し ます 。 正常 
に 出力 され た マン ガ は 「.mobi 形 式 ] で 保存 され る の で 、 
それ が 確認 で きた ら 、KDP の サイ ト で 出版 する 本 の 情 
報 や 価格 な ど を 設定 し まし ょ う 。 


出版 する マン ガ が 完成 し た ら 、CLIP STUDIO の ス @ 価格 と ロイ ヤリ ティ を 設定 する 
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本 書 の 内 容 に 関す る 質問 は 、 下 記 の メー ル ア ド レス お よび ファ クス 番号 まで 、 書 籍 名 を 明記 の うえ 書面 に て お 
りく だ さい 。 電 話 に よる ご 質問 に は 一 切 お 答え で きま せん 。 ま た 、 本 書 の 内 容 以外 に つい て の ご 質問 に つい て も 
お 答え する こと と が で きま せん の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
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アン ケー ト に お 答え いた だ いた 方 の 中 か ら 抽 選 で プレ ゼン ト を 差し 上 げ ま す 。 


https://book.mynavi.jp/quest/pc_m 


@ フ リー 素材 利用 
フリ ー 写 真 素材 ば く た そ https://Www.pakutaso.com 
京都 の 無料 写真 素材 http://photo53.com/ 


CLIP STUDIO PAINT で マン ガ を 描く ! 
少年 ・ 少 女 & タ テ 読み マン ガ を 完全 解説! 


2016 年 1 月 27 日 初版 第 1 出発 行 ・ 電 子 版 Ver1.00 
2016 年 2 月 20 日 電子 版 Ver1.10 


著者 バル プラ イド 
る 福 集 喜多 村 崇 之 、 佐 藤 裕士 、 兼 平 祐輔 、 石 橋 大 和 、 小 祝 邦 昭 、 黒 川 正寛 (バル ブライド) 
@ 発 行者 滝口 直樹 
@ 発 行 所 株 式 会 社 マイ ナビ 出版 
〒 101-0003 東京 都 千代 田 区 一 ツ 橋 2-6-3 
ー ツ 橋 ビ ル 2F 


TELO3-3556-2736 (編集 部 ) 
URL : http://book.mynavijp 


@ 装 本 本文 デザ イン 米谷 テツ ヤ 
@DTP 富 宗治 


@2016 Mynavi Publishing Corporation 

本 書 は 著作 権 法 上 の 保護 を 受け て いま す 。 本 書 の 一 部 ある い は 全部 に つい て 、 著 者 、 発 行者 の 許諾 を 得 ず に 、 無 断 で 複写 、 複 製 す る こと は 
茜 じ られ て いま す 。 

本 書 中 に 登場 する 会 社名 や 商品 名 は 一 般 に 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 


第 1 章 
マン ガ の 描き 方 [基本 ] 編 
第 2 意 
少年 マン ガ の 描き 方 編 


第 3 章 
少女 マン ガ の 描き 方 編 


第 4 章 
タテ 読み マン ガ の 描き 方 編 


第 5 章 
マン ガ を 投稿 する 編 


